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再

新

は
じ
め
に

一

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
教
育
の
先
駆
者

二

中
国
「
古
画
出
洋
」
の
推
進
者

三

同
時
代
女
性
画
家
の
国
際
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

四
「
世
界
文
学
」
の
翻
訳
紹
介
者

五

体
育
・
旅
行
活
動
の
提
唱
者

お
わ
り
に

は
じ
め
に

あ
る
人
物
の
名
前
が
歴
史
に
残
る
か
ど
う
か
は
そ
の
業
績
が
関
わ
っ
た
歴
史
的
文
脈

（
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
中
国
美
術
の
国
際
市
場
の
形
成
に
伴

い
、
呉
衡
之
（
一
八
七
一
〜
？
、
挿
図
1
）
と
い
う
名
前
が
清
末
民
初
の
上
海
と
い
う
国

際
都
市
に
お
い
て
、
そ
し
て
近
代
の
世
界
文
学
、
世
界
芸
術
に
関
連
し
て
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
出
現
す
る
。
中
国
と
外
国
の
文
学
芸
術
交
流
史
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
呉
衡
之
は
謎

に
満
ち
た
研
究
対
象
な
の
で
あ
る
。
呉
衡
之）1
（

は
広
東
省
香
山
県
（
中
山
県
）
出
身
、
名
は

権
）
2
（

、
別
名
秉
鈞）3
（

。
号
は
香
山
老
衲
、
晩
年
は
退
翁）4
（

、
英
文
名
はH

eng-C
hi W

olfe

と
い

う
。
呉
衡
之
が
関
わ
っ
た
活
動
は
多
様
性
に
富
み
、
商
業
か
ら
翻
訳
、
法
律
、
教
育
、
芸

術
、
文
学
、
不
動
産
、
旅
行
業
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
本
稿
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
歴
史
的

な
探
索
を
行
う
が
、
彼
個
人
の
人
物
像
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
が
遭
遇
し
た
種
々
様
々
な

人
々
、
特
に
彼
が
翻
訳
を
通
じ
て
花
を
持
た
せ
た
中
国
内
外
の
様
々
な
関
係
者
に
つ
い
て

も
考
察
を
進
め
る
。「
ク
ロ
ス
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）
1

（
訳
註
に
よ
り
、
中
国
と
西
洋

後

藤 

亮

子

訳

︱
︱
中
国
と
西
洋
の
文
化
交
流
を
推
進
し
た
呉
衡
之
の
研
究
︱
︱

挿図 1 呉衡之の南社入社書（1921年2月1日）
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作
文
、
語
句
、
論
□マ

マ

、
翻
訳
の
各
課
を
特
に
重
点
的
に
行
う
。
ゆ
え
に
こ
れ
に
専
念
す
る

な
ら
ば
、
学
び
を
欲
す
る
者
は
そ
の
文
や
理
法
の
主
要
文
献
を
知
り
て
、
各
書
の
言
わ
ん

と
す
る
と
こ
ろ
を
会
得
す
べ
し
、
こ
れ
効
果
覿て

き

面め
ん

の
捷

し
ょ
う

径け
い

た
ら
ん
。
或
い
は
急
ぎ
商
務
に

つ
き
西
洋
語
を
学
ば
ん
と
す
る
者
に
は
、
い
か
な
る
言
辞
に
つ
い
て
も
均
し
く
指
導
教
授

す
べ
し
。
詳
細
は
来
た
り
て
面
談
を
請
う
。
以
上
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
る
。
広
東
呉
衡

之
、
金
広
生

拝）7
（

。」
注
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
呉
衡
之
と
そ
の
仲
間
は
、
商
科
に
対
し

て
好
意
的
で
は
な
い
中
国
社
会
の
保
守
的
な
見
方
に
対
し
て
も
う
一
つ
の
選
択
肢
を
示

し
、
英
語
を
専
攻
し
よ
う
と
す
る
学
生
が
迷
わ
ぬ
よ
う
援
助
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

一
流
の
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
こ
そ
が
呉
衡
之
の
信
念
で
あ
っ
た
。

実
際
一
八
九
九
年
、
呉
培
初
が
「
十
二
歳
で
河
南
路
天
津
路
の
章
東
明
酒
店
の
上
階
の
塾

で
呉
衡
之
に
英
語
を
学
び
」
後
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
の
買
弁
と
し
て
名
を
成
し

た
）
8
（

。
一
九
〇
二
年
に
、
王
雲
五
（
一
八
八
八
〜
一
九
七
九
、
後
の
商
務
印
書
館
の
総
経
理
）

が
惜
余
英
文
学
塾
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
後
年
、
王
が
世
界
一
流
の
出
版
者
に
な
る
伏
線
と

な
っ
た
。
王
は
少
年
期
の
英
語
学
習
を
振
り
返
っ
て
言
う
。「
私
が
入
学
し
た
夜
間
学
校

の
校
長
で
唯
一
の
教
師
で
も
あ
っ
た
呉
先
生
も
、
自
分
と
同
じ
香
山
県
の
人
だ
っ
た
。

（
先
生
は
私
よ
り
年
輩
で
後
に
私
の
親
戚
と
な
ら
れ
た
。
ま
た
私
の
部
下
に
な
ら
れ
た
こ

と
も
あ
る
。）
先
生
は
昼
間
イ
ギ
リ
ス
の
大
き
な
法
律
事
務
所
で
通
訳
を
務
め
、
夜
に
な

る
と
こ
の
学
校
で
教
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
学
校
は
イ
ギ
リ
ス
租
界
の
南
京
路
あ

た
り
の
酒
楼
の
上
階
に
あ
り
、
三
部
屋
を
ぶ
ち
抜
い
て
一
つ
に
繫
げ
、
一
度
に
二
百
人
の

学
生
が
入
れ
る
ほ
ど
の
大
教
室
に
し
て
い
た
。
実
際
、
学
生
は
ほ
ぼ
こ
の
教
室
を
埋
め
尽

く
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
学
生
は
、
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
学
ぶ
初
学
者

か
ら
五
六
冊
の
本
を
読
ん
だ
者
ま
で
、
年
齢
で
も
十
三
、
四
歳
の
子
供
か
ら
四
、
五
十
代

の
中
老
年
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
者
が
い
た
。
そ
う
い
う
多
種
多
様
で
レ
ベ
ル
も
異
な

世
界
の
文
学
と
芸
術
各
方
面
の
交
流
に
つ
い
て
、
マ
ク
ロ
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
そ
の

深
層
理
解
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
広
東
香
山
出
身
の
呉

衡
之
が
、
広
東
省
、
上
海
、
更
に
国
際
的
な
舞
台
で
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
た
か
を
追
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
「
世
界
芸
術
」「
世
界
文
学
」
推
進
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を
な
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

一

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
教
育
の
先
駆
者

近
代
翻
訳
史
を
論
じ
る
際
、
言
語
と
文
学
が
焦
点
と
な
る
の
が
常
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

英
語
等
の
実
用
面
に
考
察
が
及
ぶ
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭

の
上
海
で
活
動
し
た
広
東
出
身
の
呉
衡
之
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
困
難
な
道
を
切

り
開
き
な
が
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
教
育
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
。
彼

は
上
海
に
出
て
き
た
最
初
の
頃
、
ド
イ
ツ
人
弁
護
士
Ｆ
・
フ
ォ
ル
ベ
ル
ク
（F. Vorw

erk

）

と
Ｆ
・
フ
ォ
ー
ク
ツ
（F. Voigts

）
の
上
海
事
務
所
で
通
訳
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る）5
（

。

呉
は
広
東
籍
の
買
弁
（
現
地
代
理
人
）
で
あ
っ
た
金
広
生
と
共
同
し
て）6
（

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
を

教
え
る
私
塾
を
開
い
た
。
教
学
制
度
の
設
計
か
ら
人
材
の
育
成
ま
で
そ
の
業
績
は
著
し

く
、
名
声
は
大
い
に
響
い
た
。
一
九
二
〇
年
ま
で
に
『
申
報
』『
時
報
』『
神
州
日
報
』
に

掲
載
さ
れ
た
呉
の
活
動
に
つ
い
て
の
記
事
は
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
教
育
方
面
に
集
中
し
て
お

り
、
上
海
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
教
育
の
創
始
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
八
九
八
年
二
月
十
日
以
降
、「
惜
余
英
文
学
塾
、
生
徒
募
集
の
広
告
」
が
『
申
報
』

に
度
々
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
広
告
か
ら
同
塾
開
設
の
信
念
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
本
塾
は
後
馬
路
章
東
明
の
左
側
に
位
置
す
。
校
舎
拡
充
に
よ
り
募
集
人
数
増
加
。
同
路

西
端
た
る
乾
記
弄
に
移
転
に
つ
き
、
西
洋
語
学
を
志
す
者
は
随
時
来
た
り
て
学
ぶ
べ
し
。

本
塾
授
業
は
六
班
に
分
か
れ
、
毎
日
二
部
制
、
昼
の
部
は
朝
九
時
よ
り
四
時
ま
で
、
夜
の

部
は
七
時
よ
り
十
時
ま
で
行
う
。
授
業
内
容
は
読
本
・
史
記
・
尺せ

き

牘と
く

・
地
誌
・
算
術
の
他
、
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に
上
海
務
商
中
学
に
改
名
）、
規
模
も
目
を
見
張
る
ば
か
り
に
な
っ
た
。
呉
衡
之
が
同
校
の

広
告
で
示
し
た
見
方
は
「
何
事
も
皆
下
品
で
、
た
だ
読
書
だ
け
が
高
尚
」
と
す
る
儒
教
思

想
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
う
も
の
で
あ
っ
た
。

昔
日
の
中
国
の
学
校
は
専
ら
政
治
教
育
に
重
き
を
置
き
、
人
材
育
成
は
一
律
皆
官
吏

を
目
指
す
も
の
な
り
。
そ
の
他
の
商
業
は
甚
だ
重
ん
じ
ら
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
商
業
の

退
廃
を
招
き
財
政
も
困
窮
に
至
り
し
が
、
そ
の
理
由
を
考
う
る
に
、
実
に
不
完
全
な

る
商
学
教
育
の
至
ら
し
め
た
も
の
な
り
、
そ
れ
を
思
え
ば
痛
惜
の
念
に
堪
え
ぬ
。
今

ま
さ
に
民
国
が
成
立
し
社
会
を
更
新
せ
ん
と
す
る
に
あ
た
り
、
財
政
問
題
は
特
に
火

急
に
当
た
る
べ
き
も
の
な
り
。
し
か
し
豊
か
な
る
財
政
は
全
て
こ
れ
商
業
振
興
に
か

か
り
、
商
業
界
の
偉
人
輩
出
は
ひ
と
え
に
教
育
育
成
に
よ
る
。
ま
さ
に
こ
れ
に
よ
り

て
欧
米
は
富
と
力
を
成
す
に
あ
り
、
我
々
は
こ
れ
を
戒
め
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
上
海

は
中
国
の
一
大
通
商
港
と
い
え
ど
も
商
業
学
校
は
な
お
乏
し
く
、
一
二
の
例
が
あ
る

に
せ
よ
小
さ
な
専
門
を
売
り
に
す
る
個
人
学
校
規
模
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
れ
ゆ
え
本
校
の

設
立
は
、
も
っ
て
商
学
全
般
の
人
材
を
育
成
し
、
商
業
振
興
と
国
富
増
強
を
旨
と
す

る
。
授
業
に
用
い
る
書
籍
に
つ
い
て
は
専
ら
別
発
印
書

）
（

（
訳
註館
の
著
述
を
用
い
る
。
皆

こ
れ
本
源
を
究
め
本
質
を
説
か
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
商
界
の
時
勢
の
変
化
や
商
戦

の
勝
敗
の
理
由
に
つ
い
て
は
商
業
沿
革
史
を
講
義
し
、
財
を
生
み
貯
め
生
か
す
方
策

に
つ
い
て
は
理
財
篇
を
教
え
、
各
地
の
生
産
力
や
収
支
の
多
寡
に
つ
い
て
は
商
業
地

誌
学
を
授
く
。
交
易
貿
易
を
行
う
規
則
に
つ
い
て
は
商
人
の
法
学
を
授
け
、
国
内
外

の
商
業
契
約
に
は
文
書
や
手
紙
の
書
き
方
・
簿
記
・
算
術
・
省
略
記
号
の
書
き
方
・

文
章
の
整
え
方
等
の
技
術
を
も
っ
て
、
学
生
を
し
て
そ
の
奥
義
を
究
め
広
く
学
ぶ
こ

と
を
得
ん
と
す
）
（1
（

。

る
人
々
が
た
だ
一
つ
の
教
室
の
中
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
。
学
生
は
学
校
に
来
る

と
、
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
長
机
と
長
椅
子
の
好
き
な
と
こ
ろ
に
座
っ
た
が
、
黒
板
前
の

一
列
だ
け
は
必
ず
空
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
は
先
生
の
授
業
を
受
け

る
学
生
た
ち
が
順
番
に
座
る
場
所
だ
っ
た
か
ら
だ
。
授
業
の
順
番
に
つ
い
て
は
、
だ
い
た

い
初
級
者
が
先
で
、
習
熟
度
の
高
い
者
は
最
後
だ
っ
た
。
授
業
の
順
番
が
ま
だ
回
っ
て
こ

な
い
学
生
は
自
分
が
選
ん
だ
座
席
で
授
業
の
予
習
を
し
た
。
授
業
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ
帰
る

者
も
い
た
し
、
学
校
に
残
っ
て
自
習
す
る
者
も
い
た
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
最
初
に

座
っ
て
い
た
座
席
は
片
付
け
、
自
習
を
続
け
る
場
合
も
他
の
空
席
を
探
す
ル
ー
ル
だ
っ

た
）
9
（

。」学
校
運
営
は
実
に
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
惜
余
英
文
学
塾
が
育
成
し
た
人
材
は
高

い
評
価
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
王
雲
五
が
こ
の
恩
師
を
覚
え
て
い
た

は
ず
が
な
い
。
だ
が
呉
衡
之
が
ど
の
よ
う
に
「
学
び
を
欲
す
る
者
は
そ
の
文
や
理
法
の
主

要
文
献
を
知
り
て
、
各
書
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
会
得
す
べ
し
、
こ
れ
効
果
覿
面
の

捷
径
」
を
実
現
し
た
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
は
『
胡
適
自
伝
』

に
よ
り
呉
衡
之
の
教
育
方
法
の
影
響
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
胡
適
（
一
八
九
一
〜
一
九

六
二
）
の
思
い
出
に
よ
れ
ば
「
私
は
二
年
間
中
国
公
学
に
通
い
、
姚
康
侯
と
王
雲
五
の
両

先
生
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
お
二
人
と
も
文
法
の
分
析
に
よ
く
注
意
を
払
っ
た
の

で
、
私
は
当
時
あ
ま
り
英
語
を
話
せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
英
文
の
構
文
分
析
が
好
き
に

な
り
、
特
に
好
ん
で
中
国
語
の
文
法
と
比
較
し
て
い
た）10
（

。」こ
の
師
承
関
係
が
伏
線
と
な
っ

て
、
二
十
年
後
に
王
雲
五
は
胡
適
の
推
薦
に
よ
り
商
務
印
書
館
の
編
訳
所
に
入
り
、
王
雲

五
が
ま
た
呉
衡
之
を
同
編
訳
所
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

惜
余
英
文
学
塾
は
日
増
し
に
業
績
を
上
げ
、
一
九
〇
六
年
秋
に
は
天
津
路
か
ら
北
京
路

清
遠
里
に
移
転
し
た
。
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）、
同
塾
は
安
徽
人
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、

呉
衡
之
は
引
き
続
き
彼
ら
と
提
携
し）11
（

、
同
塾
は
漢
英
務
商
学
校
と
改
め
ら
れ
（
そ
の
後
更
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呉
衡
之
は
務
商
中
学
校
長
の
任
に
あ
た
り
、「
商
務
の
専
門
知
識
を
重
視
し
、
中
英
両

語
と
商
務
に
関
わ
る
各
種
職
能
に
通
じ
る
」
四
年
制
の
学
科
を
定
め
る
こ
と
で
「
中
国
・

西
洋
の
学
識
を
授
け
、
商
業
人
材
を
養
成
す
る
」
と
い
う
教
育
理
念
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
我
が
国
の
貧
困
病
苦
を
思
う
に
、
実
利
主
義
を
重
視
せ
ね
ば
こ
の
頽
廃
を
挽
回
す
る
こ

と
は
で
き
ぬ
。
そ
れ
ゆ
え
切
な
る
思
い
で
商
学
を
振
興
し
、
専
門
人
材
を
育
成
し
、
も
っ

て
世
の
需
要
に
応
え
ん
と
す
。
た
だ
規
模
が
大
な
ら
ざ
れ
ば
成
果
も
宏
大
な
ら
ず
、
意
を

決
し
て
名
を
務
商
中
学
と
改
め
、
校
舎
を
拡
張
し
、
教
師
を
増
員
し
学
費
を
軽
減
し
て
、

か
た
じ
け
な
く
も
学
生
を
招
集
す
る
次
第
な
り
。
当
面
は
学
力
に
よ
り
甲
乙
丙
丁
の
四
班

に
分
け
、
予
備
班
も
設
け
て
広
く
人
材
育
成
に
あ
た
る
。
現
在
教
育
部
の
認
可
申
請
中
、

八
月
二
十
八
日
開
学
予
定
。
入
学
希
望
者
は
八
月
二
十
一
日
ま
で
に
応
募
さ
れ
た
し）13
（

。」

惜
余
英
文
学
塾
か
ら
務
商
中
学
へ
の
学
制
の
変
化
は
商
学
の
突
出
に
表
れ
て
い
る
。

「
商
学
の
全
般
に
通
じ
る
人
材
を
育
成
し
、
商
を
興
し
て
国
を
富
ま
す
」
た
め
、「
後
期
二

年
間
は
全
て
英
語
で
授
業
を
行
う
」
と
し
、
近
代
中
国
の
商
業
教
育
史
上
、
画
期
的
な
一

歩
を
記
し
た）14
（

。
学
校
の
理
事
名
簿
は「
陳
英
士
、
王
一
亭
、
庄
得
之
、
藍
天
蔚
、
周
金
箴
、

虞
洽
卿
、
陳
潤
夫
、
潘
蘭
史
、
鍾
衡
臧
、
許
際
唐
、
李
懐
霜
、
王
雲
五
、
黄
樸
存
（
賓

虹
）、
胡
都
文
」。
潘
蘭
史）15
（

（
一
八
五
八
〜
一
九
三
四
）、
李
懐
霜
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
〇
）、

王
雲
五
ら
は
広
東
籍
の
文
化
エ
リ
ー
ト
で
、
安
徽
出
身
の
黄
賓
虹
（
一
八
六
五
〜
一
九
五

五
）
と
は
業
務
上
関
わ
り
が
あ
っ
た）16
（

。
そ
れ
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
陳
英
士

（
一
八
七
八
〜
一
九
一
六
）
は
上
海
軍
都
督
、
藍
天
蔚
（
一
八
七
八
〜
一
九
二
二
）
は
関
外
軍

政
府
大
都
督
で
あ
り）17
（

、
こ
の
よ
う
な
人
材
が
呉
衡
之
の
「
配
下
」
に
収
ま
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。
呉
の
人
脈
が
商
業
に
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
は
、

上
海
商
会
の
首
領
虞
洽
卿
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
五
）、
王
一
亭
（
一
八
六
七
〜
一
九
三
八
）、

陳
潤
夫
（
一
八
四
一
〜
一
九
一
九
）、
庄
得
之）18
（

、
周
金
箴
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
三
）、
鍾
衡

臧
（
一
八
七
五
〜
一
九
二
五
）
ら
の
顔
ぶ
れ
を
見
れ
ば
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
化
的
重
商
主
）
3

（
訳
註
義
は
一
九
一
四
年
九
月
二
日
の
務
商
中
学
の
始
業
式
に
お

い
て
色
濃
く
現
れ
て
い
る
。
翌
日
の
『
時
報
』『
神
州
日
報
』
に
「
務
商
中
学
秋
期
始
業
式
」

の
記
事
が
あ
る
。「
閘
北
の
務
商
中
学
は
昨
日
朝
十
時
に
始
業
式
を
挙
行
し
た
。
新
入
生

在
校
生
百
数
十
人
が
参
列
、
ま
た
国
内
や
当
地
の
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
同
校
で
修
業
す

る
者
も
三
十
人
の
多
き
を
数
え
た
。
最
初
に
呉
衡
之
校
長
が
開
学
の
趣
旨
を
宣
言
し
、
堅

実
に
忍
耐
強
く
勉
強
す
る
よ
う
学
生
諸
君
を
激
励
。
中
国
文
化
と
西
洋
文
化
を
共
に
尊
重

し
、
一
方
に
偏
ら
ぬ
よ
う
に
と
訓
示
し
た
。
続
い
て
来
賓
の
上
海
道
尹
署
実
業
課
長
兼
財

政
課
長
の
卓
璧
如
氏
が
演
説
。
商
業
は
目
下
の
重
要
任
務
で
あ
り
、
商
業
界
に
役
立
つ
人

材
と
な
る
こ
と
を
望
む
と
述
べ
た
。
続
い
て
理
事
の
黄
樸
存
（
賓
虹
）
氏
及
び
殖
辺
銀
行

事
務
員
張
逸
材
氏
の
演
説
、
次
に
同
校
各
課
主
任
教
員
の
黄
添
富
氏
、
楊
仲
馨
氏
、
張
光

裕
氏
、
陳
志
仁
氏
、
朱
介
孫
氏
、
余
裴
山
氏
、
倪
壮
青
氏
ら
の
訓
辞
が
あ
っ
た
。
次
に
新

任
の
寄
宿
舎
事
務
長
周
錫
蕃
氏
が
校
規
を
発
表
し
、
整
潔
・
静
粛
・
謙
和
・
誠
敬
・
優
美

の
五
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
学
生
を
激
励
し
た
。［
商
科
の
学
生
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
要
求

を
す
る
と
は
］
実
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
…
な
お
本
科
三
年
生
は
本
学
期
で
卒
業

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る）19
（

。」

付
録
の
「
呉
衡
之
重
大
事
項
年
表
稿
」
に
は
、
呉
衡
之
は
商
業
学
校
の
創
設
に
尽
力
し

た
後
、
一
九
一
五
年
十
一
月
に
は
年
齢
を
理
由
に
校
長
職
を
辞
し
た
と
あ
る
（
同
月
二
十

八
日
の
『
時
報
』
広
告
）。
務
商
中
学
は
別
人
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
の
、
著
名
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
戈
公
振
（
一
八
九
〇
〜
一
九
三
五
）
が
翌
年
五
月
三
日
『
時
報
』
に
報
じ
た
時
評

に
よ
れ
ば
財
政
的
に
継
続
困
難
と
な
っ
た
と
い
う
。
時
を
同
じ
く
し
て
呉
衡
之
は
南
洋
商

業
公
学
の
校
長
と
な
り
、
五
月
二
十
八
日
に
は
ア
メ
リ
カ
の
児
童
教
育
者
バ
セ
デ
ィ
（
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
不
明
、
中
文
表
記
巴
雪
棣
）
夫
人
を
招
聘
し
講
演
会
を
開
催
し
た
。「
女

医
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
（M

aria M
ontessori

、
一
八
七
〇
〜
一
九
五
二
）
氏
が
開
発
し
た
新
し

い
教
育
方
法
は
欧
米
で
行
わ
れ
、
著
し
い
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
バ
セ
デ
ィ
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行
科
卒
業
生
の
卒
業
資
格
の
問
題
に
取
り
組
み
、
妥
当
な
解
決
策
を
求
め
て
江
蘇
教
育
庁

と
争
っ
た
。
学
生
に
対
す
る
配
慮
を
忘
れ
な
い
そ
の
一
貫
し
た
姿
勢
は
印
象
的
な
も
の
で

あ
る）22
（

。

二

中
国
「
古
画
出
洋
」
の
推
進
者

文
化
的
重
商
主
義
の
語
学
翻
訳
に
お
け
る
展
開
は
限
り
な
く
多
様
な
様
相
を
見
せ
た
。

世
界
芸
術
と
い
う
概
念
の
認
識
が
具
体
的
に
は
中
国
絵
画
の
国
際
市
場
の
成
立
と
い
う
形

で
実
践
さ
れ
た
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
十
世
紀
初
期
に
新
し
い
時
代
を
切
り

開
い
た
と
い
う
点
で
、
特
に
突
出
し
た
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

中
国
絵
画
と
書
法
が
西
洋
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
対
象
と
し
て
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
美
術
に
対
す
る
欧
米
の
認
識
の
変
化

は
、
直
接
観
察
で
き
る
物
質
文
化
の
変
化
に
基
づ
く
部
分
が
大
き
い
。
中
国
数
千
年
の
文

夫
人
は
こ
の
教
育
法
に
精
通
し
経
験
も
豊
富
で
あ
る
。
同
夫
人
は
今
般
上
海
に
来
臨
し
、

幼
児
教
育
が
未
発
達
な
我
国
に
、
そ
の
持
て
る
知
識
を
惜
し
み
な
く
披
露
し
て
同
教
育
法

を
伝
え
た
。
昨
日
午
後
、
北
浙
江
路
の
南
洋
商
業
公
学
で
同
校
の
呉
衡
之
校
長
の
招
待
に

よ
り
講
演
し
、
学
生
や
保
護
者
及
び
各
女
学
校
の
校
長
や
教
員
ら
幅
広
い
聴
衆
に
こ
の
新

し
い
教
育
法
を
伝
授
し
た
。
…
夫
人
の
ス
ピ
ー
チ
は
英
語
で
行
わ
れ
呉
校
長
が
通
訳
に
当

た
っ
た
。
次
に
バ
セ
デ
ィ
夫
人
が
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
の
効
用
を
説
明
し
、
一
つ
一
つ

の
教
材
に
つ
い
て
実
際
に
子
供
に
使
わ
せ
な
が
ら
説
明
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
は
同
校
教
員

で
あ
る
米
国
イ
ェ
ー
ル
大
卒
の
李
照
松
が
広
東
語
に
、
英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
卒
の
梁
樹

剣
が
上
海
語
に
訳
し
て
、
誰
も
が
わ
か
る
よ
う
、
聴
衆
の
理
解
を
助
け
る
進
行
で
あ
っ

た
）
20
（

。」こ
の
講
演
会
は
「
終
了
時
、
時
計
は
既
に
五
時
を
回
っ
て
い
た
」
と
あ
り
、
呉
衡
之
の

商
業
教
育
活
動
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る）21
（

。
彼
は
い
つ
も
常
に
聴
き
手
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）
視

点
で
発
想
し
、
学
生
の
力
を
う
ま
く
引
き
出
し
な
が
ら
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
遣
っ

た
。
一
九
三
〇
年
、
彼
が
雑
誌
『
旅
行
月
刊
』
第
五
巻
第
五
期
を
編
集
し
た
際
に
は
「
海

虞
游
記
」
を
掲
載
し
、
編
者
の
言
葉
を
添
え
て
成
り
立
ち
を
説
明
し
た
。「
こ
れ
は
谷
徳

全
君
の
力
作
で
、
私
が
民
国
五
年
（
一
九
一
六
）
南
洋
商
業
公
学
の
校
長
と
な
っ
た
時
、

門
人
の
張
廉
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
読
ん
で
み
れ
ば
、
良
い
文
章
で
情
景
も
素
晴

ら
し
い
の
で
、
大
事
に
所
蔵
し
、
折
に
触
れ
読
み
返
し
て
き
た
。
こ
の
た
び
本
雑
誌
の
同

人
が
蘇
州
を
遊
覧
す
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
こ
れ
を
本
号
に
掲
載
し
、
旅
の
道
案
内
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
谷
君
は
私
の
掲
載
を
許
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
谷
君
は
今
い
ず
こ
に

栄
転
さ
れ
て
い
る
も
の
か
、
本
篇
を
見
た
な
ら
ば
何
と
ぞ
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。［
稿
料

の
相
談
も
含
め
］
面
談
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
退
翁
呉
衡
之
、
謹
ん
で
記
す
。」
一
九
三
一

年
に
な
る
と
、
呉
衡
之
は
か
つ
て
南
洋
商
業
公
学
の
校
長
で
あ
っ
た
期
間
の
一
九
一
六
年

の
十
二
名
の
商
科
卒
業
生
、
一
九
一
七
年
の
二
十
八
名
の
商
科
卒
業
生
と
二
十
八
名
の
銀

挿図 2 黄賓虹「呉衡之訳某女史画譜 序文」（1936年）
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明
は
、
歴
代
の
美
術
品
の
中
に
最
も
わ
か
り
や
す
く
具
現
化
さ
れ
る
が
、
十
八
世
紀
か
ら

外
国
貿
易
を
独
占
し
た
広
東
十
三
行
に
よ
っ
て
実
質
的
に
推
進
さ
れ
た
シ
ノ
ワ
ズ
リ
（
中

国
装
飾
趣
味
、C

hinoiserie

）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
す
る
と
、
中
国
と
の
貿
易
に
よ
り
欧

米
各
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
装
飾
芸
術
、
特
に
輸
出
向
け
陶
磁
器
や
輸
出
向
け
絵
画
（C

hina 

Trade

）
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
中
国
へ
投
資
す
る
外
国
商
社
の
趣
味
を
直
接

的
に
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
海
開
港
以
降
出
現
し
た
買
弁
階
層
に
と
っ
て
、
彼
ら

自
身
と
外
国
商
社
の
雇
用
主
と
の
関
係
は
業
務
上
の
連
絡
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仕
事
を

離
れ
た
趣
味
の
つ
き
あ
い
と
い
う
個
人
的
領
域
ま
で
及
ん
だ
。
買
弁
た
ち
は
業
務
以
外

に
、
陶
磁
器
か
ら
書
画
ま
で
の
個
人
的
な
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
文
化
背
景
の

優
越
を
示
す
こ
と
に
長
け
て
お
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
中
華
の
精
神
文
明
を
物
質
的
に
示

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
買
弁
の
生
態
を
熟
知
し
て
い
た
呉
衡
之
は
、
黄
賓
虹
が
言

う
よ
う
に
「
広
く
学
問
に
目
を
配
り
、
中
外
の
芸
術
に
通
じ
、
横
文
字
に
熟
練
し
英
文
に

精
通
し
な
が
ら
、
周
易
に
よ
る
占
い
に
ま
で
造
詣
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
国
全
土
を
視
野

に
入
れ
る
傍
ら
、
画
の
六
法
即
ち
美
術
を
研
究
し）23
（

」（
挿
図
（
）、
自
分
の
専
門
知
識
を
見

事
に
駆
使
し
な
が
ら
、
美
術
に
関
係
す
る
翻
訳
を
受
け
持
っ
た
の
で
あ
る
。

話
は
黄
賓
虹
と
欧
米
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
画
商
と
古
画
の
交
易
に
ま
つ
わ
っ
て
展
開
し

た
。
鑑
定
家
で
あ
り
メ
デ
ィ
ア
人
で
も
あ
る
と
い
う
二
つ
の
立
場
を
一
身
に
体
現
し
た
黄

賓
虹
こ
そ
、
間
違
い
な
く
こ
の
交
流
の
核
心
た
る
人
物
で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
年
七
月
、

ラ
ト
ビ
ア
国
籍
の
画
商
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
）
4

（
訳
註

ク
（E. A

. Strehlneek

、
一
八
七
六
〜
？
、
挿
図
3
）

挿図 3 ラトビア籍の画商スツラヘルネクの肖像
（モノクロ写真、1939年）

挿図 4 スウェーデン人コレクター ファーレウス、中国にて（モノクロ写真、1912～3年）
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が
最
初
の
中
国
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
実
業
家
ク
ラ
ス
・
フ
ァ
ー
レ
ウ

ス
（K

las Fåhræus

、
一
八
六
三
〜
一
九
四
四
、
挿
図
4
）
に
譲
っ
た
。
当
該
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

形
成
に
関
わ
っ
た
黄
賓
虹
と
呉
衡
之
は
、
こ
の
時
こ
れ
を
精
細
な
カ
ラ
ー
美
術
印
刷
で
中

英
両
語
版
の
図
録
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
実
際
一
年
以
内
に
実
現
し
て
み
せ

た
。
そ
れ
が
『
中
華
名
画

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
所
蔵
作
品
影
印
本）24
（

』
で
あ
る
（
挿
図
5
・
6
）。

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
商
売
と
翻
訳
と
メ
デ
ィ
ア
の
三
要
素
が
全
て
揃
っ
て
い
た
こ
と

が
対
外
文
化
芸
術
交
流
の
前
提
で
あ
っ
た
。
黄
賓
虹
は
自
ら
こ
の
図
録
の
序
言
を
書
き
、

付
録
の
「
銅
器
総
論
」「
磁
器
総
論）25
（

」「
玉
器
総
論）26
（

」
も
執
筆
し
た
。
こ
れ
ら
全
て
の
英
訳

に
あ
た
っ
た
の
は
当
然
呉
衡
之
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
が
英
語
で

執
筆
し
た
序
文
や
本
文
、
ア
イ
ス
コ
フ
夫
人
（Florence Ayscough

、
中
文
名
は
愛
詩
客
、

愛
士
高
な
ど
、
一
八
七
八
〜
一
九
四
二
、
挿
図
7
）、
デ
イ
ビ
ス
（R

. W
allace D

avis

）、
ブ

挿図 5 『中華名画 スツラヘルネク所蔵作品影印本』（1914年）表紙

挿図 7 任頤「五倫図」を蒐集し、その前に立つアイスコフ
（モノクロ写真、1917年）

挿図 6 スツラヘルネク古美術店
（Strehlneek’s Gallery of Antique Chinese Art）の名刺（1927年）
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リ
ッ
ク
ル
（K

. Blickle

）
ら
欧
米
人
同
志
に
よ
る
英
語
の
蔵
品
解
説
も
ま
た
「
呉
衡
之
君

が
単
独
で
翻
訳
に
あ
た
り
、
特
に
尽
力
し
た
」。
中
英
両
語
完
備
の
こ
の
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
、
呉
衡
之
は
美
術
鑑
賞
に
精
通
し
て
い
っ
た
。
一
九
一
三
年
十
二
月
二
十

日
、
西
洋
人
に
よ
る
中
国
名
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
覧
会
に
お
い
て
呉
衡
之
は
解
説
を
担
当

し
た
。
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
上
海
在
住
外
国
人
の
間
で
彼
は
非
常
に
高
い
評
価
を
得
た

よ
う
で
あ
る
。「
西
洋
人
ジ
ェ
ッ
セ
ル
（W

. Jessel

）
氏
は
当
地
イ
ギ
リ
ス
租
界
博
物
院
路

の
博
物
院
の
一
階
大
広
間
で
中
国
絵
画
の
展
覧
会
を
開
催
。
陳
列
品
は
宋
元
明
の
大
家
の

画
巻
軸
な
ど
で
、
宋
画
の
諸
葛
武
侯
抱
膝
長
吟
図
、
元
の
墨
竹
、
明
の
張
夢
晋
人
物
巻
、

清
代
袁
曜
の
山
水
な
ど
の
名
品
の
数
々
、
こ
こ
に
列
挙
で
き
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。
会
場
は
中

国
西
洋
の
名
士
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
来
場
し
た
コ
レ
ク
タ
ー
は
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
氏
、

ド
ゥ
ボ
ワ
氏
と
そ
の
夫
人
、
マ
ン
フ
ェ
イ
ト
氏
、
ス
タ
ン
レ
ー
氏
、
ア
イ
ス
コ
フ
氏
と
そ

の
夫
人
。
絵
画
通
の
来
賓
は
ク
ロ
ー
ネ
ン
バ
ー
グ
氏
、（
中
略
）
作
品
解
説
の
通
訳
を
務

め
た
の
は
広
東
の
呉
衡
之
氏
。
玉
や
錦
が
各
幅
を
飾
り
、
古
軸
の
芳
香
も
相
俟
っ
て
、
極

め
て
盛
況
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た）27
（

。」

呉
衡
之
が
商
務
に
携
わ
る
と
同
時
に
『
中
華
名
画
』
の
翻
訳
に
参
画
し
た
の
は
、
呉
が

設
立
し
た
務
商
中
学
の
「
中
国
と
西
洋
の
学
識
を
授
け
る
」
と
い
う
理
念
と
合
致
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
黄
賓
虹
が
主
筆
を
務
め
た
『
神
州
日
報
』
に
、
一
九
一
三
年
十
二
月
二
十

九
日
、
三
十
一
日
「
広
東
呉
衡
之
訳
、
西
洋
人
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
著
」「
中マ

国マ

名
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
序
文）28
（

」
が
連
載
さ
れ
、
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
が
宣
揚
し
た
世
界
芸
術
と
い
う
概
念

が
翻
訳
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

上
古
の
中
国
哲
学
の
特
徴
は
、
西
洋
哲
学
の
精
神
と
対
峙
し
相
輝
く
も
の
で
、
一
に

集つ
ど

い
て
群
を
な
す
［
高
次
の
存
在
で
あ
る
群
の
中
に
没
入
す
る
］
こ
と
を
旨
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
一
個
人
の
私
的
存
在
［individualism

］
は
な
い
。
こ
れ
は

天
の
演
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
個
人
は
そ
の
社
会
生
活
に
お
い
て
、
必
ず
家
族
か
ら

小
邦
・
国
家
へ
と
、
徐
々
に
大
な
る
組
織
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の
宗

教
的
帰
依
は
（
大
乗
教
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
）、
そ
の
精
神
を
あ
ま
ね
く
全
世
界

に
広
げ
宇
宙
に
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
悟
り
と
し
て
得
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
現う
つ
し
み身

は

造
化
の
中
の
一
部
分
［fraction

］
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
真
相
で
あ
る
。
中
国
に
は
道

教
と
仏
教
の
二
つ
の
教
え
が
あ
る
が
、
一
は
修
練
を
主
に
し
、
一
は
悟
り
を
主
に
し

て
、
異
な
る
道
筋
を
辿
り
な
が
ら
も
向
か
う
と
こ
ろ
は
同
じ
、
共
に
一
な
る
神
の
直

覚
に
至
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
東
洋
人
は
天
も
ま
た
魂
を
も
つ
も
の
と
し
て
、

人
と
同
じ
も
の
の
如
く
捉
え
る
。
そ
れ
に
評
議
を
加
え
た
り
審
判
で
臨
ん
だ
り
は
し

な
い
の
だ
。
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
東
洋
人
は
宇
宙
を
領
治
の
土
地
と
せ
ず
、
研
究

の
地
と
せ
ず
、
自
己
を
誇
る
た
め
の
材
料
と
し
な
い
。
そ
の
持
て
る
態
度
は
、
宇
宙

を
造
り
治
め
る
主
た
る
力
を
た
だ
敬
い
頼
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
例
え
ば
霜
降

る
岩
、
雪
か
ぶ
る
山
嶺
。
或
い
は
雨
煙
に
け
ぶ
る
江
湖
、
或
い
は
揺
れ
動
く
樹
影
、

或
い
は
険
し
く
そ
そ
り
立
つ
石
、
或
い
は
花
卉
禽
獣
。
中
国
絵
画
に
描
か
れ
る
こ
れ

ら
い
ず
れ
も
が
観
る
者
の
感
情
に
働
き
か
け
て
く
る
。そ
れ
が
人
の
性
情
を
陶と

う

冶や

し
、

ま
た
そ
の
志
を
奮
い
立
た
せ
る
の
は
、
自
然
の
深
遠
な
る
道
理
に
合
致
し
て
い
る
か

ら
だ
。
以
下
の
歌
を
詠
ん
で
み
れ
ば
、
心
に
い
く
ば
く
か
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
よ

う
。
歌
に
曰
く
。

唯
だ
願
う
、
あ
の
山
頂
に
登
ら
ん
と

飄
ひ
ょ
う

然ぜ
ん

と
し
て
向
か
う
、
汝
の
宝
光
に

霊
な
る
魂
は
岩
洞
を
名
残
惜
し
み

月
照
ら
す
芳
草
を
倍
し
て
逍
遥
す

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
か
ら
引
用
し
た
こ
れ
ら
数
行
の
韻
文
が
、
中
国
山
水
画
の
素
晴

ら
し
い
作
品
を
鑑
賞
す
る
際
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
我
々
の
心
に
浮
か
ぶ
。
こ
れ

は
ゲ
ー
テ
が
中
国
画
の
真
髄
を
実
に
微
細
に
体
得
し
翻
訳
し
て
い
る
の
だ
。
ゲ
ー
テ
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は
言
う
、「
中
国
人
の
描
く
絵
画
風
景
は
、
自
然
で
活
力
に
溢
れ
、
ま
る
で
人
物
画

の
よ
う
だ
。」
こ
の
言
葉
は
、
ゲ
ー
テ
の
中
国
文
学
に
関
す
る
議
論
［
エ
ッ
カ
ー
マ
ン

と
の
対
話
、第
一
巻
］
を
、文
学
的
含
蓄
に
富
む
中
国
絵
画
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

実
に
力
強
い
。
一
方
、
画
家
が
こ
の
よ
う
な
画
面
効
果
を
生
み
出
す
た
め
に
身
に
つ

け
た
方
法
は
、な
ん
と
簡
素
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
。
ゲ
ー
テ
は
こ
の
歌
に
よ
っ
て
、

絵
画
に
描
か
れ
た
物
象
を
称
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
妙
な
る
着
想
を
、
そ
の
描
か

れ
た
全
精
神
を
、
見
る
者
の
心
に
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
だ
）
5

（
訳
註

。

こ
れ
は
ゲ
ー
テ（
一
七
四
九
〜
一
八
三
二
）の
世
界
文
学
理
念
を
継
承
し
た
考
え
で
あ
り
、

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
の
「
弁
言
」
を
貫
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
冒
頭
で
目
を
引
く
の
は
技
芸

（
芸
術
）
と
概
念
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
で
あ
る
。「
芸
術
は
人
類
の
文
化
と
精
神
の
進

化
が
生
み
出
し
た
も
の
と
い
う
。
芸
術
は
人
が
生
命
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
、
心
と
魂
の

発
達
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
必
然
的
に
生
命
と
心
魂
の
表
証
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
人
は
ま
ず
そ
の
精
神
的
な
全
体
像
を
感
得
し
、
芸
術
家
と
共
感
し
同
情
す

る
。
そ
れ
か
ら
一
つ
の
芸
術
作
品
に
お
い
て
、
芸
術
家
が
見
て
感
じ
た
と
こ
ろ
を
感
じ
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
人
が
内
的
知
覚
の
境
界
を
拡
張
す
る
こ
と
を
欲
す
れ
ば
、
外

な
る
見
方
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
特
別
な
能
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。」
ス
ツ
ラ
ヘ
ル

ネ
ク
は
文
章
の
結
び
に
イ
ギ
リ
ス
の
美
学
者
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
（
一
八
一
九
〜
一
九
〇
〇
）

を
引
用
し
、
中
国
と
西
洋
の
文
芸
交
流
の
認
識
の
前
提
を
再
び
述
べ
、
世
界
美
術
と
い
う

概
念
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。「
思
う
に
、
我
が
西
洋
人
の
中
国
絵
画
に
対
す
る
無
関
心

は
、
真
正
な
る
名
画
の
特
性
を
研
究
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
の
芸
術
の
理
解
は
ま
さ
し
く
そ
の
哲
学
体
系
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

東
西
各
々
の
生
命
の
観
念
が
異
な
る
が
ゆ
え
に
、
し
ぜ
ん
好
む
感
覚
の
赴
く
と
こ
ろ
表
れ

出
る
も
の
も
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。
英
国
の
ラ
ス
キ
ン
の
言
葉
に
曰
く
「
万
物
の
姿
態

は
必
ず
そ
の
生
物
の
娯
し
む
と
こ
ろ
の
も
の
と
関
係
あ
り
。
ま
た
そ
の
生
物
が
享
受
す
る

度
量
は
、
そ
の
誠
意
致
知
と
比
例
す
る
」
と
。
ま
さ
に
至
言
で
あ
る
。
こ
の
文
章
の
た
め

に
こ
れ
を
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
。」

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
は
画
商
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
が
な
し
た
中
国
と
西
洋
の

芸
術
、
哲
学
、
宗
教
の
比
較
は
、
芸
術
作
品
が
特
殊
な
商
品
と
な
る
現
実
の
中
に
結
実
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
は
取
扱
う
中
国
絵
画
の
価
値
を
判
断
し
、

そ
の
市
場
価
格
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
西
洋
人
が
世
界
芸

術
の
全
体
像
の
中
で
中
国
絵
画
を
認
識
し
そ
の
価
値
を
判
断
す
る
上
で
、
相
当
大
き
な
影

響
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
は
「
中
国
絵
画
の
傑
作
は
唐
、
宋
、
元
か

ら
明
初
ま
で
が
多
く
、
そ
の
後
の
優
れ
た
作
品
は
、
だ
い
た
い
以
前
の
古
名
画
を
臨
模
し

た
も
の
」
と
の
見
方
で
あ
っ
た
。
明
中
期
以
降
の
古
画
模
倣
の
画
風
に
つ
い
て
、
彼
は
再

び
『
ゲ
ー
テ
談
芸
録
』
を
引
い
て
言
う
。「『
談
芸
録
』
曰
く
、
新
画
に
俗
気
が
多
い
の
は
、

そ
れ
が
新
し
い
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
が
弱
く
病
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
古
画
に
雅
意
が
多

い
の
は
、
そ
れ
が
旧
い
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
が
健
や
か
で
生
命
力
に
溢
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
こ
の
基
準
を
も
っ
て
画
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
自
ず
と
見
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
、
と
。」
中
国
の
精
神
文
明
が
西
洋
の
物
質
文
明
よ
り
も
優
れ

て
い
る
と
喧
伝
す
る
よ
り
更
に
説
得
力
を
も
っ
た
の
は
、
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
が
古
美
術
を

扱
う
一
方
で
古
学
を
尊
重
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
中
国
思
想
界
で
「
天
演
論

（
社
会
進
化
学
説
）」
が
圧
倒
的
優
勢
で
あ
っ
た
状
況
に
反
す
る
も
の
で
、
一
九
一
〇
年
代

の
上
海
画
壇
の
人
々
の
目
を
覚
ま
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
呉
昌
碩
や
黄
賓
虹
ら
が

国
粋
文
化
の
伝
統
を
肯
定
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
の
啓
発
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

『
中
華
名
画
』の
序
に
お
い
て
、
呉
昌
碩
も
黄
賓
虹
も「
古
物
が
劫
火
に
焼
か
れ
灰
に
帰
し
」

「
古
学
の
精
華
が
座
視
す
る
間
に
凋
落
し
、
日
々
淘
汰
さ
れ
ゆ
く
」
状
況
に
深
い
憂
慮
を

示
し
、
そ
の
原
因
を
「
西
欧
化
が
進
み
、
中
国
人
が
物
質
文
明
だ
け
を
崇
め
る
よ
う
に
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な
っ
た
」
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
世
界
の
古
美
術
市
場
が
開
か
れ
た
今
、
中
国
の
精
神
文

明
の
化
身
で
あ
る
金
石
書
画
が
、
中
国
人
に
改
め
て
自
ら
の
伝
統
を
指
し
示
し
、
文
化
的

自
己
卑
下
の
精
神
状
態
か
ら
の
方
向
転
換
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
は
中
国
伝
統
絵
画
が
直

面
し
て
い
た
ジ
レ
ン
マ
に
対
す
る
格
好
の
答
え
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
一
方
で
は
美
術
は
社

会
進
化
の
立
場
か
ら
市
場
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
人
類
の
発
展
に
有
益
な
精
神
的
な
も
の

を
生
み
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。
も
う
一
方
で
は
ま
さ
に
こ
の
市
場
に
よ
っ
て
、
西
洋
で
は

中
国
古
典
芸
術
の
購
買
意
欲
が
高
ま
り
、
上
海
の
画
家
達
は
呉
昌
碩
や
黄
賓
虹
ら
の
指
導

の
下
、「
与
古
為
徒
（
古
い
も
の
の
弟
子
と
な
り
学
ぶ
）」
か
ら
「
与
古
為
新
（
古
い
も
の
こ

そ
革
新
の
源
）」
へ
と
転
じ
、
芸
術
創
造
の
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る）29
（

。

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
の
「
画
の
理
を
見
分
け
、
禅
悦
を
悟
る）30
（

」
と
い
う
「
弁
言
」
と
呼
応

し
て
、『
神
州
日
報
』
主
筆
の
汪
允
宗
（
一
八
七
二
〜
一
九
一
八
）
は
「
圓
照
」
の
筆
名
で
、

一
九
一
四
年
七
月
九
日
の
社
説
「
中
国
美
術
の
西
洋
へ
の
輸
出
」
で
「
弁
言
」
の
要
点
を

更
に
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。「
東
西
の
学
芸
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
東
の
学
芸

は
も
と
も
と
天
然
の
状
態
が
あ
り
、
そ
れ
を
な
ぞ
る
も
の
。
西
の
学
芸
は
厳
整
な
る
幾
何

学
（
形
）
に
基
づ
き
数
学
（
数
）
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
東
洋
の
絵
画
は
お
お

ら
か
な
も
の
・
精
緻
を
超
え
る
も
の
を
貴
び
、
筆
墨
の
外
に
神
な
る
味
を
得
よ
う
と
す
る
。

西
洋
の
絵
画
は
精
密
に
物
体
を
描
く
の
を
良
し
と
し
、
描
か
れ
た
も
の
の
中
に
心
の
内
な

る
形
象
を
表
わ
す
。
仏
教
が
法
門
を
喩
え
る
言
い
方
を
借
り
れ
ば
、
東
洋
芸
術
は
精
神

（
空
）
を
貴
び
、
西
洋
芸
術
は
写
実
（
有
）
を
崇
め
る
と
い
え
よ
う
。
今
日
の
世
界
は
東

と
西
が
繫
が
り
、
液
体
の
よ
う
に
互
い
に
混
じ
り
合
い
、
空
と
有
と
が
融
合
し
て
、
ま
る

で
一
つ
の
太
極
図
の
よ
う
に
完
全
な
る
境
地
を
作
り
出
し
て
い
る
の
だ
。」
こ
こ
に
挙
げ

た
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
、
そ
の
中
国
語
訳
者
呉
衡
之
、
或
い
は
呉
昌
碩
、
黄
賓
虹
、
或
い
は

メ
デ
ィ
ア
人
汪
允
宗
、
彼
ら
は
全
て
中
国
の
精
神
文
明
を
「
世
界
芸
術
」
と
い
う
概
念
の

中
に
新
た
に
定
位
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
よ
り
百
年
以
上
前
に
、
翻
訳
家
と
し
て
の
呉
衡
之
は
、
文
言
文
で
も
っ
て
世
界
芸
術

と
い
う
概
念
を
紹
介
し
た
。「
琴
を
弾
じ
る
に
お
い
て
は
宗
炳
の
雅
懐
の
儕
と
も
が
ら、
美
文
を
繰

り
出
す
に
お
い
て
は
陳
思
の
綺き

采さ
い

に
属
す）31
（

」
と
黄
賓
虹
が
賞
賛
し
た
よ
う
に
、
文
章
の
前

後
を
繫
げ
、
一
気
呵
成
に
表
現
し
た
。「
信
・
達
・
）
6

（
訳
註

雅
」
と
い
う
尺
度
で
測
る
な
ら
、
呉

衡
之
の
翻
訳
は
欧
州
の
画
商
の
審
美
的
主
張
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、「
ク

ロ
ス
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
い
て
、
比
較
文
学
と
比
較
芸
術
の
魅
力
を
体

現
し
て
い
る
。
白
話
文
運
動
出
現
の
直
前
に
あ
っ
て
呉
衡
之
が
翻
訳
し
た
芸
術
理
論
の
訳

文
は
、
彼
が
一
九
二
〇
年
代
に
欧
米
現
代
文
学
の
翻
訳
に
従
事
す
る
中
で
形
成
し
た
訳
文

ス
タ
イ
ル
と
比
較
す
る
と
、
時
代
特
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
性
に
基
づ

き
、
呉
衡
之
は
読
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
当
時
の
社
会
の
エ
リ
ー
ト
層
に
定
め
た
。
ま
た
こ
れ

は
実
務
家
と
し
て
の
現
実
的
な
検
討
を
経
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら『
中
華
名
画
』

は
元
々
コ
レ
ク
タ
ー
が
収
蔵
す
る
タ
イ
プ
の
カ
タ
ロ
グ
本
で
、
定
価
は
銀
貨
二
十
元
、
一

九
一
四
年
の
上
海
の
中
流
家
庭
の
月
収
の
半
月
分
に
も
相
当
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で

商
業
英
語
が
い
か
に
中
国
画
の
国
内
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
影
響
し
た
か
に
つ
い
て
見
る
な

ら
、
施
徳
之
（Star Talbot

、
一
八
七
一
〜
一
九
三
五
、
挿
図
8
）
の
事
例
が
参
考
に
な
ろ
う
。

施
は
広
東
籍
の
中
英
混
血
の
人
物
で
、
呉
衡
之
と
ほ
ぼ
前
後
し
て
香
港
か
ら
上
海
に
移
り

商
売
を
し
た
。
ま
ず
広
東
人
が
得
意
と
す
る
商
業
撮
影
に
よ
っ
て
上
海
の
市
場
に
新
局
面

を
切
り
開
き
、
そ
の
写
真
は
同
業
者
中
で
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後

全
国
で
「
神
功
済
衆
水
」
を
販
売
し
、
莫
大
な
利
益
を
得
る
と
同
時
に
、『
中
華
名
画
』

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
古
画
取
引
に
投
資
し
、
い
わ
ゆ
る
乾
隆
内
府
「
古
月
軒
」
の
彩
色
陶
磁

を
複
製
し
て
、
上
海
の
古
美
術
市
場
の
成
立
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
上
海
で
名

声
を
馳
せ
た
が
、
身
の
程
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
た
。
自
分
の
英
語
で
の
交
際
能
力
を
考

慮
し
て
、
古
美
術
交
易
を
含
む
自
分
の
商
い
の
顧
客
を
国
内
市
場
（「
本
荘
」
と
い
う
）
に

限
定
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
が
得
意
と
し
た
国
際
市
場
（「
洋
荘
」
と
い
う
）
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と
は
棲
み
分
け
た
わ
け
で
、
英
語
の
重
要
性
を
よ
く
示
し
て
い
る）32
（

。

一
九
二
四
年
三
月
十
六
日
、
呉
衡
之
は
閘
北
華
興
路
二
九
六
号
四
室
の
自
宅
で
小
さ
な

古
画
展
覧
会
を
開
催
し
た
。『
申
報
』
の
「
古
画
展
覧
会
本
日
開
催
」
と
い
う
記
事
に
よ

れ
ば
、「
閘
北
の
粤
商
医
院
右
の
退
蔵
廬
は
呉
衡
之
君
の
別
荘
で
、
極
め
て
閑
雅
な
立
地

に
非
常
に
凝
っ
た
造
作
で
あ
る
。
呉
君
は
国
内
で
見
事
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
某
君

と
親
し
く
、
そ
の
宋
元
明
清
大
家
の
書
画
名
品
多
数
を
並
べ
、
今
週
日
曜
日
午
後
、
同
所

に
て
展
覧
会
を
開
催
す
る
。」
こ
の
二
日
前
、
予
告
報
道
が
あ
っ
た
。「
最
近
安
徽
名
士
の

黄
氏
は
先
祖
が
珍
蔵
し
た
る
宋
元
明
清
四
代
の
名
人
名
画
を
携
え
上
海
に
来
た
る
。
そ
の

意
は
珍
蔵
名
画
を
新
た
に
表
装
す
る
に
あ
る
が
、
上
海
の
好
古
人
士
及
び
古
美
術
識
者
た

ち
の
広
く
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
上
海
で
の
展
覧
を
求
む
声
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
国
粋

を
表
彰
せ
ん
と
。
黄
氏
つ
い
に
そ
の
要
請
を
承
諾
し
、
本
月
十
六
日
即
ち
旧
暦
二
月
十
二

日
午
後
二
時
に
時
を
定
め
、
閘
北
公
興
路
天
通
庵
路
粤
商
医
院
右
側
通
閣
路
石
橋
北
端
の

退
蔵
室
を
借
り
て
陳
列
し
、
も
っ
て
衆
覧
に
供
す
。
内
に
数
十
幅
余
の
貴
重
な
る
精
品
あ

り
、
実
に
現
時
希
少
な
る
も
の
と
云い

う
）
33
（

。」
半
日
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
三
日
後
、『
申

報
』
は
「
古
画
展
覧
会
を
参
観
し
て
」
と
い
う
フ
ォ
ロ
ー
記
事
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
呉

衡
之
の
上
海
各
界
に
わ
た
る
人
脈
を
示
し
て
お
り
、
中
に
は
広
東
籍
の
コ
レ
ク
タ
ー
や

「
西
洋
人
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
ら
」
の
名
も
見
え
る）34
（

。
持
て
る
手
腕
を
う
ま
く
振
る
う
そ
の

姿
か
ら
、
十
一
年
前
に
上
海
博
物
院
で
開
催
し
た
西
洋
人
士
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
国
絵
画
展

が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
当
時
の
呉
は
絵
画
解
説
を
翻
訳
し
語
る
立
場
で
あ
っ
た
が
、
今
や

呉
衡
之
の
上
海
で
の
実
力
は
「
好
古
人
士
及
び
古
美
術
識
者
」
を
対
象
と
し
た
展
覧
会
を

企
画
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
ま
た
以
前
の
仲
間
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
や
黄
賓
虹
と
再
会
し
て

い
る
点
も
実
に
味
わ
い
深
い
。
呉
衡
之
の
渉
外
経
歴
が
こ
の
よ
う
に
謎
に
満
ち
て
い
る
こ

と
に
照
ら
せ
ば
、
呉
衡
之
が
一
九
一
四
年
に
黄
賓
虹
を
務
商
中
学
の
理
事
に
招
き
、
秋
期

始
業
式
の
来
賓
と
し
て
講
演
を
依
頼
し
た
意
図
に
つ
い
て
も
、
我
々
は
よ
り
深
く
理
解
で

き
よ
う
。

呉
衡
之
は
上
海
の
自
宅
で
古
美
術
界
に
向
け
小
規
模
な
絵
画
展
覧
会
を
行
う
に
あ
た

り
、
入
場
料
を
取
ら
ず
に
開
催
で
き
た
が）35
（

、
立
派
な
体
裁
を
整
え
出
費
が
か
さ
ん
だ
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
雅
集
は
、
呉
衡
之
の
広
州
で
の
業
務
上
の
交
際
と
相
ま
っ

て
、
彼
の
経
済
活
動
に
一
つ
の
補
足
説
明
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
冒
頭
の
挿
図

1
で
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
一
年
二
月
一
日
、
呉
衡
之
は
広
東
順
徳
の
蔡
哲
夫
（
一
八

七
九
〜
一
九
四
一
）、
広
東
嘉
応
の
謝
英
伯
（
一
八
八
二
〜
一
九
三
九
）、
広
東
番
禺
の
高
剣

父
（
一
八
七
九
〜
一
九
五
一
）、
お
よ
び
安
徽
の
黄
樸
存
（
賓
虹
）
の
紹
介
に
よ
り
、
南
社

の
第
一
〇
九
五
人
目
の
会
員
と
な
っ
た）36
（

。
な
ぜ
呉
衡
之
は
こ
の
時
、
こ
の
中
国
で
最
も
影

響
力
あ
る
全
国
的
な
詩
社
に
加
入
し
た
の
だ
ろ
う
か）37
（

。
一
九
〇
九
年
、
南
社
初
の
蘇
州
の

雅
会
に
参
加
し
た
十
七
名
の
元
老
の
中
に
黄
賓
虹
と
蔡
守
（
字
は
哲
夫
）
が
い
た）38
（

。
李
若

晴
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
蔡
守
は
当
時
李
根
源
（
一
八
七
九
〜
一
九
六
五
、
南
社
メ
ン
バ
ー
）

挿図 8 施徳之夫婦（モノクロ写真、1899年）
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画
海
を
渡
る
）」
を
発
表
し
て
「
洋
荘
（
中
国
絵
画
の
国
際
市
場
）」
の
経
営
モ
デ
ル
を
略
述

し
た）43
（

が
、
こ
の
時
呉
衡
之
も
ま
た
黄
賓
虹
及
び
『
中
華
名
画
』
に
関
わ
っ
た
も
う
一
人
の

仲
間
ア
イ
ス
コ
フ
と
の
共
同
作
業
に
忙
し
か
っ
た）44
（

。
西
洋
社
会
に
向
け
現
代
女
性
画
家
呉

淑
娟（
一
八
五
三
〜
一
九
三
〇
、
号
は
杏
芬
女
士
）の
山
水
画
を
紹
介
す
る『
中
華
名
勝
図
説
』

（
以
下
『
図
説
』
と
略
記
す
る
）
を
編
訳
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

女
性
画
家
を
選
ん
で
対
外
的
に
宣
伝
す
る
の
は
、
呉
衡
之
の
商
業
実
践
に
お
け
る
新
し

い
試
み
で
あ
っ
た
。
だ
が
も
と
も
と
、
呉
衡
之
は
初
め
て
現
代
中
国
名
画
図
録
を
中
英
両

語
で
編
集
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
最
初
に
英
文
で
呉
杏
芬
を
紹
介
し
た
わ
け
で
も
な

い
。『
中
華
名
画
』
カ
タ
ロ
グ
の
完
成
後
、
ア
イ
ス
コ
フ
は
夫
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
イ
ス

コ
フ
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
三
）
の
祥
泰
洋
行
（
ス
コ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
商
会
）
の
買

弁
で
あ
っ
た
定
海
人
、
劉
松
甫
の
た
め
に
英
語
の
『
中
国
古
今
名
人
図
画
録
』（
挿
図
11
）

を
編
纂
し
、
一
九
一
五
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
た
パ
ナ
マ
・
太
平
洋
万
国

は
息
子
の
孫
科（
一
八
九
一
〜
一
九
七
三
）を
広
州
市
長
に
命
じ
軍
資
調
達
に
あ
た
ら
せ
た
。

資
金
獲
得
が
最
も
容
易
な
煙
草
税
と
賭
博
税
は
雲
南
軍
と
広
西
軍
に
押
さ
え
ら
れ
手
出
し

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
孫
科
は
や
む
な
く
寺
院
の
財
産
を
没
収
し
土
地
を
売
却
す
る
こ

と
で
軍
資
金
を
か
き
あ
つ
め
た
。
当
時
こ
う
し
て
売
ら
れ
た
の
は
主
に
東
山
地
区
（
即
ち

高
剣
父
の
手
紙
に
あ
る
東
門
外
）
で
あ
り
、
土
地
を
転
が
し
て
一
財
産
を
築
い
た
者
は
少

な
く
な
い
。
ま
た
少
な
か
ら
ぬ
華
僑
が
帰
国
し
て
東
山
の
不
動
産
を
買
っ
た
た
め
、
民
国

時
期
の
東
山
は
広
州
の
富
裕
地
区
と
な
り
、
今
に
至
る
も
高
位
高
官
の
旧
宅
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
る
（
挿
図
10
）。
呉
衡
之
は
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
取
引
に
関
わ
る
や
り
手
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る）42
（

。」

三

同
時
代
女
性
画
家
の
国
際
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

一
九
一
九
年
十
月
十
日
の
双
十
節
（
中
華
民
国
国
慶
日
）
に
黄
賓
虹
は
「
古
画
出
洋
（
古挿図11 アイスコフ編訳『中国古今名人図画録』（1915年）表紙

挿図12 陳国権編訳『中国近世女界大画家呉杏芬画』（1915年）
表紙
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博
覧
会
に
参
加
し
、
海
上
画
派
の
書
画
作
品
を
主
と
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
出
品
し

て
い
る）45
（

。
ま
た
同
年
、
南
京
の
著
名
な
時
評
家
陳
国
権
（
一
八
七
五
〜
？
）
が
画
集
『
中

国
近
世
女
界
大
画
家
呉
杏
芬
画
』（
挿
図
12
）
を
編
集
出
版
し）46
（

、
英
語
で
西
洋
人
に
中
国

の
同
時
代
の
女
性
画
家
を
紹
介
し
て
い
た
。
し
か
し
「
古
画
出
洋
」
の
モ
デ
ル
か
ら
見
る

な
ら
ば
、
陳
が
力
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
威
海
衛
の
イ
ギ
リ
ス
総
督
ジ
ェ
イ
ム

ス
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
卿
（
一
八
五
八
〜
一
九
三
七
）
と
上
海
の
書
画
家

で
『
海
上
墨
林
』
の
編
者
で
も
あ
る
楊
逸
（
一
八
二
四
〜
一
九
二
九
）
だ
け
で
、
こ
れ
以

外
の
各
界
の
著
名
人
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
市
場
効
果
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
呉
衡
之
は
改
め
て
『
図
説
』
企
画
の
任
務
を
引
き
継
い
だ
。
彼

は
自
序
の
中
で
率
直
に
述
べ
て
い
る
。「
御
子
息
吉
生
氏
は
度
々
母
上
呉
杏
芬
夫
人
の
教

訓
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
作
品
を
示
さ
れ
た
。
私
は
夫
人
が
慈
善
を
よ
く
さ
れ
る
そ
の
誠
意

に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
不
覚
に
も
自
分
の
学
識
が
浅
薄
な
の
を
忘
れ
、
は
か
ら
ず
も

本
書
を
編
訳
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
敢
え
て
驥き

尾び

に
付
す
の
で
は
な
く
、
た
だ
善

行
を
称
揚
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。
本
書
の
成
書
に
あ
た
り
、
こ
こ
に
そ
の
縁
起

を
序
す
。」
吉
生
即
ち
唐
熊
（
一
八
九
二
〜
？
）
は
、『
図
説
』
に
十
八
幅
の
中
華
名
勝
山

水
を
描
い
た
呉
杏
芬
の
息
子
で
あ
る
。
自
身
も
画
家
で
あ
る
唐
熊
は
鋭
敏
な
市
場
感
覚
を

持
ち
、
母
の
作
品
を
売
り
上
げ
る
た
め
陰
日
向
に
な
り
積
極
的
に
動
き
全
力
を
傾
注
し

た
。陳

と
呉
の
二
つ
の
序
文
を
比
べ
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も「
洋
荘（
海

外
向
け
市
場
）」
の
扱
う
古
画
の
真
贋
問
題
に
つ
い
て
十
分
に
承
知
し
て
い
た）47
（

。
だ
か
ら

こ
そ
呉
衡
之
の
自
序
は
苦
し
い
弁
明
か
ら
始
ま
る
。「
中
国
美
術
の
精
巧
さ
美
し
さ
は
文

明
世
界
諸
国
か
ら
た
び
た
び
賞
賛
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
特
に
絵
画
で
あ
る
。
中
国
の
絵

画
芸
術
は
上
古
に
発
明
さ
れ
、
唐
宋
に
至
っ
て
盛
大
の
極
み
に
至
っ
た
。
宗
派
も
ま
た
こ

こ
か
ら
分
か
れ
た
。
大
儒
の
学
者
か
ら
出
た
名
家
は
少
な
く
な
く
、
閨
房
の
女
性
画
家
に

も
佳
作
は
ま
た
多
い
。
清
末
に
至
り
旧
来
の
学
問
は
廃
れ
人
材
も
殆
ど
出
な
く
な
っ
た
。

書
画
芸
術
は
退
歩
す
る
ば
か
り
で
進
歩
が
な
く
、
全
く
今
昔
の
感
に
堪
え
な
い
。
中
国
内

外
の
人
士
は
精
美
な
る
中
国
古
画
が
貴
重
だ
と
知
っ
て
い
る
。
争
っ
て
大
金
を
積
み
、
買

い
求
め
た
珍
品
は
深
蔵
し
て
人
に
は
見
せ
な
い
。
古
哲
の
真
蹟
を
一
目
見
て
そ
の
宗
派
を

識
別
し
た
い
と
願
お
う
と
も
そ
の
機
会
は
得
が
た
く
、
全
く
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。」
陳

国
権
が
『
中
華
名
画
』
の
負
の
側
面
を
指
摘
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
呉
衡
之
は
中
国
内
外

の
二
名
の
友
人
に
依
頼
し
て
過
去
の
出
版
事
業
に
触
れ
て
も
ら
い
、
イ
メ
ー
ジ
挽
回
を

図
っ
た
。
許
黙
斎
（
一
八
七
三
〜
一
九
二
五
）
は
こ
う
書
い
た
。「
香
山
の
呉
衡
之
先
生
が

編
訳
し
た
中
英
両
語
の
出
版
物
は
精
義
を
解
明
し
つ
つ
逸
品
を
並
べ
て
お
り
、
双
方
相

ま
っ
て
益
々
素
晴
ら
し
い
著
作
で
あ
る
。
呉
先
生
は
品
高
く
学
深
く
、
社
会
的
地
位
の
追

求
に
あ
く
せ
く
し
な
い
。
上
海
に
寓
居
す
る
こ
と
三
十
年
、
半
生
を
教
育
事
業
に
捧
げ
た

他
、
新
聞
社
を
興
し
学
会
を
設
立
す
る
な
ど
、
お
よ
そ
社
会
に
役
立
つ
こ
と
に
は
労
苦
を

厭
う
こ
と
な
く
向
か
っ
て
こ
ら
れ
た
。
ゆ
え
に
そ
の
業
績
は
顕
著
で
あ
り
、
広
く
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
民
国
建
国
以
来
、
国
粋
美
術
の
学
問
に
尽
力
さ
れ
、
金
石
書
画
を
専

心
研
究
し
て
著
書
多
数
、
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
『
中
華
名
画
』
は
そ
の
最
も
顕
著
な
も
の
で

あ
る
。
中
国
西
洋
の
人
々
、
皆
こ
れ
を
好
古
の
道み

ち

標し
る
べと

見
て
い
る）48
（

。」。
一
方
、
上
海
の
ア

メ
リ
カ
人
牧
師
モ
ー
ガ
ン
（R

ev. E. M
organ

）
は
短
い
序
文
の
最
後
を
「
呉
衡
之
は
早
年

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
の
『
中
華
名
画
』
編
集
に
協
力
し
美
術
界
に
名
声
を
博
し
た）49
（

」
と
の
一

文
で
締
め
く
く
っ
た
が
、
そ
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
明
白
で
あ
る
。

陳
国
権
が
呉
杏
芬
を
売
り
出
し
た
の
は
、
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
同
時
代
絵
画
の
収
集

に
つ
い
て
は
真
偽
鑑
定
が
ま
だ
問
題
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る）50
（

。
こ
の
他
に
、
陳
は
こ
れ

に
よ
っ
て
女
性
画
家
に
対
す
る
歴
代
の
無
視
や
偏
見
を
正
し
た
い
と
も
考
え
て
い
た）51
（

（
挿

図
13
）。
こ
れ
に
は
呉
衡
之
も
強
く
賛
同
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
人
医
師
で
コ
レ
ク
タ
ー
で

も
あ
っ
た
ド
ゥ
ボ
ワ
（Prof. C

laude de Bois-R
eym

ond

、
一
八
五
六
〜
一
九
二
五
）
の
夫
人
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求
め
た
が
り
、
指
名
し
て
こ
れ
を
市
場
に
求
め
る
が
、
そ
れ
を
得
る
の
は
容た

や
す易
く
な

い
ば
か
り
か
、
例
え
入
手
で
き
て
も
そ
の
真
贋
は
非
常
に
判
断
が
難
し
い
も
の
で
あ

る
。
今
呉
杏
芬
夫
人
が
選
ん
で
臨
模
し
た
名
作
お
よ
そ
十
数
種
を
得
て
、
古

い
に
し
えの

哲
人

の
筆
墨
の
形
神
（
か
た
ち
と
気
品
）
を
見
て
み
た
い
と
い
う
同
好
の
士
の
希
望
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
実
に
幸
甚
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
性
別
と
個
人
の
作
風
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
読
者
は
呉
杏
芬
の
山
水
に
つ

い
て
更
に
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
夫
人
は
安
徽
省
歙し

ょ
う

邑
の
呉
子
嘉
先
生

の
令
嬢
で
あ
り
、
前
任
太
守
の
唐
昆
華
氏
の
令
室
で
あ
る
。
夫
人
は
作
画
に
優
れ
た
呉
子

嘉
先
生
に
幼
少
時
か
ら
家
庭
教
育
を
受
け
、
ま
た
唐
氏
の
極
め
て
豊
富
な
収
蔵
に
よ
り
古

今
の
名
画
真
蹟
を
朝
に
夕
に
見
て
学
び
、
造
詣
を
更
に
深
く
し
た
。
更
に
夫
人
は
も
と
も

と
山
水
を
好
み
、
国
中
の
名
勝
に
く
ま
な
く
足
を
運
び
、
旅
を
終
え
帰
宅
す
る
た
び
に
そ

の
景
を
思
い
出
し
て
は
作
画
し
て
座
右
に
掛
け
、
卧
遊
の
友
と
し
た
。
夫
人
が
作
っ
た
十

八
省
名
勝
図
は
そ
の
景
が
真
に
迫
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
歴
代
各
家
の
筆
法
で
描
き
分
け

た
も
の
で
、
過
日
の
展
示
で
掛
け
並
べ
ら
れ
る
と
諸
大
家
が
一
堂
に
集
ま
っ
た
か
の
よ
う

だ
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
者
は
中
国
人
西
洋
人
を
問
わ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
嘆
声
を
あ
げ
な

が
ら
見
入
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
中
国
の
国
粋
文
化
が
日
々
忘
れ
ら
れ
て
い
く
中
、
夫
人

が
古
学
を
保
全
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
等
に
は
恩
恵
で
あ
り
、
そ
の
業
績
が
保
た
れ
る
わ

け
に
思
い
を
い
た
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
近
日
我
が
国
の
女
性
に
お
い
て
書
画
で
名
を
馳

せ
る
者
は
、
た
だ
夫
人
と
呉
芝
瑛
の
み
。
呉
芝
瑛
は
数
年
の
心
血
を
注
い
で
楞
厳
経
を
写

経
し
刊
行
し
た
が
、
そ
の
原
本
は
ア
メ
リ
カ
人
が
買
い
求
め
室
を
建
て
て
珍
蔵
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
夫
人
の
佳
作
が
国
事
混
乱
の
折
り
、
俗
世
間
を
離
れ
た
桃
源
郷
を
得
て
護

蔵
さ
れ
る
の
は
幸
甚
で
あ
る
。」

前
述
の
通
り
、
呉
衡
之
は
南
洋
商
業
公
学
校
長
に
在
任
中
、
ア
メ
リ
カ
の
児
童
教
育
家

や
ア
イ
ス
コ
フ
等
の
在
中
外
国
人
と
の
交
流
の
中
で
、
女
性
が
芸
術
の
援
助
者
に
な
る
こ

と
の
重
要
性
を
呉
衡
之
は
は
っ
き
り
認
識
し
て
い
た）52
（

の
で
、
同
時
代
の
著
名
書
画
家
四
名

を
並
べ
て
比
較
す
る
際
に
女
性
芸
術
家
と
い
う
属
性
を
強
調
し
、
そ
の
論
を
説
得
力
あ
る

も
の
に
し
た
。

上
海
は
近
来
文
人
墨
客
が
集
ま
る
地
と
な
っ
た
。
一
芸
に
秀
で
た
者
は
相
連
れ
集
い

来
る
、
ま
さ
に
水
が
谷
に
集
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
近
頃
書
画
家
で
は
誰
も
が
四
呉
を

称
え
、
そ
の
名
は
海
外
に
ま
で
聞
こ
え
て
い
る
。
四
呉
と
は
、
呉
昌
碩
、
呉
石
仙
の

二
氏
と
呉
杏
芬
、
呉
芝
瑛
の
二
女
史
で
あ
る
。
呉
昌
碩
は
書
画
共
に
よ
く
し
、
筆
力

雄
健
、
意
態
奇
古
に
し
て
、
東と

う

瀛い
ん

（
日
本
）
の
人
々
に
人
気
が
あ
る
。
石
仙
は
画
に

優
れ
、
生
き
生
き
と
際
立
つ
自
然
風
景
を
描
き
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
人
々
に
大

変
好
ま
れ
る
。
呉
芝
瑛
は
書
に
秀
で
、
筆
法
は
挺て

い

秀し
ゅ
う、
堂
々
と
力
強
く
か
つ
美
し
く
、

ア
メ
リ
カ
の
紳
士
淑
女
が
宝
と
す
る
。
呉
杏
芬
婦
人
は
書
画
共
に
優
れ
る
も
特
に
画

が
勝
り
、
そ
の
作
品
は
画
の
六
法
を
兼
備
し
、
あ
ら
ゆ
る
題
材
を
描
い
て
皆
素
晴
ら

し
い
。
一
筆
一
墨
に
全
て
由
来
が
あ
り
、
腕
前
も
確
か
な
ら
見
識
も
広
い
。
ゆ
え
に

筆
を
揮
え
ば
古
人
に
迫
る
勢
い
で
あ
る
。
最
近
の
収
蔵
家
は
古
代
の
名
人
の
筆
墨
を

挿図13 呉杏芬「滕王閣図」、『中国
近世女界大画家呉杏芬画』（1915年）
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バ
セ
デ
ィ
夫
人
を
招
い
て
講
演
会
を
行
っ
た）53
（

が
、
同
時
に
女
性
向
け
『
香
艶
雑
誌
』
に
記

事
を
出
し
、
幼
児
教
育
と
女
性
の
覚
醒
と
の
関
連
に
意
識
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た）54
（

。
呉

衡
之
の
自
序
に
対
し
て
許
黙
斎
は
序
文
で
『
図
説
』
の
価
値
を
強
調
し
た
。「
こ
の
た
び

の
出
版
は
美
術
界
に
ま
た
異
彩
を
放
つ
も
の
で
あ
る
。」
モ
ー
ガ
ン
牧
師
も
呉
衡
之
に
敬

意
を
表
し
た）55
（

。
黄
賓
虹
は
や
や
後
に
芸
術
史
で
意
見
を
表
明
し
た
。「
私
と
同
郷
で
唐
吉

生
君
の
母
、
呉
夫
人
が
作
ら
れ
た
中
華
名
勝
の
画
十
余
幅
を
求
め
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
順
を

追
っ
て
画
理
を
解
き
明
か
し
、
源
流
を
区
別
し
、
南
宗
北
宗
の
画
風
、
李
思
訓
父
子
が
代

表
す
る
青
緑
山
水
と
王
維
が
代
表
す
る
水
墨
山
水
の
軌
の
異
な
る
を
弁
別
す
る
。
東
西
の

学
派
を
繫
げ
、
欧
州
と
ア
ジ
ア
を
結
ん
で
、
翰
墨
を
流
伝
せ
し
め
、
丹
青
即
ち
絵
画
を
輝

か
せ
る
も
の
で
あ
る
。」

呉
衡
之
が
一
九
二
六
年
に
『
図
説
』
を
改
訂
再
版
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
一
九
一
九

年
の
初
版
の
売
れ
行
き
は
悪
く
な
く
、
呉
は
引
き
続
き
唐
熊
と
共
に
呉
杏
芬
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
現
実
的
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。「
こ
の
本
の
購
入
、

原
画
の
観
覧
、
或
い
は
呉
夫
人
の
作
品
を
ご
希
望
の
方
は
、
上
海
閘
北
鴻
興
路
華
興
里
第

四
衖
底
退
蔵
盧
、
呉
衡
之
先
生
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い）56
（

。」
呉
衡
之
は
そ
の
人
脈
を
頼
り

に
再
び
中
国
内
外
の
要
人
に
序
文
を
要
請
し
た
（
挿
図
14
）。
一
九
二
二
年
春
、
直
隷
軍

閥
上
将
の
呉
子
玉
（
佩
孚
、
一
八
七
四
〜
一
九
三
九
）
が
登
場
し
、
序
文
の
中
で
責
任
者
の

苦
労
に
触
れ
て
い
る
。「
呉
衡
之
君
は
序
文
を
撰
し
、
ま
た
描
か
れ
た
画
境
、
画
法
の
由

来
を
外
国
語
に
よ
り
解
説
し
、
も
っ
て
外
邦
に
紹
介
し
中
国
川
岳
の
美
を
卧
遊
せ
し
め

る
。
古
を
借
り
て
今
人
の
造
詣
の
精
を
窺
う
も
の
な
り）57
（

。」
駐
上
海
ア
メ
リ
カ
総
領
事
カ

ニ
ン
グ
ハ
ム
（Edw

in S. C
unningham

、
一
八
六
八
〜
？）

58
（

）
と
領
事
館
職
員
ヘ
レ
ン
・
チ
ャ

ピ
ン
（H

elen B. C
hapin

、
中
国
名
蔡
彬
華
、
一
八
九
二
〜
一
九
五
〇
）
は
、
改
訂
版
出
版
直

挿図14 呉衡之編訳『中華名勝図説』修訂版（1926年）目次

挿図15 『中華名勝図説』在上海アメリカ総領事カニングハムの序文
（1926年）



一
七
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務
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、
中
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美
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と
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文
学

61

前
の
四
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
二
序
を
増
補
し
、
改
訂
本
を
引
き
立
て

た
。
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
は
、
一
九
二
六
年
の
ア
メ
リ
カ
独
立
百
五
十
年
記
念
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
に
呉
杏
芬
の
山
水
画
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝
を
表
し
、
そ
れ
が

両
国
の
文
化
交
流
を
推
進
す
る
事
は
疑
い
よ
う
が
な
い
と
述
べ
た
（
挿
図
15
）。
チ
ャ
ピ

ン
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
出
身
で
あ
る
た
め
、
こ
の
出
品
の
実
現
の
為
に
遊
説
で
協
力
し

た
可
能
性
が
あ
る）59
（

。
だ
が
よ
り
重
要
な
の
は
彼
女
が
も
と
は
美
術
史
家
で
あ
っ
た
こ
と

で
）
60
（

、
チ
ャ
ピ
ン
が
序
文
で
呉
衡
之
に
よ
る
呉
杏
芬
作
品
の
紹
介
を
高
く
評
価
し
た）61
（

こ
と

は
、
世
界
芸
術
の
概
念
か
ら
、
中
国
現
代
女
性
画
家
の
位
置
を
定
義
し
た
も
の
と
言
え
る
。

四
「
世
界
文
学
」
の
翻
訳
紹
介
者

文
化
的
重
商
主
義
が
翻
訳
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
は
、
世
界
文
学
と
い
う
概

念
の
掲
示
に
お
い
て
更
に
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
呉
衡
之
が
翻
訳
し
た
同
時
代
の
欧
米

文
学
作
品
は
幻
想
小
説
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
の
純
文
学
小
説
ま
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た

る
。
彼
の
眼
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
、
中
国
と
西
洋
と
の
文
化
交
流
に
新
局
面
を
も
た
ら

す
一
助
と
な
っ
た
。

第
一
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
一
九
二
一
年
九
月
十
六
日
、
王
雲
五
は
胡
適
の
推
薦
に
よ

り
商
務
印
書
館
の
編
訳
所
の
職
に
就
き
、
翌
年
一
月
に
は
所
長
と
な
っ
た）62
（

。
同
月
三
日
、

王
雲
五
は
二
十
年
前
に
通
っ
た
英
語
塾
の
講
師
で
あ
り
同
郷
で
あ
り
親
戚
で
も
あ
る
呉
衡

之
を
紹
介
し
入
所
さ
せ
た
。
給
与
は
百
元
で
あ
っ
た）63
（

。
王
雲
五
が
自
分
に
近
し
い
人
間
を

引
き
入
れ
た
の
は
、
明
ら
か
に
、
自
分
が
改
革
に
大
鉈
を
振
る
う
上
で
手
足
と
な
っ
て
も

ら
う
た
め
で
あ
っ
た）64
（

。
呉
衡
之
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
商
務
英
語
の
教
育
実
践
に
努
め
た

成
果
で
あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
に
ま
さ
に
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
呉
衡
之
訳
『
中

華
名
画
』
は
、
あ
た
か
も
中
国
と
外
国
と
の
芸
術
交
流
特
使
と
し
て
の
呉
衡
之
の
最
初
の

名
刺
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
翻
訳
が
画
商
の
利
益
に
動
か
さ
れ
た
も
の
と

言
う
な
ら
ば
、
一
九
二
二
年
以
降
、
呉
が
商
務
印
書
館
編
訳
所
で
三
種
の
世
界
現
代
文
学

作
品
の
翻
訳
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、
か
な
り
の
程
度
で
翻
訳
者
本
人
の
興
味
の
方
向
性
を

示
し
た
も
の
と
言
え
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
文
学
の
商
品
価
値
は
、
世
界
芸
術
と
い
う
概

念
よ
り
更
に
広
範
な
社
会
的
影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

呉
衡
之
の
商
務
印
書
館
入
社
時
の
書
類
で
は
、
所
属
部
門
は
空
欄
に
な
っ
て
お
り
、
呉

は
仕
事
上
相
当
に
融
通
を
き
か
せ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た）65
（

。
英
中
辞
典
編
纂
に
つ
い

て
述
べ
る
前
に
、
一
九
二
四
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
『
第
一
回
中
国
年
鑑
』
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
（
挿
図
16
）。
呉
衡
之
は
こ
の
編
集
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
黄
賓

虹
に
直
接
の
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
な
く）66
（

、
同
時
代
の
欧
米
の
文
壇
の
動
向
に
精
通
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
さ
て
数
多
い
外
国
語
辞
典
漢
訳
の
仕
事
の
中
で
、
呉
衡
之
は
一
九
二
八

年
の
『
総
合
英
漢
大
辞
典
』（A C

om
prehensive English-C

hinese D
ictionary

）
の
出
版
に
参

加
し
た
。
同
書
の
編
者
は
黄
士
復
と
江
鉄
、
校
訂
者
は
王
雲
五
、
何
松
齢
、
陳
承
沢
で
あ

る
）
67
（

。
初
版
は
二
冊
に
分
か
れ
、
各
冊
が
正
・
補
編
に
分
か
れ
た
。
一
九
三
七
年
の
改
訂
時

挿図16 『第一回中国年鑑』（1924年）奥付



一
八

美

術

研

究

四

三

二

号

62

に
一
冊
に
な
り
、
一
九
四
八
年
ま
で
に
八
版
を
重
ね
た
。
単
語
、
複
合
語
、
略
語
、
地

名
、
人
名
、
洗
礼
名
の
語
を
収
め
、
合
計
十
三
万
条
を
超
え
る
情
報
量
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
辞
書
の
普
及
が
中
国
文
化
の
発
達
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い）68
（

。
こ
れ
は
基
本

的
な
情
報
の
獲
得
手
段
と
し
て
の
出
版
物
で
あ
り
、
王
雲
五
が
主
宰
し
た
商
務
印
書
館
編

訳
所
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
ひ
と
き
わ
秀
で
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

辞
書
の
編
纂
か
ら
欧
米
文
学
作
品
の
翻
訳
へ
話
題
を
移
す
。
呉
衡
之
は
商
務
印
書
館
が

組
織
的
に
取
り
組
ん
だ
『
野
人
記
（
タ
ー
ザ
ン
）』（Th

e Tarzan Series

、
或
い
は
『
人
猿
タ
ー

ザ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
）
の
翻
訳
を
引
き
受
け
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
エ
ド
ガ
ー
・

ラ
イ
ス
・
バ
ロ
ー
ズ
（Edgar R

ice Burroughs
、
一
八
七
五
〜
一
九
五
〇
）
の
作
品
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
呉
は
上
海
在
住
ア
メ
リ
カ
人
の
人
脈
を
通
じ
て
直
接
作
品
を
選
び
、
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
『
最
近
名
家
小
説
訳
叢
』
上
下
冊）69
（

と
、
一
九
二
五
年
に
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
短
編

小
説
賞
を
獲
得
し
た
小
説
家
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（Sherw

ood A
nderson

、

一
八
七
六
〜
一
九
四
一
）
の
名
作
『
帰
来）70
（

』
を
翻
訳
し
た
。
本
稿
が
英
語
原
文
の
出
版
状

況
か
ら
追
っ
て
比
較
す
る
の
は
、
呉
衡
之
の
こ
れ
ら
三
種
の
訳
書
に
興
味
を
も
つ
読
者
の

た
め
に
、
翻
訳
文
学
史
の
基
本
知
識
を
提
供
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
集
団
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
単
独
仕
事
か
と
い
う
違
い
も
あ
る
が
、
訳
者
の
観
点

や
趣
味
、
情
報
の
リ
ソ
ー
ス
も
異
な
る
翻
訳
で
あ
る
。『
総
合
英
漢
大
辞
典
』
出
版
の
そ

の
年
、
呉
衡
之
は
バ
ロ
ー
ズ
の
『
宝
窟
生
還
記
』（
邦
訳
「
タ
ー
ザ
ン
と
黄
金
の
獅
）
7

（
訳
註
子
」、
挿

図
17
）
を
訳
し
て
お
り）71
（

、
こ
れ
は
『
小
説
世
界
叢
刊
』
の
「
野
人
記
（
タ
ー
ザ
ン
）」
シ
リ
ー

ズ
の
第
九
編
に
収
め
ら
れ
た）72
（

。
呉
衡
之
が
同
書
を
翻
訳
し
て
い
た
頃
、
南
社
の
古
参
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
胡
寄
塵
（
一
八
八
六
〜
一
九
三
八
、
名
は
懐
琛
、
字
の
寄
塵
を
通
名
と
す
る
）

が
呉
と
会
い
、
互
い
に
詩
を
贈
り
あ
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
が
「
野
人
記
」
に
触
れ
て
お
り
、

当
時
流
行
の
話
題
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）73
（

。

木
落
江
南
秋
暮
天
、
高
斎
此
日
集
群
賢
。
性
情
結
友
先
遺
俗
、
湖
海
論
交
不
問
年
。

樽
外
滄
桑
付
塵
夢
、
琴
辺
談
笑
亦
因
縁
。
野
人
飽
啖
苹
婆
果
、
却
負
肥
魚
大
肉
鮮
。

バ
ロ
ー
ズ
の
奇
想
天
外
な
空
想
小
説
で
あ
る
タ
ー
ザ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
九
一
二
年

に
第
一
部
「
伝
奇
の
誕
生
」（
原
題Tarzan of the A

pes

、
中
文
訳
は
他
に
「
猿
人
記
」「
人
猿

タ
ー
ザ
ン
」
等
。
邦
訳
は
「
類
猿
人
タ
ー
ザ
ン
」）
が
発
表
さ
れ
一
世
を
風
靡
し
た
。
そ
の

人
気
は
衰
え
ぬ
ま
ま
一
九
四
七
年
の
「
窮
地
の
軍
団
」（Tarzan and the Foreign Legion

、

邦
訳
「
タ
ー
ザ
ン
と
外
人
部
隊
」）
ま
で
続
き
、
こ
れ
に
彼
の
死
後
整
理
さ
れ
た
二
編
ま
で

含
め
て
、
全
二
十
作
品
が
出
版
さ
れ
た
。
中
国
で
最
初
に
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
翻
訳
紹
介
し

た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
で
英
文
を
学
ん
だ
胡
憲
生
（
一
八
九
〇
〜
一
九
五
七
）
で
あ
り
、

『
小
説
世
界
』
第
一
巻
十
二
期
か
ら
第
四
巻
三
期
ま
で
（
一
九
二
三
年
三
月
二
十
三
日
か
ら

十
月
十
九
日
ま
で
、
挿
図
18
）
連
載
さ
れ
た
。
当
雑
誌
記
者
の
識
語
は
、
世
界
で
ほ
ぼ
同

挿図17 バローズ著・呉衡之訳『宝窟生還記（Tarzan and the 
Golden Lion）』（1928年）表紙
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翻
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学
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文
中
の
長
編
映
画
と
は
実
際
は
無
声
映
画
シ
リ
ー
ズ
で
あ
り
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
、
上
海
を

始
め
世
界
各
地
で
上
映
さ
れ
て
、
空
想
小
説
や
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
の
流
行
に
火
を
つ
け

た
。
一
九
四
九
年
（
新
中
国
成
立
）
以
前
に
数
名
の
翻
訳
家
が
シ
リ
ー
ズ
で
翻
訳
し
た）74
（

。

一
九
四
九
年
以
降
は
、
香
港
台
湾
と
中
国
本
土
で
は
異
な
る
様
相
を
見
せ
た）75
（

が
、
欧
米
の

大
衆
文
化
に
お
け
る
と
同
様
、
中
国
人
が
タ
ー
ザ
ン
に
寄
せ
る
好
意
は
今
も
衰
え
て
い
な

い
）
76
（

。
そ
の
原
型
と
な
っ
た
の
は
商
務
印
書
館
の
『
野
人
記
』
シ
リ
ー
ズ
十
編
で
あ
り
、
一

九
三
八
年
に
定
価
四
元
六
角
の
箱
入
り
セ
ッ
ト
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
猿
人
記
』［
邦
題
：
類
猿
人
タ
ー
ザ
ン
］（
原
題
：Tarzan of the Apes

）
胡
憲
生
訳
、
一

九
二
五
年
、
定
価
四
角

『
還
郷
記
』［
タ
ー
ザ
ン
の
復
讐
］（Th

e Return of Tarzan

）
曹
梁
厦
（
一
八
八
六
〜
一
九

五
七
）
訳
、
一
九
二
五
年
、
定
価
四
角

『
猿
虎
記
』［
タ
ー
ザ
ン
の
凱
歌
］（Th

e Beasts of Tarzan

）
兪
天
游
（
一
八
七
五
〜
一
九
二

七
）
訳
、
一
九
二
七
年
、
定
価
四
角

『
弱
歳
投
荒
録
』［
タ
ー
ザ
ン
の
逆
襲
］（Th

e Son of Tarzan

）
二
冊
、
兪
天
游
訳
、
一
九

二
七
年
、
定
価
四
角

『
古
城
得
宝
録
』［
タ
ー
ザ
ン
と
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
秘
宝
］（Tarzan and the Jew

els of 

O
par

）
二
冊
、
兪
天
游
訳
、
一
九
二
七
年
、
定
価
四
角

『
獣
王
豪
傑
録
』［
タ
ー
ザ
ン
の
密
林
物
語
］（Jungle Tales of Tarzan

）
二
冊
、
李
毓
芬
訳
、

一
九
二
八
年
、
定
価
四
角

『
復
巣
記
』［
野
獣
王
タ
ー
ザ
ン
］（Tarzan the U

ntam
ed

）
三
冊
、
兪
天
游
訳
、
一
九
二

七
年
、
定
価
五
角
五
分

『
重
圓
記
』［
恐
怖
王
タ
ー
ザ
ン
］（Tarzan the Terrible

）四
冊
、
張
碧
梧（
一
八
九
七
〜
？
）

時
進
行
し
た
文
化
伝
播
現
象
を
活
写
し
て
い
る
。

こ
の
小
説
は
ア
メ
リ
カ
で
は
既
に
長
編
映
画
化
さ
れ
、
上
海
で
の
上
映
時
に
は
大
変

な
反
響
で
あ
っ
た
。
意
表
を
突
く
驚
天
動
地
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
こ
の
た
び
当

小
説
が
米
国
留
学
の
文
学
者
胡
憲
生
先
生
に
よ
り
漢
訳
さ
れ
、
ま
さ
に
筆
の
乗
っ
た

名
訳
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や
怪
獣
珍
鳥
な
ど
の
挿
絵
が
た
く
さ
ん

添
え
ら
れ
、
読
者
諸
君
は
小
説
を
読
み
な
が
ら
物
語
世
界
の
中
に
い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
新
知
識
も
い
さ
さ
か
身
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

小
説
界
に
新
局
面
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
当
映
画
を
ま
だ
見
ぬ
者
は
是

非
こ
の
小
説
を
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
、
映
画
を
見
た
者
は
更
に
こ
れ
を
読
ま
ね
ば
な
ら

ぬ
。
以
後
続
々
刊
行
、
読
者
諸
君
の
注
目
を
請
う
次
第
。

挿図18 胡憲生訳「野人記（Tarzan of the Apes）」『小説世界』（1923年）
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第
五
回

致
命
傷
［
死
の
飲
み
物
］（Th

e Fatal D
rops

）

第
六
回

生
死
関
頭
［
心
の
傷
あ
と
］（D

eath Steals Behind

）

第
七
回

活
祭
［
愛
に
そ
む
い
て
］（“You M

ust Sacrifice H
im

”

）

第
八
回

詭
計
［
過
去
の
謎
］（M

ystery of the Past

）

第
九
回

死
鏃
［
死
の
槍
］（Th

e Shaft of D
eath

）

第
十
回

離
奇
変
幻
［
狂
気
の
策
］（M

ad Treachery

）

第
十
一
回

異
香
［
香
を
た
く
］（Strange Incense Burns

）

第
十
二
回

金
磚
［
金
塊
］（Th

e G
olden Ingots

）

第
十
三
回

怪
異
的
平
台
［
虜
囚
］（A Strange, Flat Tow

er

）

第
十
四
回

恐
怖
之
室
［
修
羅
場
］（Th

e C
ham

ber of Terrors

）

第
十
五
回

血
図
［
血
染
め
の
地
図
］（Th

e M
ap of Blood

）

第
十
六
回

金
剛
鑚
窟
［
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
宝
庫
］（Th

e D
iam

ond H
oard

）

第
十
七
回

火
刑
［
焼
死
体
］（Th

e Torture of Fire

）

第
十
八
回

仇
跡
［
復
讐
へ
の
道
］（Th

e Spoor of R
evenge

）

第
十
九
回

相
残
［
死
の
脱
出
］（A Barbed Shaft K

ills

）

第
二
十
回

死
回
［
よ
み
が
え
っ
た
死
者
］（Th

e D
ead R

eturn

）

第
二
十
一
回

終
身
監
禁
［
終
身
刑
］（A

n Escape and a C
apture

）

『
宝
窟
生
還
記
』
の
英
文
原
書
の
売
れ
行
き
は
好
調
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
九
二
三
年

の
小
説
発
表
後
、
一
九
二
七
年
に
は
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
化
さ
れ
た
（
映
画
邦
題
：
獅
子
王

タ
ー
ザ
ン
）（
挿
図
19
）。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ピ
ア
ー
ス
（Jam

es 

Pierce

、
一
九
〇
〇
〜
八
三
）、
ド
ロ
シ
ー
・
ダ
ン
バ
ー
（D

orothy D
unbar

、
一
九
〇
二
〜
九

二
）、
エ
ド
ナ
・
マ
ー
フ
ィ
（Edna M

urphy

、
一
八
九
九
〜
一
九
七
四
）
の
キ
ャ
ス
ト
に
叫

び
声
と
太
鼓
の
音
を
配
し
、
全
シ
ー
ン
画
面
を
文
字
で
繫
ぎ
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
手
法
を
採

訳
、
一
九
二
七
年
、
定
価
五
角
五
分

『
宝
窟
生
還
記
』［
タ
ー
ザ
ン
と
黄
金
の
獅
子
］（Tarzan and the G

olden Lion

）
三
冊
、

呉
衡
之
訳
、
一
九
二
八
年
、
定
価
五
角
五
分

『
倭
城
歴
険
記
』［
タ
ー
ザ
ン
と
蟻
人
間
］（Tarzan and the Ant M

en

）
二
冊
、
張
桐
館
訳
、

一
九
二
八
年
、
定
価
五
角
五
分

商
務
印
書
館
の
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で
、
胡
憲
生
、
曹
梁
厦
、
兪
天
游
は

間
違
い
な
く
中
核
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
複
数
の
外
国
語
を
習
得
し
て
い
た
だ
け

で
な
く
、
留
学
と
渉
外
の
経
験
を
結
び
つ
け
、
白
話
文
で
の
著
述
を
提
唱
す
る
な
ど
、
突

出
す
る
貢
献
を
残
し
た
。
胡
適
や
趙
元
任
（
一
八
九
二
〜
一
九
八
二
）
ら
と
コ
ー
ネ
ル
大

学
の
同
窓
で
あ
っ
た
胡
憲
生
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
と
い
う
「
現
代
白
話
文
の
揺

籃
」
で
数
年
間
薫
陶
を
受
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
「
ま
さ
に
筆
の
乗
っ
た
名
訳
」
を
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
た）77
（

。
ま
た
翻
訳
に
お
け
る
再
創
作
の
問
題
や
、
中
国
の
古
典
的
章
回
体

（
全
体
を
多
く
の
回
に
分
け
、
各
回
に
内
容
概
略
風
の
タ
イ
ト
ル
を
付
す
）
形
式
を
い
か
に
改

造
す
る
か
に
関
し
て
も
、
胡
は
独
自
の
見
解
を
見
せ
た）78
（

。

現
代
中
国
語
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
呉
衡
之
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

参
加
は
間
違
い
な
く
挑
戦
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
呉
衡
之
の
『
中
華
名
画
』
の
翻
訳
は
文

語
体
で
あ
っ
た
。
だ
が
『
中
華
名
勝
図
説
』
は
や
や
口
語
体
に
近
く
、『
宝
窟
生
還
記
』

で
は
相
当
に
口
語
体
の
度
合
い
を
強
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
読
者
が
読
め
る
も
の
に
な
っ
た）79
（

。

胡
憲
生
と
同
様
に
、
呉
衡
之
は
第
九
編
を
訳
し
た
。
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る）80
（

。

第
一
回

金
毛
獅
［
邦
訳
：
黄
金
の
ラ
イ
オ
）
8

（
訳
註
ン
］（
原
題
：Th

e G
olden Lion

）

第
二
回

訓
獣
［
ジ
ャ
ド
・
バ
ル
・
ジ
ャ
の
訓
練
］（Th

e Training of Jad-bal-ja

）

第
三
回

神
秘
的
会
議
［
謎
の
会
合
］（Th

e M
eeting of M

ystery

）

第
四
回

荒
林
人
跡
［
足
跡
は
語
る
］（W

hat Footprints Told

）



二
一

商
務
、
翻
訳
、
中
国
美
術
と
世
界
文
学

65

も
と
も
と
、
呉
衡
之
が
一
九
三
一
年
に
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
し
た
『
最
近
名
家
小
説

訳
叢
』（
挿
図
20
）
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
イ
ー
ト
ン
に
よ
る
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
『
一
九
二
三
〜
二
四
年
年
鑑

︱
欧
州
大
陸
ベ
ス
ト
短
編
小
説）83
（

』
で
あ
っ
た
。
明

ら
か
に
こ
れ
は
欧
米
や
日
本
の
年
鑑
体
の
一
種
で
あ
り
、
専
門
家
や
学
生
団
体
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
毎
年
様
々
な
業
種
か
ら
の
受
賞
作
品
を
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。『
訳
叢
』
は

そ
の
中
か
ら
十
二
編
を
選
び
、
上
下
に
分
冊
し
て
出
版
し
た
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

も
な
い
者
に
も
小
説
を
読
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
す
る
の
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
な
お
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ほ
ど
古
典
的
な
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
が
か
つ

て
一
度
は
失
わ
れ
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
改
め
て
発
掘
さ
れ
た
後
、
今
で
は
ウ
ェ
ブ

上
で
誰
も
が
気
軽
に
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る）81
（

。
中
国
に
お
け
る
サ
イ
レ
ン
ト
映

画
の
歴
史
を
調
べ
る
な
ら
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
九
十
一
年
前
に
翻
訳
に
関
わ
っ
た
呉
衡

之
の
功
績
を
認
め
る
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
呉
衡
之
の
翻
訳
に
な
る
他
の
二
作
品
が
二
十
世
紀
上
海
の
翻
訳
小
説
年
表
か
ら

抜
け
落
ち
て
い
る
の
は
誠
に
残
念
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
『
野
人
記
（
タ
ー

ザ
ン
）』
第
九
編
よ
り
遥
か
に
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
上
海
小
説
翻
訳
大
全
（
一
八

九
九
〜
一
九
九
六
年
）」
に
は
一
九
二
八
年
に
「
米
国
ボ
ロ
ー
ニ
ウ
ェ
イ
等
著
『
宝
窟
生
還

記
』（
上
中
下
巻
）
短
編
小
説
集
、
呉
衡
之
訳
」
と
の
項
が
あ
る）82
（

が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に

二
つ
の
訳
書
を
混
同
し
て
い
る
。
で
は
こ
の
短
編
小
説
集
は
実
際
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

用
し
た
。
こ
の
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
は
上

海
で
上
映
さ
れ
、
最
も
親
し
み
や
す
い

大
衆
娯
楽
と
し
て
人
々
を
楽
し
ま
せ

た
。
ま
た
二
十
世
紀
の
新
し
い
芸
術
表

現
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
胡
憲
生
が

最
初
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
図
像
と
文
字

の
組
み
合
わ
せ
へ
の
意
識
的
な
取
り
組

み
は
、
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
流
行
と
共

に
市
場
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
翻
訳
を
魅
力
あ
る
も
の

に
し
、
映
画
を
見
た
こ
と
が
あ
る
者
に

挿図19 ハリウッドサイレント映画『獅子王ターザン』広告
（1927年）

挿図20 退翁呉衡之訳・胡懐琛校訂『最近名家小説訳叢』（1931年）表紙・奥付
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を
十
分
に
体
現
す
る
も
の
で
あ
る）85
（

。
そ
し
て
中
国
西
洋
双
方
に
通
じ
た
著
名
な
詩
人
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
作
家
で
も
あ
る
胡
懐
琛
（
寄
塵
）
が
校
訂
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
呉
衡
之
が
南
社
に
加
入
し
た
も
う
一
つ
別
の
理
由
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
呉
衡
之
は
純
文
学
に
つ
い
て
の
思
考
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

純
文
学
に
つ
い
て
語
る
な
ら
、
短
編
『
帰
来
』（Th

e R
eturn

、
挿
図
21
）
を
選
ん
だ
こ

と
こ
そ
、
呉
衡
之
の
眼
識
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
説
の
主
人
公
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

「
落
日
」（
ス
ペ
イ
ン
）
ブ
ラ
ス
コ
・
イ
バ
ネ
ツ
（
一
八
六
七
〜
一
九
二
八
）

「
桃
園
」（
ト
ル
コ
）
レ
シ
ク
・
ハ
リ
ッ
ド
（
一
八
八
八
〜
一
九
六
五
）

「
灰
色
の
ロ
バ
」
レ
シ
ク
・
ハ
リ
ッ
ド

「
休
日
の
子
ど
も
」（
ド
イ
ツ
）
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
（
一
八
八
一
〜
一
九
六
六
）

「
戦
地
消
寒
記
」（
ル
ー
マ
ニ
ア
）
王
妃
マ
リ
ア
（
一
八
七
五
〜
一
九
三
八
）

「
リ
ブ
ニ
コ
フ
大
尉
の
こ
と
」（
ロ
シ
ア
）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ク
プ
リ
ン
（
一
八
七
〇

〜
一
九
三
八
）

「
セ
オ
ド
ア
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
グ
ス
タ
フ
・
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ム
（
一
八
八
二
〜
一
九
五
三
）

「
ロ
シ
ア
モ
ン
ゴ
ル
の
現
状
」（
ロ
シ
ア
）
フ
セ
ブ
ロ
ド
・
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
（
一
八
九
五
〜

一
九
六
三
）

「
王
孫
末
路
」（
ロ
シ
ア
）
ボ
リ
ス
・
ピ
ル
ニ
ア
ッ
ク
（
一
八
九
四
〜
一
九
三
八
）

「
ペ
リ
カ
ン
ホ
テ
ル
の
看
板
」（
ベ
ル
ギ
ー
）
エ
ド
モ
ン
ド
・
グ
レ
ス
ナ
ー

「
ア
ル
カ
サ
ル
宮
の
女
乞
食
」
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
ベ
ル
コ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
八
一
〜
一
九
六
一
）

「
金
の
は
し
ご
の
過
ち
」（
ラ
ト
ビ
ア
）
ア
ン
ド
レ
イ
ス
・
ウ
ピ
テ
ィ
ス
（
一
八
七
七
〜

一
九
七
〇
）

原
書
の
三
十
一
編
の
中
か
ら
こ
の
よ
う
な
作
品
選
択
を
す
る
の
は
決
し
て
簡
単
で
は
な

い
。
作
家
の
属
性
に
つ
い
て
見
る
だ
け
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
概
念
を
超
え
て
い
る
。

例
え
ば
ル
ー
マ
ニ
ア
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
作
家
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
ベ
ル
コ
ヴ
ィ
チ
は
後
に
米
国

籍
と
な
っ
て
い
る
た
め）84
（

、
そ
の
国
籍
は
表
示
し
て
い
な
い
。
呉
衡
之
に
よ
る
作
品
選
択
は

こ
の
多
様
性
の
傾
向
が
突
出
し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
既
に
独
立
し
て
い
た
ラ
ト

ビ
ア
の
作
品
も
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
或
い
は
訳
者
の
呉
衡
之
と
長
い
つ
き
あ
い
の
あ
る

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
が
ラ
ト
ビ
ア
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
小
説
の
内
容
は
多
様
か
つ
豊
富
で
あ
り
、
ト
ル
コ
や
モ
ン
ゴ

ル
な
ど
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
人
々
の
生
活
に
ま
で
及
ん
で
い
て
、
こ
れ
こ
そ「
世
界
文
学
」

挿図21 アンダーソン著・退翁呉衡之訳『帰来』（1931年）表紙・奥付
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一
八
七
九
〜
一
九
四
四
）
が
こ
の
年
『
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
短
編
小
説
記
念
賞
作
品
集
』
に

寄
せ
た
序
論
に
一
斑
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る）87
（

。

た
だ
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
作
品
を
語
る
と
な
る
と
、
批
評
家
達
は
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
見
方
を
主
張
し
た
。『
帰
来
』の
評
議
で
も
同
様
に
意
見
が
分
か
れ
た
。

こ
の
作
品
は
Ａ
委
員
の
リ
ス
ト
で
は
選
ば
れ
、
Ｂ
委
員
の
好
む
作
品
リ
ス
ト
で
は
最

下
位
で
あ
っ
た
。
Ｂ
委
員
は
こ
の
作
品
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
最
高
作
品
で
は
な
い
と

言
い
訳
を
し
た
が
、
に
も
拘
わ
ら
ず
彼
は
他
の
全
て
の
応
募
作
品
よ
り
も
こ
の
作
品

の
ほ
う
が
含
蓄
が
あ
り
意
義
深
い
と
も
感
じ
た
。
こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
評

議
委
員
達
の
意
見
が
分
か
れ
た
の
は
な
ぜ
か
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
あ
る
批
評
家

は
作
品
に
想
像
力
と
構
築
性
の
体
現
を
求
め
る
。
別
の
批
評
家
は
作
品
に
は
リ
ア
リ

ズ
ム
と
結
び
つ
い
た
暗
示
性
が
重
要
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
類
い
の
特
徴
が
一
つ
の

物
語
の
中
に
現
れ
る
こ
と
は
、
例
え
あ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
よ
く
あ
る
こ
と
で

は
な
い
の
だ
。『
ビ
ス
ビ
ー
氏
の
プ
リ
ン
セ
ス
』
に
見
え
る
含
蓄
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
二
人
の
評
議
員
の
見
方
を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
彼
ら

は
『
帰
来
』
に
お
い
て
は
ど
う
し
て
も
同
様
の
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
選
考
委
員
長
は
こ
の
物
語
の
中
に
内
面
世
界
の
衝
突
を
見
た
。
こ
れ
は
実
に

理
に
か
な
っ
た
見
方
で
あ
る
。
衝
突
の
中
に
は
、
あ
の
単
調
で
う
ん
ざ
り
す
る
昔
日

に
帰
る
体
験
と
再
び
そ
れ
か
ら
逃
げ
出
し
た
後
の
喜
び
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
少
な

く
と
も
、
一
九
二
五
年
の
ベ
ス
ト
短
編
小
説
集
が
こ
の
作
品
を
選
出
し
た
こ
と
だ
け

は
言
っ
て
お
き
た
い
）
（（
（

。

呉
衡
之
が
こ
の
名
作
を
選
ん
だ
の
は
熟
慮
の
末
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
少

な
く
と
も
彼
は
二
種
の
年
鑑
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
上
海

ク
の
と
あ
る
建
築
事
務
所
で
働
く
中
年
の
男
で
あ
る
。
妻
に
先
立
た
れ
、
息
子
が
夏
休
み

の
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
家
の
中
は
空
漠
と
し
て
い
る
。
若
く
し
て
家
を
離
れ
東
海
岸
で
懸

命
に
働
い
て
成
功
し
た
こ
の
男
は
、
中
西
部
オ
ハ
イ
オ
州
の
小
さ
な
町
へ
自
動
車
で
帰
る

こ
と
に
す
る
。
昔
一
緒
に
育
っ
た
友
人
達
に
会
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
。
だ
が
道
す

が
ら
目
や
耳
に
入
る
こ
と
、
心
に
浮
か
ぶ
こ
と
の
一
つ
一
つ
に
よ
っ
て
彼
は
気
付
く

︱

自
己
中
心
的
な
気
持
ち
に
よ
っ
て
、
幼
友
達
と
の
関
係
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
。
彼

は
長
い
こ
と
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
ず
、
他
人
の
気
持
ち
を
ほ
と
ん
ど
気
に
し
な
か
っ

た
。
彼
が
初
恋
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
に
ぐ
ず
ぐ
ず
と
曖
昧
な
態
度
を
と
っ
た
の
も
そ
う

だ
っ
た
。
だ
が
経
済
的
に
成
功
し
て
み
て
も
、
や
は
り
充
実
感
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
小

さ
な
町
で
顔
を
合
わ
せ
た
旧
友
た
ち
も
彼
に
心
の
満
足
を
与
え
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
あ

る
ク
ラ
ブ
で
出
会
っ
た
既
婚
の
美
女
が
家
庭
生
活
の
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
時
、
彼
は
こ
の
町

を
す
ぐ
離
れ
る
決
心
を
す
る
。
伯
父
に
く
っ
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
て
行
っ
た
時
と

同
じ
よ
う
に
、
東
海
岸
に
戻
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
現
状
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
同

郷
の
あ
の
男
と
会
え
ば
、
変
わ
り
映
え
の
し
な
い
生
活
に
ち
ょ
っ
と
し
た
喜
び
が
得
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

︱
『
帰
来
』
が
直
面
し
た
ジ
レ
ン
マ
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
呉
衡
之
が
選
ん
だ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
手
法
は
、
バ
ロ
ー
ズ
の
気
ま
ま
な

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
手
法
と
は
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
い
た
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ

作
家
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
（
一
八
九
九
〜
一
九
六
一
）
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー

ク
ナ
ー
（
一
八
九
七
〜
一
九
六
二
）
に
影
響
を
与
え
、
更
に
現
代
世
界
文
学
の
様
相
を
変

え
た
存
在
で
あ
り
、
そ
の
含
蓄
の
深
さ
は
通
俗
文
学
に
は
夢
想
だ
に
で
き
ぬ
も
の
で
あ

る
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
科
学
評
議
委
員
会
が
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
『
帰
来
』
の
見
方
で

割
れ
た
こ
と
が
、
更
に
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
評
議
委
員
会
の
評
価
リ
ス
ト
に

よ
れ
ば
、
こ
の
小
説
は
雑
誌
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
』
五
月
号
に
発
表
さ
れ
、
評
価
順
位
第
二

位
で
あ
っ
た）86
（

。
そ
の
紛
糾
は
作
家
の
ブ
ラ
ン
チ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（Blanche W

illiam
s

、
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究

四
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号
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の
ア
メ
リ
カ
総
領
事
館
の
友
人
に
も
相
談
し
た
か
も
し
れ
な
い）89
（

。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
は
誰
も

が
好
む
よ
う
な
大
衆
受
け
す
る
心
理
反
応
で
は
な
く
、
純
文
学
の
価
値
を
個
人
的
観
点
か

ら
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
文
学
的
達
成
が
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

イ
や
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
ほ
ど
の
域
に
は
達
し
な
か
っ
た
と
は
言
え
、
彼
ら
三
人
は
鼎
立
し
、

ア
メ
リ
カ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
の
う
ね
り
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
主
導
者
と
な
り
、
時
が
流

れ
て
も
人
々
に
尊
敬
さ
れ
続
け
て
き
た
。
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
お
い
て
、『
帰
来
』
の
翻

訳
は
「
世
界
文
学
」
概
念
を
中
国
へ
伝
え
た
と
い
う
歴
史
上
の
大
き
な
価
値
を
有
し
て
い

る
。

五

体
育
・
旅
行
活
動
の
提
唱
者

呉
衡
之
は
国
家
経
済
と
人
々
の
生
活
に
関
わ
る
社
会
の
新
し
い
動
き
に
強
い
関
心
を

も
っ
て
い
た
。
健
康
の
た
め
に
体
育
で
中
国
人
の
体
質
を
強
化
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
提

唱
し
た
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
彼
が
上
海
務
商
中
学
を
主
管
し
て
い
た
時
は
、
学
校
の

運
動
会
を
二
度
開
催
し
、
社
会
各
方
面
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
を
惹
い
た
。
前
述
の
よ
う
に

呉
衡
之
は
上
海
で
し
き
た
り
に
縛
ら
れ
な
い
活
動
を
多
数
展
開
し
て
お
り
、「
新
安
中
学

氷
（
一
八
五
九
〜
一
九
五
二
、
挿
図
22
）
の
歓
送
会
で
「
参
列
者
は
伍
秩
庸
、
李
登
輝
、
邱

道
生
、
卓
璧
如
、
陳
翊
墀
、
陳
雪
佳
、
及
び
同
校
理
事
陳
潤
夫
、
潘
蘭
史
、
黄
芝
軒
、
余

宝
之
諸
君
（
約
四
十
余
名
）、
一
堂
に
集
ま
り
、
実
に
盛
会
と
言
う
べ
し）90
（

」
と
あ
る
の
は
ど

う
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
実
は
こ
の
集
ま
り
の
真
意
は
別
に
あ
っ
た
。
呉
衡
之
の

宴
席
で
は
「
薩
君
は
同
校
同
志
の
厚
意
へ
の
謝
辞
を
述
べ
た
後
、
同
校
の
今
回
の
運
動
会

が
優
れ
て
い
た
の
は
、
上
海
の
各
校
が
日
増
し
に
科
学
的
に
発
展
し
、
迅
速
に
進
歩
し
、

勉
学
に
励
ん
で
い
る
こ
と
の
証
で
あ
る
と
発
言
し
た
。」
こ
れ
に
よ
り
、
数
日
前
の
務
商

中
学
に
よ
る
初
め
て
の
運
動
会
の
際
、
二
千
人
以
上
の
来
賓
の
中
に
薩
鎮
氷
、
王
寵
恵
、

李
登
輝
ら
が
招
待
さ
れ
来
場
し
た
こ
と
が
わ
か
る）91
（

。
社
会
の
名
士
が
学
校
の
体
育
教
育
を

提
唱
し
た
こ
と
、
特
に
伍
廷
芳
（
一
八
四
二
〜
一
九
二
二
、
号
秩
庸
）、
王
寵
恵
（
一
八
八

一
〜
一
九
五
八
）、
潘
飛
声
（
号
蘭
史
）、
陳
翊
墀
な
ど
広
東
籍
の
名
士
が
盛
り
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
上
海
の
各
校
が
日
増
し
に
科
学
的
に
発
展
」
す
る
よ
う
促
し
た
。
共
に

広
東
人
で
あ
る
呉
衡
之
と
施
徳
之
に
は
似
た
部
分
が
多
々
あ
る
。
施
徳
之
は
上
海
精
武
会

の
活
動
を
積
極
的
に
援
助
し
、
会
長
も
務
め）92
（

、
精
武
会
の
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し

て
自
分
の
「
神
功
済
衆
水
」
の
販
売
を
伸
ば
し
、
最
後
は
彼
自
身
の
盛
大
な
葬
儀
さ
え
も

精
武
会
ル
ー
ト
を
通
し
て
全
国
に
発
表
し
た）93
（

。

呉
衡
之
は
翻
訳
で
「
他
人
の
嫁
入
り
衣
装
を
作
り
（
他
人
の
た
め
に
努
力
し
）」、
書
籍

雑
誌
を
編
集
し
、
新
し
い
理
念
を
広
め
る
こ
と
に
長
け
て
い
た
。
そ
し
て
呉
衡
之
は
商
務

精
神
を
生
涯
貫
い
た
。
一
九
二
九
年
秋
、
王
雲
五
は
一
度
商
務
印
書
館
を
離
れ
た
が
、
気

持
ち
は
商
務
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
春
、
王
は
商
務
印
書
館
の
総
経
理
に
招

聘
さ
れ
就
任
す
る
際
、
ま
ず
欧
米
や
ア
ジ
ア
の
九
カ
国
を
訪
問
し
て
企
業
管
理
を
視
察

し
、
半
年
後
に
帰
国
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
呉
衡
之
は
『
旅
行
月
刊
』（
英

文
名Th

e U
nison Travel M

agazine

即
ち
「
友
声
旅
行
雑
誌
」、
友
声
旅
行
団
発
行
、
挿
図
23
）

の
編
集
を
手
が
け
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
商
務
印
書
館
の
業
務
で
は
な
か
っ
た
が
。
彼
は
一

堂
」
の
校
長
許
際
唐
を
学

校
理
事
に
任
用
し
、
バ
セ

デ
ィ
夫
人
を
招
待
し
て
モ

ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
法
を

紹
介
す
る
な
ど
、
ど
れ
も

先
見
の
明
に
富
ん
で
い

た
。
だ
が
一
九
一
四
年
六

月
四
日
に
務
商
中
学
の
名

に
よ
る
海
軍
の
名
将
薩
鎮

挿図22 薩鎮氷肖像（モノクロ写真）
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経
』
に
言
う
、「
旅
於
處
、
得
其
資
斧
（
旅
し
て
そ
の
目
的
地
に
辿
り
着
け
る
か
は
、

経
済
的
状
況
と
自
己
防
衛
に
か
か
っ
て
い
る
）」

）
9

（
訳
註と
。
資
は
自
分
を
利
す
る
金
銭
、

斧
は
自
分
を
守
る
武
器
で
あ
る
。
昔
か
ら
旅
に
は
旅
費
が
必
要
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、

我
が
旅
行
団
の
同
志
は
公
称
三
千
人
、
若
く
意
気
盛
ん
な
者
が
非
常
に
多
い
。
遊
歴

の
旅
に
出
よ
う
と
の
志
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
先
賢
に
譲
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
だ

が
毎
年
旅
行
を
呼
び
か
け
て
も
、
応
募
し
て
実
際
に
出
か
け
る
も
の
は
僅
か
十
分
の

一
し
か
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
敢
え
て
こ
れ
を
一
言
で
言
う
な

ら
ば
、
財
力
と
時
間
の
不
足
が
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
私
の
よ
う

な
勤
め
人
は
他
人
の
嫁
入
り
衣
装
を
作
る
（
他
人
の
た
め
に
努
力
す
る
）
ば
か
り
で
、

職
務
に
追
わ
れ
て
お
り
、
例
え
金
を
準
備
し
て
遊
び
に
行
き
、
座
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
結
局
は
長
時
間
か
け
て
遠
く
ま
で
行
く
こ
と
は
で
き
ず
、

世
界
を
博
覧
し
造
詣
を
深
め
る
に
は
と
て
も
足
り
な
い
。
ま
さ
に
沈
杏
初
先
生
が
仰

る
通
り
「
旅
を
し
て
も
陸
路
は
上
海
─

杭
州
、
上
海
─

北
京
の
二
路
線
を
越
え
ず
、
水

路
は
杭
州
湾
北
岸
の
乍
浦
鎮
、
寧
波
の
普
陀
山
の
外
に
は
出
な
い
（
行
動
範
囲
が
一

定
の
地
域
に
限
ら
れ
る
）」
よ
う
で
は
、
そ
の
得
ら
れ
る
成
績
も
ま
た
僅
か
な
も
の

に
と
ど
ま
る
し
か
あ
る
ま
い
。
そ
れ
か
ら
ま
た
我
が
国
の
若
い
人
々
は
寒
酸
貧
苦
に

苦
し
む
で
も
な
く
、
平
原
の
旅
行
で
あ
れ
ば
そ
う
困
難
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
富
貴

な
る
者
は
少
な
く
な
い
わ
け
だ
が
、
し
か
し
金
持
ち
の
子
は
軒
下
に
座
ら
ず
（
富
貴

な
家
の
子
弟
は
危
険
に
近
寄
っ
て
は
な
ら
ぬ
）
と
い
う
戒
め
を
多
く
教
訓
と
し
て
、

家
中
に
留
ま
り
あ
ま
り
外
に
出
ず
、
敢
え
て
外
の
世
界
に
踏
み
出
そ
う
と
し
な
い
の

だ
。
孟
浩
然
の
詩
に
「
い
ま
だ
冒
険
に
出
た
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
危
険
に
近
寄
る

な
と
の
言
も
意
味
を
な
さ
ぬ
」
と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
当
時
の
旅
行
業
は
、
都
市
で
生
活
す
る
富
裕
層
に
と
っ
て
も
な
お

九
三
〇
年
四
月
号
に
黄
賓
虹
の
「
黄
山
前
海
游
記
」
を
掲
載
し
、
付
記
で
こ
う
述
べ
た
。

「
黄
賓
虹
先
生
は
私
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
、
か
つ
て
涵か
ん

芬ふ
ん

楼ろ
う

（
商
務
印
書
館
の
蔵
書
楼
）

の
同
僚
で
も
あ
っ
た
。
先
日
旅
行
記
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
こ
の
稿
を
恵
贈
さ
れ
た
。
先
生

の
道
徳
的
な
文
章
は
も
と
よ
り
学
者
に
重
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
篇
を
読
め
ば
ま

さ
に
そ
の
人
と
な
り
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
こ
れ
は
同
号
掲
載
の
呉
衡
之
自

身
の
「
中
国
人
と
西
洋
人
の
旅
行
概
念
の
相
違
」
に
お
け
る
見
解
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ

る
。
彼
は
ま
さ
に
勃
興
し
つ
つ
あ
る
中
国
の
旅
行
業
に
対
し
て
自
ら
発
言
し
、
客
観
的
観

察
を
示
し
て
論
評
し
た
。

今
や
交
通
は
便
利
に
な
り
、
汽
車
に
船
舶
と
、
水
陸
と
も
に
便
利
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
よ
ほ
ど
の
金
持
ち
で
な
け
れ
ば
旅
行
は
容
易
く
な
い
。
だ
が
旅
行
と
い
う
一
事

も
基
本
的
生
活
欲
求
の
一
つ
と
し
て
衣
食
住
の
次
に
並
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
易

挿図23 『旅行月刊』 第5巻第4号 （1930年）表紙
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て
出
洋
す
る
こ
と
を
志
し
、
こ
れ
を
出
世
へ
の
早
道
と
し
か
考
え
ず
、
帰
国
後
建
白

す
る
と
こ
ろ
何
も
な
く
、
た
だ
欧
米
の
物
質
文
明
を
称
揚
す
る
旅
行
記
の
み
を
報
命

の
成
績
と
す
る
よ
う
な
輩
も
ま
た
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
遊
歴
は
国
庫
金
を

空
し
く
無
駄
遣
い
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
何
の
益
が
あ
ろ
う
も
の
か
。
こ
の
ゆ
え
に

我
が
友
声
旅
行
団
の
宗
旨
は
至
急
そ
の
頽
廃
の
風
を
矯
正
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
た

だ
遊
覧
を
提
唱
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
こ
こ
に
上
述
の

大
探
検
家
の
事
績
を
詳
し
く
訳
述
し
、
分
期
掲
載
し
て
縦
覧
に
供
し
感
想
に
資
す
る

は
、
ま
た
我
が
団
の
職
責
を
い
さ
さ
か
尽
す
も
の
で
あ
る
。
力
あ
る
者
は
こ
れ
を
聞

い
て
立
ち
上
が
る
べ
し
、
先
哲
の
素
晴
ら
し
さ
に
譲
る
こ
と
な
か
れ
。」

予
告
通
り
、
同
年
七
月
の
『
旅
行
月
刊
』
五
巻
五
号
は
呉
衡
之
訳
『
欧
米
著
名
探
検
家

列
伝
』を
特
集
し
、
併
せ
て
呉
衡
之
の
自
序
も
掲
載
し
た）94
（

。
こ
の
年
呉
衡
之
は
五
十
九
歳
、

黄
賓
虹
が
十
一
年
前
に
使
っ
た
言
葉
で
言
う
な
ら
「
曠
覧
九
州
（
中
国
全
土
を
広
く
見
て

き
た
）」
旅
行
愛
好
者
で
あ
っ
た
。
だ
が
彼
の
具
体
的
な
足
跡
は
、
広
州
と
上
海
を
往
来

し
た
以
外
は
何
の
記
録
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
彼
が
友
声
旅
行
団
の
名
で
書
い
た
も

の
で
あ
り）95
（

、
こ
の
旅
行
団
の
趣
旨
を
陳
述
し
、
先
賢
に
学
び
、
現
実
的
な
意
義
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。お

わ
り
に

こ
れ
は
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
い
事
例
研
究
で
あ
る
。
呉
衡
之
が
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ

へ
行
っ
た
の
か
、
依
然
わ
か
ら
ぬ
事
も
多
く
、
さ
ら
な
る
研
究
が
待
た
れ
る
た
め
で
あ
る

が
、
と
は
い
え
既
に
か
な
り
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
。
今
あ
る
材
料
を
手
掛
か
り
に
す
る

だ
け
で
も
、
長
期
に
わ
た
り
無
名
の
存
在
で
あ
っ
た
呉
衡
之
が
、
実
は
中
国
と
西
洋
の
文

化
交
流
に
お
い
て
卓
越
し
た
貢
献
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
中
国
芸
術
に

衣
食
住
行
（
衣
食
住
及
び
交
通
）
の
基
本
需
要
に
属
す
る
だ
け
で
あ
り
、
ま
だ
一
つ
の
独

立
し
た
商
業
活
動
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
旅
行
も
現
代
的
な
体
育
運
動
と
同
じ
く
、
ま
だ

全
て
の
人
の
基
本
要
求
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
晩
清
以
来
中
国
が
世
界
に

向
け
て
動
き
出
す
中
、
呉
衡
之
は
社
会
を
批
評
し
、
中
国
人
も
欧
米
人
た
ち
の
よ
う
に
旅

行
に
よ
っ
て
世
界
の
神
秘
を
探
索
し
、
人
類
文
明
の
発
展
に
向
け
新
し
い
貢
献
が
で
き
る

よ
う
希
望
し
た
。
そ
の
た
め
に
学
校
教
育
と
い
う
手
段
を
通
し
て
社
会
に
手
本
を
示
し
広

め
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
呉
衡
之
は
旅
行
雑
誌
の
編
集
に
参
与

し
、
人
々
に
欧
米
旅
行
探
検
の
伝
奇
を
紹
介
す
る
事
を
忘
れ
ず
、「
ク
ロ
ス
コ
ン
テ
ク
ス

ト
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
い
て
大
航
海
時
代
以
来
の
地
理
的
な
重
大
発
見
を
述
べ
て
自
然

と
科
学
に
対
す
る
中
国
人
の
好
奇
心
を
か
き
立
て
よ
う
と
し
た
。
彼
は
同
じ
文
章
で
以
後

の
企
画
の
概
略
を
披
露
し
て
い
る
。

Ｃ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
や
ア
メ
リ
ゴ
・
ヴ
ェ
ス
プ
ッ
チ
、
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
、
Ｆ
・
ド

レ
ー
ク
、
Ｗ
・
ロ
ー
リ
ー
、
ジ
ョ
ン
・
ク
ッ
ク
、
Ｄ
・
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
、
ス
タ
ン

レ
ー
等
の
欧
米
の
探
検
家
た
ち
を
見
て
み
れ
ば
、
船
に
乗
り
波
を
割
っ
て
遠
い
国
へ

渡
り
、
生
命
を
鴻
毛
の
如
く
軽
く
見
た
勇
者
も
い
れ
ば
、
馬
に
む
ち
打
ち
内
陸
奥
深

く
に
分
け
入
っ
て
、
苦
心
の
末
に
虎
穴
に
身
を
置
い
た
者
も
、
自
然
資
源
を
求
め
て

絶
境
に
赴
き
、
宣
教
の
た
め
に
新
疆
を
開
化
し
た
者
も
い
る
。
そ
の
勇
気
は
何
ゆ
え

で
あ
る
か
。
外
で
も
な
い
、
そ
れ
は
観
念
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
進
ん

で
、
最
も
困
難
な
探
検
の
挙
も
、
五
百
年
来
、
ど
れ
ほ
ど
の
者
が
行
動
に
移
し
た
か

は
知
ら
ぬ
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
外
国
人
で
あ
っ
た
。
上
述
の
諸
氏
は
そ
の
際
だ
っ
た

大
物
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
政
府
は
こ
の
数
十
年
間
、
遊
歴
の
重
要
性
を
知
ら
ず
に
き

た
。
こ
の
間
、
観
光
や
商
業
視
察
、
教
育
の
た
め
外
国
に
人
を
派
遣
し
、
行
っ
て
そ

の
任
務
を
全
う
し
て
き
た
者
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
た
だ
費
用
を
も
ら
っ
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翻
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誌
、
第
一
巻
第
八
期
、
九
八
頁
）
が
、
こ
れ
も
友
人
呉
衡
之
に
対
す
る
追
悼
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

（
2
）
「
呉
権
」
な
る
人
物
の
記
事
が
以
下
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
本
文
で
扱
う
人
物
と
は
関
わ
り

が
な
い
。
こ
の
頃
呉
衡
之
は
既
に
没
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。『
申
報
』
一
九
三
四
年
十
月
九

日
第
一
四
頁
、
十
月
十
六
日
第
一
〇
頁
、
一
九
三
五
年
一
月
十
九
日
第
一
四
頁
、
一
九
三
五
年
一

月
二
十
九
日
第
一
二
頁
、
三
月
六
日
第
四
頁
、
七
月
七
日
第
七
頁
。

（
3
）
呉
秉
鈞
と
い
う
名
の
人
物
は
多
い
が
、
以
下
の
記
事
に
見
え
る
同
名
人
物
は
本
文
と
関
係
が
な

い
。『
申
報
』
一
九
三
〇
年
二
月
十
八
日
第
一
四
頁
、『
司
法
行
政
公
報
』
一
九
三
二
年
第
十
七
、

二
十
六
期
、『
申
報
』
一
九
三
三
年
六
月
二
日
第
九
頁
、
十
月
三
十
一
日
第
八
頁
、
一
九
三
四
年

九
月
二
十
五
日
第
二
頁
、
九
月
二
十
六
日
第
二
頁
、
九
月
二
十
七
日
第
二
頁
、
一
九
三
五
年
六
月

二
日
第
一
〇
頁
、
六
月
五
日
第
八
頁
、
一
九
四
六
年
三
月
五
日
第
六
頁
、
十
月
五
日
第
四
頁
、
一

九
四
七
年
十
二
月
三
十
日
第
一
頁
、
一
九
四
九
年
四
月
十
一
日
第
五
頁
。
ま
た
別
に
甘
粛
省
靖
遠

に
も
呉
秉
鈞
（
一
八
九
五
〜
一
九
六
七
、
諱
珽
、
字
陶
軒
）
が
い
る
。

（
4
）
童
大
年
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
五
）
が
篆
刻
し
た
「
退
蔵
斎
」
朱
文
方
印
が
あ
り
、
こ
れ
は
呉

衡
之
の
た
め
に
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
真
微
印
網
の
印
学
在
線
、w

w
w.sealbank.net

の
篆
刻

印
学
専
業
資
料
庫
を
参
照
）。
ま
た
浙
江
紹
興
の
周
肇
祥
（
一
八
八
〇
〜
一
九
五
四
）
の
別
号
が

退
翁
で
あ
っ
た
。
北
京
画
院
編
『
二
〇
世
紀
北
京
絵
画
史
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、

一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
）
を
参
照
。

（
5
）
王
雲
五
に
よ
る
一
九
〇
二
年
の
事
項
の
回
想
で
は
「
彼
（
呉
衡
之
）
は
昼
間
イ
ギ
リ
ス
の
法
律

事
務
所
で
通
訳
を
務
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
」（
王
雲
五
『
岫
廬
八
十
自
述
』、
商
務
印
書
館

（
台
北
）、
一
九
六
七
年
、
第
三
章「
半
工
半
読
」、
第
二
〇
頁
）。
一
九
〇
九
年
版『
上
海
指
南
』（
商

務
印
書
館
）
の
弁
護
士
の
欄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
名
は
「
ド
イ
ツ
人
、
上
海
在
住
歴
七
年
。
住
所

イ
ギ
リ
ス
租
界
四
川
路
二
六
号
。
通
訳
呉
衡
之
、
文
書
記
録
呉
少
英
。」
と
あ
り
、
呉
衡
之
が
こ

の
法
律
事
務
所
に
長
年
務
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
二
五
年
三
月
二
十
九
日
『
申
報
』
の
「
雷

声
布
、
凱
密
英
仏
弁
護
士
事
務
所
告
示
」
で
は
「
本
事
務
所
は
従
来
、
公
務
多
忙
に
よ
り
事
務
員

が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
こ
こ
に
呉
衡
之
、
周
剣
秋
、
梁
蘇
身
、
江
仁
溥
の
諸
君
を
招
聘
し
、
共

同
で
事
務
に
あ
た
る
こ
と
と
す
る
。
事
務
所
住
所
は
変
わ
ら
ず
広
東
路
二
号
。
恐
ら
く
未
だ
周
知

で
き
て
い
な
い
た
め
こ
こ
に
特
に
お
知
ら
せ
す
る
。」と
あ
る
。
一
九
二
五
年
版『
上
海
指
南
』（
商

務
印
書
館
）
巻
七
雑
録
弁
護
士
三
十
八
で
は
「
雷
声
布

女
性
弁
護
士
、
広
東
路
二
号
」。
一
九

二
七
年
一
月
二
十
六
日
『
申
報
』「
鄭
毓
秀
、
魏
道
明
法
律
事
務
所
告
示
」
で
は
「
当
事
務
所
は

事
務
が
日
々
繁
忙
を
極
め
て
お
り
、
目
が
行
き
届
か
ぬ
の
を
恐
れ
、
ア
メ
リ
カ
租
界
北
四
川
路
仁

智
里
口
丫
二
八
三
号
に
支
所
を
設
立
す
る
。
呉
衡
之
先
生
を
お
迎
え
し
て
業
務
に
協
力
い
た
だ

き
、
当
事
者
諸
君
の
一
切
の
対
応
に
あ
た
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
す
る
。」

つ
い
て
言
え
ば
、
呉
衡
之
が
そ
の
世
界
市
場
開
拓
に
あ
た
り
橋
渡
し
の
役
目
を
果
た
し
た

功
績
は
実
に
大
き
）
10

（
訳
註
い
。
彼
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
そ
、
中
国
の
古
美
術
及
び
同
時
代
美
術

が
、
風
雨
に
閉
ざ
さ
れ
た
闇
夜
の
よ
う
な
時
代
に
、
林
立
す
る
世
界
民
族
の
中
で
自
立
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
商
務
と
翻
訳
は
、
あ
た
か
も
中
国
近
現
代
社
会
の
進
路
の

礎
い
し
ず
えと

指
針
で
あ
り
、
一
方
で
堅
実
に
国
家
と
人
々
の
経
済
生
活
を
改
善
し
、
も
う
一
方
で

新
し
い
窓
を
開
い
て
民
学
精
神
を
引
き
上
げ
た
。
彼
の
英
語
教
育
は
、
方
法
論
で
は
、
後

に
「
中
国
文
芸
復
興
の
父
」
と
称
さ
れ
る
胡
適
の
外
国
語
学
習
に
間
接
的
に
影
響
し
、
世

界
に
対
し
て
現
代
中
国
の
創
造
力
を
示
し
た
。
ま
た
商
務
印
書
館
が
王
雲
五
時
代
に
本
以

外
に
も
文
具
や
運
動
具
等
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
取
扱
う
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
な
経
営
で
世
界
最

大
の
出
版
機
関
と
な
り
、
近
代
的
小
売
チ
ェ
ー
ン
の
成
功
事
例
と
な
っ
た）96
（

こ
と
も
呉
衡
之

と
関
係
し
て
い
る
。
更
に
重
要
な
の
は
、
呉
衡
之
が
翻
訳
を
通
し
て
「
世
界
芸
術
」
の
紹

介
か
ら
「
世
界
文
学
」
ま
で
中
国
と
世
界
を
緊
密
に
結
び
つ
け
、
共
に
新
し
い
未
来
に
向

か
わ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

註（
1
）
一
九
二
一
年
二
月
一
日
の
南
社
入
社
書
（
挿
図
1
）
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
。「
姓
名
：
呉
衡
之
、

号
：
香
山
老
衲
、
名
：
秉
鈞
。
年
齢
：
五
十
。
本
籍
：
広
東
香
山
県
。
住
所
：
広
州
河
南
洗
涌
西

約
土
代
巷
善
慶
里
五
号
。
上
海
閘
北
華
北
里
四
弄
底
一
七
〇
号
。
連
絡
先
：
現
在
広
州
河
南
住
宅
。

紹
介
者
：
蔡
哲
夫
、
謝
英
伯
、
高
剣
父
、
黄
樸
存
（
賓
虹
）。
日
付
：
十
年
二
月
一
日
。」
一
九
三

二
年
九
月
三
日
『
申
報
』
第
十
四
頁
「
東
北
義
軍
義
援
の
昨
日
の
状
況
」
に
「
泰
興
呉
衡
之
、
銀

貨
十
六
元
寄
付
」
と
あ
る
の
は
別
人
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
三
年
四
月
十
二
日
『
申
報
』
第
一
頁
「
遼

吉
黒
熱
義
勇
軍
後
援
会
、
寄
付
に
感
謝
」
に
「
呉
衡
之
銀
十
元
、
上
海
銀
行
受
取
」
と
あ
る
の
は

本
文
の
扱
う
人
物
か
も
し
れ
な
い
。
呉
衡
之
の
没
年
は
不
明
で
あ
る
。
上
海
メ
デ
ィ
ア
で
の
報
道

を
見
る
と
、
一
九
三
四
年
六
月
『
申
報
』
の
記
事
「
潘
飛
声
の
葬
儀
資
金
調
達
の
た
め
、
そ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
代
理
販
売
し
記
念
券
を
発
行
」
に
は
黄
賓
虹
と
多
く
の
広
東
籍
の
著
名
人
が
名
を

連
ね
て
い
る
が
、
潘
飛
声
と
古
い
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
呉
衡
之
の
名
前
が
見
え
な
い
た
め
、
こ
の

時
点
で
呉
は
逝
去
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
九
三
六
年
、
黄
賓
虹
は
一
九
一
九
年
の
『
中
華

名
勝
図
説
』
序
文
を
「
呉
衡
之
訳
某
女
史
画
譜
序
」
と
題
名
を
変
え
て
再
刊
し
た
（『
学
術
世
界
』



二
八

美

術

研

究

四

三

二

号

72

学
費
：
各
学
生
各
学
期
二
十
元
、
昼
食
付
は
十
五
元
加
算
、
寄
宿
生
六
十
元
。
場
所
：
ア
メ
リ
カ

租
界
海
寧
路
天
保
里
新
民
坊
。
試
験
期
間
：
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
。
試
験
科
目
：

国
語
（
中
国
語
）、
英
語
、
算
数
。
予
備
班
は
国
語
の
み
。」

（
14
）
『
時
報
』
一
九
一
四
年
六
月
五
日
。
他
に
も
『
申
報
』
一
九
一
四
年
七
月
六
日
「
上
海
務
商
中

学
学
生
募
集
」
広
告
：「
本
校
は
太
陽
暦
七
月
三
日
、
十
三
日
、
二
十
三
日
（
即
ち
旧
暦
閏
五
月

十
一
日
、
二
十
一
日
、
六
月
一
日
）
の
三
日
間
、
午
前
八
時
半
に
入
学
試
験
を
行
う
。
本
科
及
び

予
備
科
の
試
験
科
目
は
国
語
（
中
国
語
）、
英
語
、
数
学
。
入
学
志
望
者
は
前
も
っ
て
申
込
み
、

保
証
金
四
元
を
納
付
の
上
、
試
験
時
に
は
ペ
ン
と
筆
を
持
参
の
こ
と
。
規
定
は
郵
便
請
求
あ
れ
ば

即
送
付
、
二
分
の
切
手
を
同
封
の
こ
と
。
高
等
小
学
校
卒
業
証
書
所
持
者
は
審
査
に
よ
り
入
学
試

験
免
除
と
す
る
。
学
校
所
在
地
：
閘
北
海
寧
路
天
保
里
。
な
お
、
本
校
は
七
月
一
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
補
習
科
を
設
け
る
。
商
学
を
学
び
た
い
者
は
今
月
三
十
日
ま
で
に
保
証
金
二
元
を
持

参
し
て
来
校
の
上
申
込
み
の
こ
と
。
保
証
金
分
は
学
費
か
ら
控
除
す
る
が
期
限
後
は
受
取
不
可
、

お
間
違
え
な
き
よ
う
に
。
詳
し
く
は
郵
送
で
お
問
合
せ
を
。」『
神
州
日
報
』
一
九
一
四
年
七
月
八

日
広
告
「
上
海
務
商
中
学
夏
期
補
習
科
開
講
さ
る
、
定
員
に
余
裕
あ
り
、
速
や
か
に
申
込
を
。」

（
15
）
番
禺
の
潘
飛
声
は
、
外
国
貿
易
を
独
占
し
た
広
東
十
三
行
の
同
文
行
の
末
裔
で
あ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
若
く
し
て
ド
イ
ツ
に
渡
り
ベ
ル
リ
ン
の
東
方
学
院
で
教
職
に
つ
き
、
詩
に
よ
り
国
内
外
で

名
を
馳
せ
、
香
港
で
『
華
字
日
報
』
を
十
三
年
主
宰
し
て
「
そ
の
雄
弁
な
る
筆
に
て
天
下
を
鳴
ら

し
め
た
」。
一
九
一
〇
年
に
は
上
海
に
寓
居
。
一
九
一
七
年
、
潘
の
六
十
歳
の
誕
生
日
に
呉
衡
之

は
祝
寿
の
対
聯
を
作
っ
た
。「
遺
老
風
姿
猶
緑
鬂
、
先
生
佳
節
愛
黄
花
。」
胡
君
復
編
『
古
今
聯
語

滙
選
』
二
集
・
慶
賀
一
、
商
務
印
書
館
、
一
九
一
九
年
。

（
16
）
洪
再
新
「
中
国
絵
画
国
際
市
場
的
成
因

︱
黄
賓
虹
、
呉
衡
之
関
係
考
」
中
国
美
術
学
院
学
報

『
新
美
術
』、
二
〇
一
九
年
九
期
、
第
四
〜
二
〇
頁
。

（
17
）
軍
部
と
の
関
係
は
一
九
一
四
年
六
月
四
日
の
呉
衡
之
と
海
軍
名
将
薩
鼎
銘
（
鎮
氷
）（
一
八
五

九
〜
一
九
五
二
）
の
交
際
か
ら
も
そ
の
一
斑
が
見
て
取
れ
る
が
、
目
的
は
全
て
商
業
学
校
の
創
設

に
あ
っ
た
。『
時
報
』
六
月
五
日
の
記
事
「
務
商
中
学
に
よ
る
薩
督
弁
の
壮
行
会
盛
大
に
」
に
よ

れ
ば
「
警
務
督
弁
で
あ
る
薩
鼎
銘
（
鎮
氷
）
氏
は
ま
も
な
く
北
京
に
向
か
わ
れ
る
。
各
界
代
表
と

心
あ
る
有
志
は
皆
歓
送
の
席
を
設
け
て
い
る
。
昨
日
閘
北
の
務
商
中
学
も
粤
華
楼
で
壮
行
会
を
開

催
し
た
。
酒
宴
の
終
わ
り
に
校
長
の
呉
衡
之
の
演
説
が
あ
っ
た
。「
薩
先
生
は
才
徳
兼
備
で
、
軍

界
学
界
共
に
深
く
敬
慕
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
商
会
の
陳
潤
夫
君
達
と
共
に
政
府
に
商
業
学

校
の
創
立
を
申
請
す
る
と
い
う
慈
善
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。」

（
18
）
虞
洽
卿
が
ド
イ
ツ
魯
麟
洋
行
（R

euter. Brockelm
ann &

 C
O

）、
露
清
銀
行
（Русско

︲Кита
йский

банк
）、
オ
ラ
ン
ダ
銀
行
（A

BN
 A

M
RO

）
の
買
弁
（
コ
ン
プ
ラ
ド
ー
ル
）
を
次
々
に

務
め
、
王
一
亭
が
日
清
汽
船
の
買
弁
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
庄
得
之
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
信
義

鄭
毓
秀
（
一
八
九
一
〜
一
九
五
九
）
は
広
東
新
安
の
人
。
中
国
初
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
で
法
学
を
学

ん
だ
女
性
博
士
で
あ
り
、
後
の
駐
米
中
国
大
使
魏
道
明
（
一
八
九
九
〜
一
九
七
八
）
と
共
同
で
事

務
所
を
開
設
、
そ
の
名
は
上
海
に
鳴
り
響
い
た
。
魏
は
の
ち
に
駐
米
大
使
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
一
九
二
〇
年
代
中
後
期
の
呉
衡
之
は
彼
の
よ
く
知
る
外
交
関
連
の
法
律
事
務
所
で
の
仕

事
に
再
び
戻
り
、
兼
職
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
6
）
金
広
生
は
協
隆
洋
行
（Fearon. D

aniel &
 C

om
pany

）
の
買
弁
で
あ
っ
た
。
以
下
の
サ
イ
ト

を
参
照
。https://w

w
w.virtualshanghai.net/Texts/A

ppendice?ID
=10

（
7
）
こ
れ
は
一
八
九
九
年
九
月
二
十
二
日
『
申
報
』
広
告
の
引
用
で
あ
る
。
王
雲
五
が
学
ん
だ
一
九

〇
二
年
に
は
、
呉
衡
之
が
一
人
だ
け
で
奮
闘
し
て
い
た
。

（
8
）
呉
培
初
「
旧
上
海
外
商
銀
行
買
弁
」
の
“
四
、
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
の
買
弁
に
な
っ
た
経
緯
”、
中

国
人
民
政
治
協
商
会
議
上
海
市
委
員
会
文
史
資
料
工
作
委
員
会
編
『
旧
上
海
的
外
商
与
買
弁
』、

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
九
頁
。
呉
培
初
は
本
籍
蘇
州
、
一
八
八
七
年
上
海
生
ま

れ
、
父
は
布
商
人
。
関
連
研
究
は
以
下
を
参
照
。Tang Lixing. M

erchants and Society in M
odern 

C
hina: From

 G
uild to C

ham
ber of C

om
m

erce, R
outledge. 2017.

（
9
）
註
5
『
岫
廬
八
十
自
述
』
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
10
）
時
期
的
に
は
一
九
〇
五
年
〜
〇
六
年
。『
胡
適
自
述
』
第
三
章
「
上
海
で
」（
一
）、
安
徽
教
育

出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
11
）
『
時
報
』『
神
州
日
報
』
一
九
一
四
年
九
月
二
日
の
上
海
務
商
中
学
秋
期
始
業
式
に
つ
い
て
の
記

事
「
最
後
に
当
校
庶
務
主
任
黄
恵
仁
君
に
よ
り
、
当
校
が
安
徽
休
寧
の
張
蕙
蓀
君
、
黄
雨
辰
君
、

呉
燦
如
君
ら
に
よ
り
創
立
さ
れ
て
以
降
、
困
難
の
中
を
強
い
情
熱
と
意
思
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
、

今
日
の
盛
況
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。」
呉
衡
之
は
旧
友
の
黄
賓
虹
と
安
徽
省
の
名

士
、
歙
県
「
新
安
中
学
堂
」
の
校
長
許
際
唐
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
六
）
を
学
校
理
事
と
し
、
あ

わ
せ
て
後
者
に
講
演
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
ら
は
安
徽
人
脈
に
よ
っ
て
新
た
に
始
め
ら
れ
た
同
校
が

呉
の
経
営
方
式
を
順
調
に
受
け
継
ぎ
、
新
た
な
経
営
体
制
で
回
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。

（
12
）
王
中
秀
『
黄
賓
虹
年
譜
長
編
』（
栄
宝
斎
出
版
社
（
北
京
）
よ
り
出
版
予
定
）、
一
九
一
二
年
七

月
七
日
の
項
『
時
報
』
広
告
よ
り
転
載
。

（
13
）
註
12
「
上
海
務
商
中
学
（
旧
名
漢
英
務
商
学
校
）
学
生
募
集
」
広
告
。「
本
校
は
先
学
期
の
開

学
以
降
、
学
生
多
く
集
ま
る
。
お
よ
そ
中
学
相
当
の
程
度
で
あ
る
。（
中
略
）
元
よ
り
の
受
験
希

望
者
は
本
校
に
郵
送
で
申
込
み
、
入
学
規
定
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
。
要
項
は
以
下
の
通
り
。
趣

旨
：（
中
略
）
学
科
：（
中
略
）
学
級
：
四
年
で
卒
業
、
後
半
二
年
間
は
全
て
英
語
の
授
業
と
す
る
。

資
格
：
中
学
あ
る
い
は
中
学
と
同
等
の
学
校
に
在
学
中
の
者
、
或
い
は
高
等
小
学
校
卒
業
の
者
は

合
格
。
予
備
班
は
国
語
（
中
国
語
）
が
流
暢
な
ら
合
格
。
年
齢
：
十
五
歳
以
上
、
二
十
五
歳
以
下
。
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「
書
評
」
に
よ
れ
ば
、「
周
知
の
よ
う
に
、
十
二
ヶ
月
前
、
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
氏
は
そ
の
全
て
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
条
件
付
き
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
コ
レ
ク
タ
ー
の
フ
ァ
ー
レ
ウ
ス
氏
に
譲
渡
し
た
。」

フ
ァ
ー
レ
ウ
ス
の
曾ひ

孫ま
ご

で
あ
る
ビ
セ
・
エ
ヴ
ァ
ー
ズ
（Bisse Evers

）
女
史
の
二
〇
〇
二
年
十
月

二
十
二
日
と
十
一
月
十
三
日
の
筆
者
宛
書
簡
に
よ
れ
ば
、
同
女
史
の
母
方
の
曾
祖
父
は
一
九
一
二

年
に
極
地
探
検
家
ト
ー
リ
ル
ド
・
ウ
ル
フ
（Torild W

ulff

、
一
八
七
七
〜
一
九
一
七
）
と
共
に
中

国
に
来
訪
し
、
一
九
一
三
年
に
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
と
い
う
。

（
25
）
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
古
美
術
店
（Strehlneek’s G

allery of A
ntique C

hinese A
rt

）
の
名
刺
（
挿

図
6
）
に
記
さ
れ
た
経
営
内
容
は
絵
画
、
玉
器
、
刺
繡
、
銅
器
、
彫
刻
、
磁
器
で
あ
る
。
こ
の
名

刺
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ケ
ー
ヒ
ル
（Jam

es C
ahill

、
一
九
二
六
〜
二
〇
一
四
）
と
ト
ー
マ
ス
・
エ

ブ
リ
ィ
（Th

om
as Ebrey

）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
頂
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
す
る
。

一
九
三
〇
年
の
英
文
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（Tourist guide to Shanghai-N

orth C
hina,  H

ong 

kong &
 Shanghai H

otels, Ltd. 1930 edition

）
第
一
四
頁
に
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
古
美
術
店
（
江

西
路
二
十
六
号
）
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
英
文
で
「
最
も
早
く
創
業
し
た
中
国
古
美
術
店
。

収
蔵
家
の
皆
様
の
求
め
に
応
じ
、
最
上
級
の
中
国
絵
画
を
取
扱
い
ま
す
」
の
宣
伝
文
句
が
あ
る
。

徐
珂
『
清
稗
類
鈔
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
一
七
年
）
鑑
賞
類
四
「
英
国
人
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
蔵

古
陶
磁
」
の
項
に
は
、
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
は
「
金
石
書
画
の
ほ
か
、
古
陶
磁
の
蒐
集
甚
だ
多
く
、

唐
の
越
州
窯
の
茶
比
、
宋
の
定
窯
碗
、
定
窯
の
劃
花
盞
、
元
の
定
窯
盞
。
明
の
仿
宋
定
磁
瓶
、
仿

明
建
窯
観
音
、
建
窯
三
彩
観
音
、
建
窯
香
炉
、
建
窯
獅
子
、
建
窯
蓮
花
式
碗
、
建
窯
芭
蕉
尊
。
国

朝
（
清
）
の
康
煕
仿
宋
定
窯
鼎
、
康
煕
仿
宋
定
匏
尊
、
康
煕
仿
宋
定
美
人
尊
、
康
煕
仿
明
建
五
彩

瓶
、
康
煕
粉
定
大
碗
、
雍
正
仿
宋
定
窯
瓶
、
乾
隆
仿
宋
土
定
窯
瓶
、
乾
隆
仿
明
土
定
窯
瓶
、
乾
隆

磁
鼻
烟
壺
な
ど
。
宣
統
辛
亥
冬
、
か
つ
て
そ
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
を
以
て
人
に
示
せ
り
。」
陶
磁

に
対
す
る
呉
衡
之
の
関
心
を
示
す
報
道
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
呉
は
黄
賓
虹
と
の
交
際

を
通
じ
て
器
物
類
に
関
し
て
も
十
分
に
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
関
連
す

る
翻
訳
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
26
）
王
中
秀
編
『
黄
賓
虹
文
集
全
編
』（
栄
宝
斎
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
九
年
）
に
収
録
さ
れ
た

以
下
の
文
章
を
参
照
。
黄
賓
虹
に
よ
る
一
九
一
三
年
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
『
中
華
名
画
』
の
序
文
、

青
銅
器
、
陶
磁
器
及
び
玉
器
の
各
編
に
付
し
た
解
説
。
ま
た
一
九
一
九
年
、
一
九
二
六
年
に
『
中

華
名
画
』
を
紹
介
し
た
「
古
画
出
洋
」「
滬
浜
古
玩
（
上
海
骨
董
）
市
場
記
」。

（
27
）
十
二
月
二
十
三
日
『
神
州
日
報
』「
西
洋
紳
士
収
蔵
の
中
国
名
画
の
展
覧
会
」。
こ
の
文
章
の
記

者
は
黄
賓
虹
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
十
二
月
二
十
一
日
『
神
州
日
報
』「
氷

雑
録
」
で
「
西
洋
人

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
君
」
を
紹
介
し
、『
中
華
名
画
』
収
録
作
品
の
概
略
を
説
明
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
記
者
は
「
来
年
西
暦
一
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
従
前
の
会
場
に
て
中
国
名
画
大
展
覧

会
を
開
催
」
と
予
告
し
て
い
る
。『
字
林
西
報
』
は
一
九
一
四
年
一
月
十
日
に
前
日
九
日
の
展
示

洋
行
（M

andl &
 C

om
pany. H

.

）
と
ド
イ
ツ
の
礼
和
洋
行
（C

arlow
itz &

 C
om

pany

）
の
買
弁

で
あ
っ
た
。

（
19
）
註
11
に
同
じ
。

（
20
）
一
九
一
六
年
五
月
二
十
九
日
『
申
報
』「
バ
セ
デ
ィ
夫
人
講
演
盛
況
記
」
を
参
照
。
同
年
六
月

の
『
香
艶
雑
誌
』
第
十
二
期
「
女
界
新
聞
」
欄
「
バ
セ
デ
ィ
夫
人
の
講
演
」
に
も
同
様
の
記
事
が

あ
る
。

（
21
）
註
20
「
な
お
同
校
で
は
バ
セ
デ
ィ
氏
の
講
演
全
文
を
漢
訳
し
我
国
の
幼
児
教
育
を
志
す
人
々
の

要
望
に
応
え
る
予
定
。」

（
22
）
一
九
三
一
年
一
月
十
八
日
『
申
報
』「
教
育
部
、
未
認
可
私
立
学
校
の
卒
業
生
資
格
を
否
認
」

の
記
事
を
参
照
。「
江
蘇
教
育
庁
の
上
申
書
に
よ
れ
ば
、
前
南
洋
公
学
校
長
の
呉
秉
鈞
は
同
校
卒

業
生
の
卒
業
資
格
の
追
加
認
定
を
求
め
た（
商
科
の
張
正
賢
ら
十
二
名
、
民
国
五
年
七
月
に
卒
業
、

商
業
科
の
何
培
元
ら
二
十
八
名
と
銀
行
科
の
趙
雲
裳
ら
二
十
八
名
、
民
国
六
年
七
月
に
卒
業
）。

こ
れ
に
対
し
教
育
部
は
同
庁
に
以
下
の
様
に
指
示
。「
上
申
書
の
件
は
承
知
し
た
が
、
本
部
本
年

第
八
号
の
布
告
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
追
加
認
定
の
所
定
の
方
法
は
、
本
部
及
び
前
大
学
院
が
既
に

認
可
し
た
私
立
学
校
に
お
い
て
、
認
可
以
前
に
卒
業
し
た
卒
業
生
及
び
認
可
以
前
の
在
校
修
了
生

に
対
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
前
北
京
教
育
部
が
既
に
認
可
し
た
学
校
に
お
い
て
本
部
が
認
め
る

有
効
期
間
は
、
本
年
第
九
号
布
告
に
お
い
て
明
白
に
規
定
し
て
い
る
。
当
該
校（
南
洋
商
業
公
学
）

は
民
国
八
年
に
既
に
活
動
停
止
し
て
お
り
、
ま
た
前
北
京
教
育
部
の
審
査
と
認
可
を
経
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
自
ず
と
追
加
認
定
を
行
う
余
地
は
な
い
。
救
済
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
年
八
月
、
本

部
は
上
海
市
内
の
未
認
可
及
び
閉
校
済
の
私
立
専
科
以
上
の
学
校
の
卒
業
生
・
修
了
生
に
対
し
て

選
抜
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
同
選
別
試
験
要
項
第
七
条
に
「
卒
業
生
の
う
ち
成
績
が
比
較
的
優

良
な
る
者
は
、
公
立
学
校
或
い
は
既
に
認
可
さ
れ
た
私
立
専
科
以
上
の
学
校
の
入
学
試
験
に
お
い

て
、
そ
の
最
終
学
年
に
転
入
す
る
こ
と
を
認
め
る
（
こ
れ
は
選
別
試
験
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
教
育
部
の
命
令
に
よ
り
公
立
及
び
認
可
済
み
の
私
立
専
門
以
上
の
学
校
は
事
情
を
斟
酌
し
融

通
す
る
も
の
と
し
、
大
学
規
定
第
四
条
及
び
専
科
学
校
規
定
第
四
条
の
制
限
を
受
け
ず
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
）。
そ
の
他
の
卒
業
生
及
び
修
了
生
は
そ
の
学
力
レ
ベ
ル
に
よ
り
相
当
す
る
学
年
次

に
転
入
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
あ
る
。
将
来
必
要
時
に
お
い
て
本
部
は
或
い
は
当
該
試
験
を
再
実

施
す
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
は
も
と
も
と
の
学
歴
が
上
記
の
選
別
試
験
規
定
第
一
条

に
合
致
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
間
違
い
な
く
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
救
済
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
る
」
云
々
。」

（
23
）
黄
賓
虹
に
よ
る
題
辞
、『
中
華
名
勝
図
説
』
一
九
一
九
年
。

（
24
）C

hinese Pictorial Art: E. A
. Strehlneek C

ollection, Shanghai: Th
e C

om
m

ercial Press Lim
ited, 

1914.

『
字
林
西
報
』（Th

e N
orth C

hina D
aily N

ew
s

）
一
九
一
四
年
七
月
二
十
七
日
第
十
三
版



三
〇

美

術

研

究

四

三

二

号

74

ラ
ビ
ア
数
字
は
入
社
書
類
の
記
入
順
を
示
す
）
に
よ
る
。

（
37
）
註
36
に
同
じ
。

（
38
）
胡
懐
琛
「
南
社
始
末
」、『
越
風
』、
一
九
三
五
年
第
一
巻
第
一
期
。

（
39
）
李
若
晴
よ
り
筆
者
宛
の
書
簡
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
日
。
関
連
研
究
と
し
て
、
李
若
晴
「
国

画
研
究
会
与
滇
系
将
領
的
筆
墨
因
縁

︱
以
蔡
守
、
李
根
源
与
趙
藩
為
中
心
」、
同
著
『
越
台
春

望
：
区
域
競
争
中
的
広
東
美
術
（
十
六
〜
二
十
世
紀
）』
第
七
章
、
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
二

〇
年
、
第
一
九
九
〜
二
一
五
頁
。

（
40
）
高
剣
父
は
半
年
後
、
学
生
運
動
の
た
め
意
気
喪
失
し
て
引
退
し
た
。
李
若
青
「
驚
変
：
一
九
二

一
年
甲
工
学
潮
中
的
高
剣
父
与
陳
炯
明
」、
同
著『
越
台
春
望
』第
八
章
、
第
二
一
六
〜
二
五
六
頁
。

（
41
）
『
黄
賓
虹
年
譜
長
編
』
同
年
三
月
の
項
を
参
照
。
王
中
秀
に
よ
れ
ば
「
も
と
の
書
簡
に
は
年
月

の
記
載
が
な
い
。
鄭
鴻
年
（
洪
年
）
と
梅
光
培
が
広
東
財
政
庁
の
事
務
を
引
き
継
い
だ
の
は
こ
の

年
二
月
で
あ
り
、
黄
賓
虹
が
呉
衡
之
と
面
談
し
た
の
は
三
月
十
二
日
で
あ
る
、
ゆ
え
に
高
剣
父
の

書
簡
は
四
月
二
十
六
日
の
返
信
と
考
え
ら
れ
る
。
書
簡
は
明
ら
か
に
呉
衡
之
の
広
州
に
お
け
る
商

業
活
動
に
触
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
事
情
は
不
明
で
あ
る
」
と
い
う
。
た
だ
し
書
簡
の
日
付
を
四

月
と
断
定
す
る
材
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
総
合
的
に
考
え
る
と
、
三
月
二
十
六
日
と
判

断
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
浙
江
美
術
館
編
『
神
州
国
光

︱
黄
賓
虹
精
品
集

附
編
文

献
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
は
「
高
剣
父
書
（
二
）
／
封
書
」
と
あ
る
が
、
封

書
と
「
高
剣
父
書
（
二
）」
の
内
容
が
合
わ
な
い
た
め
「
高
剣
父
書
／
封
書
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

筆
者
は
「
広
東
現
代
画
壇
三
題

︱
黄
賓
虹
与
張
虹
交
往
新
考
」（『
美
術
学
報
』
二
〇
一
九
年
第

二
期
）
の
六
七
頁
挿
図
一
五
に
お
い
て
、
調
査
が
至
ら
ず
従
来
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
。
こ
こ
に
訂

正
す
る
。

（
42
）
李
若
晴
に
よ
る
筆
者
宛
の
書
簡
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
日
。
李
は
こ
の
中
で
沈
仲
強
「
大
元

帥
府
時
期
処
理
“
官
産
”
的
点
滴
回
憶
」（『
広
州
文
史
資
料
存
稿
選
編
』
第
八
集
、
中
国
文
史
出

版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
六
二
〜
一
六
四
頁
）
を
示
し
た
。
ま
た
李
の
提
供
に
よ
る
一
九
二
三
年

十
月
八
日
広
東
全
省
官
産
清
算
所
所
長
梅
光
培
の
署
名
の
あ
る
公
文
書
は
、
呉
衡
之
が
な
ぜ
梅
に

協
力
を
求
め
た
か
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
梅
光
培
（
一
八
八
三
〜
一
九
四
〇
）
は
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
、
後
に
は
富
裕
な
華
僑
商
人
と
し
て
成
功
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
に
梅
喬
林

ら
と
同
盟
会
シ
カ
ゴ
支
部
を
組
織
し
、
主
要
責
任
者
の
一
人
と
な
っ
た
。
武
昌
蜂
起
の
成
功
後
、

臨
時
大
総
統
府
重
要
機
密
秘
書
と
な
り
、
後
に
大
元
帥
府
資
金
調
達
部
総
裁
を
任
せ
ら
れ
た
。
梅

光
培
は
生
前
、
全
国
禁
煙
（
阿
片
取
締
）
所
長
、
広
東
造
幣
廠
廠
長
、
財
政
庁
長
、
官
産
清
算
所

長
、
戦
時
民
政
庁
特
務
科
長
を
歴
任
し
て
い
る
。
李
の
指
摘
に
よ
れ
ば
「
こ
の
書
簡
に
よ
っ
て
一

九
二
四
年
に
高
剣
父
が
孫
と
陳
の
間
で
態
度
を
決
め
か
ね
て
い
た
こ
と
と
、
政
治
か
ら
完
全
に
は

切
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
高
自
身
も
各
種
の
人
脈
を
通
じ
て
不
動
産
に
投
資
し
賃
料

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
記
事
を
掲
載
。「
中
国
芸
術
展
：
ジ
ェ
ッ
セ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」。
こ
の
時
は
王

立
ア
ジ
ア
協
会
で
展
示
さ
れ
、
ヒ
ン
ク
リ
ー
（F. E. H

inckley

）
博
士
の
挨
拶
が
あ
り
、
上
海
は

美
術
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
堂
に
会
す
る
場
所
と
し
て
素
晴
ら
し
い
と
述
べ
た
と
あ
る
。
だ
が

こ
の
件
に
つ
い
て
は
中
国
語
の
新
聞
記
事
は
未
確
認
で
あ
る
。

（
28
）
こ
れ
は
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
が
一
九
一
四
年
四
月
に
記
し
た
『
中
華
名
画
』
の
「
自
序
」
で
は
な

く
「
弁
言
（Introducion

）」
で
あ
る
。

（
29
）
洪
再
新
「
古
画
交
易
中
的
芸
術
理
想

︱
呉
昌
碩
、
黄
賓
虹
与
『
中
華
名
画
：
史
徳
匿
蔵
品
複

印
件
』
始
末
」、
盧
輔
聖
編
『
海
派
絵
画
研
究
文
集
』、
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
五
九

七
〜
六
三
五
頁
。

（
30
）
註
25
に
同
じ
。
徐
珂
『
清
稗
類
鈔
』
の
「
英
国
人
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
蔵
古
陶
磁
」
の
項
目
は
明

ら
か
に
『
中
華
名
画
』
の
黄
賓
虹
の
序
文
「
深
明
画
理
、
貫
徹
禅
宗
（
絵
画
に
深
く
通
じ
、
仏
教

に
精
通
す
る
）」
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
31
）
註
23
に
同
じ
。

（
32
）
筆
者
論
文
。Z

aixin H
ong, “A

n Entrepreneur in an A̒
dventurerʼ s Paradise̓

: Star Talbot and 

H
is Innovative C

ontributions to the A
rt Business of M

odern Shanghai.” in Looking M
odern: 

East A
sian Visual C

ulture from
 the Treaty Ports to W

orld W
ar II. Edited by Jennifer Purtle and 

H
ans Th

om
sen. C

hicago: U
niversity of C

hicago A
rt M

edia R
esources, 2009, pp.85-105.

（
33
）
『
時
報
』
三
月
十
四
日
。

（
34
）
見
学
者
は
唐
少
川
、
甘
翰
丞
、
労
敬
修
、
張
聿
光
、
黄
樸
存
（
賓
虹
）、
李
仲
干
、
徐
仲
可
、

楊
雪
瓊
、
雪
玖
、
雪
珍
及
び
西
洋
人
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
等
で
あ
っ
た
。

（
35
）
一
九
一
二
年
六
月
四
日
『
時
報
』「
中
国
古
画
展
覧
会
」
広
告
を
参
照
。「
本
院
は
当
地
上
海
在

住
ド
イ
ツ
人
収
蔵
家
マ
ン
ハ
イ
ト
弁
護
士
の
御
厚
意
に
よ
り
、
中
国
古
画
数
百
点
を
借
用
い
た
し

ま
す
。
均
し
く
清
内
府
あ
る
い
は
大
収
蔵
家
の
蒐
集
に
な
る
秘
宝
、
驚
異
の
品
々
、
お
目
に
か
か

れ
ぬ
逸
品
揃
い
。
太
陽
暦
六
月
七
、
八
、
九
日
（
即
ち
旧
暦
四
月
二
十
二
、
三
、
四
日
）
の
三
日

間
、
午
後
二
時
よ
り
七
時
ま
で
当
院
に
て
陳
列
し
、
内
外
の
紳
士
淑
女
に
ご
覧
頂
く
も
の
。
上
海

の
上
流
の
奥
様
方
に
は
目
利
き
の
大
家
少
な
か
ら
ず
、
是
非
と
も
当
日
博
物
院
本
院
に
お
運
び
下

さ
い
ま
せ
。
入
場
券
は
お
一
人
様
一
元
、
皆
様
の
お
い
で
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
上

海
博
物
院
謹
白
。」
黄
賓
虹
は
一
九
四
三
年
十
二
月
十
四
日
に
傅
雷
に
あ
て
た
書
簡
の
中
で
以
下

の
よ
う
に
記
し
た
。「
二
十
年
前
、
愚
公
（
宣
哲
）
に
黄
浦
灘
の
と
あ
る
ク
ラ
ブ
に
呼
ば
れ
た
こ

と
あ
り
。
入
場
券
は
一
枚
二
、
三
十
元
、
全
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
り
。」

こ
こ
で
の
「
二
十
年
前
」
は
「
三
十
年
前
」
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。
二
、
三
十
元
の
入
場
券
も

ま
た
大
袈
裟
な
誇
張
と
思
わ
れ
る
。

（
36
）
註
1
に
同
じ
。
ま
た
「
南
社
構
成
員
名
簿
」（
柳
亜
子
『
南
社
紀
略
』
よ
り
採
録
。
付
し
た
ア
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商
務
、
翻
訳
、
中
国
美
術
と
世
界
文
学

75

要
訣
を
示
し
精
密
な
る
奥
義
を
翻
訳
す
る
者
が
い
な
け
れ
ば
、
外
国
人
は
ま
た
ど
う
し
て
こ
れ
を

研
究
で
き
よ
う
も
の
か
。
呉
杏
芬
女
史
は
、
も
と
よ
り
丹
青
を
よ
く
し
、
外
国
人
に
重
ん
じ
ら
れ

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
の
十
八
名
勝
図
冊
は
諸
名
家
の
筆
法
を
臨
模
し
、
極
め
て
得
が
た
い
。

（
中
略
）
私
は
呉
衡
之
先
生
と
二
十
余
年
の
交
わ
り
を
経
て
、
先
生
を
最
も
深
く
知
る
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
数
語
を
記
し
そ
の
一
端
を
述
べ
た
。
民
国
八
年
十
一
月
、
上
虞
許
家
惺
黙
斎
、
北
上

海
の
二
悲
室
寓
盧
に
て
記
す
。」

（
49
）
原
文H

e is already know
n in the w

orld of art by his assistance in the com
pilation of M

r. E. 

A
. Strehlneek’s C

hinese Pictorial Art. Shanghai, 1919.

（
50
）
同
書
表
紙
に
箔
押
し
さ
れ
た
英
文
に
よ
れ
ば
、
カ
タ
ロ
グ
中
の
絵
画
作
品
は
唐
熊
の
所
有
で
あ

り
、
そ
の
住
所
は
上
海
フ
ラ
ン
ス
租
界
自
来
火
行
東
街
（
現
在
の
永
寿
路
）
一
三
六
号
で
あ
る
。

こ
の
た
め
陳
の
序
文
は
以
下
の
よ
う
に
強
調
し
た
。「
こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
は
、
作
品
は
存

命
の
画
家
に
よ
り
制
作
さ
れ
、
ま
た
そ
の
子
息
に
よ
り
所
有
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な

（
真
偽
鑑
定
の
）
困
難
と
不
合
理
は
完
全
に
除
去
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
あ
る
画
家
は
風
景
、

花
、
宗
教
的
人
物
、
木
、
鳥
等
々
の
特
定
の
一
つ
の
主
題
に
特
化
す
る
事
が
多
い
。
だ
が
こ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
こ
れ
ら
全
て
の
画
題
が
様
々
な
古
典
を
学
ん
だ
一
人
の
画
家
に
よ
っ
て
制
作
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
本
書
は
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。」（
原
文
英
語
）

（
51
）
「
絵
画
に
関
す
る
中
国
の
記
載
に
よ
れ
ば
最
初
の
画
家
は
女
性
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
中
国

の
歴
史
に
お
い
て
女
性
画
家
は
奇
異
な
も
の
と
さ
れ
、
男
性
画
家
よ
り
も
遙
か
に
少
な
い
。
こ
の

た
め
に
、
絵
を
描
け
る
中
国
女
性
は
よ
り
尊
重
さ
れ
、
そ
の
作
品
は
鑑
賞
さ
れ
て
き
た
。

現
代
中
国
で
最
も
優
れ
た
女
性
画
家
で
あ
る
呉
杏
芬
夫
人
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
四
十
一
点
の
作
品
で
構
成
さ
れ
、
特
別
な
る
価
値
を
有
す
る
。
こ
れ
は
過
去
出
版
さ
れ

た
い
か
な
る
画
冊
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
本
冊
の
特
徴
は
以
下
の
数
行
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。（
中
略
）
本
書
に
お
け
る
作
品
は
半
世
紀
間
も
の
美
術
を
学
ん
で
き
た
女
性
に
よ
る
も
の

で
あ
る
（
後
略
）。」（
原
文
英
語
）

（
52
）
こ
の
こ
と
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
広
東
商
人
施
徳
之
の
耀
華
写
真
館
が
率
先
し
て
女
性
撮
影

者
を
雇
用
し
女
性
顧
客
を
呼
び
集
め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
顧
客
目
線
か
ら
の
発
想

で
あ
っ
た
。
註
32
、
八
九
頁
を
参
照
。『
世
界
繁
華
報
』
一
九
〇
五
年
四
月
八
日
李
伯
元
「
女
性

写
真
」
よ
り
引
用
。

（
53
）
註
20
参
照
。「
こ
の
日
、
男
女
の
来
場
者
に
よ
り
満
席
と
な
っ
た
。
ま
ず
同
校
の
教
員
で
西
洋

学
者
の
何
興
華
君
が
演
説
し
た
。
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
法
は
感
覚
を
捉
え
子
ど
も
を
啓
発
し
、

そ
の
効
果
は
早
く
現
れ
る
。
自
由
に
自
然
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
子
ど
も
自
身
の
天
性

に
よ
っ
て
発
見
し
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ト
教
育
法
と
い
う
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
家
庭
の
責
任

者
た
る
者
、
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
教
育
熱
心
で
面
倒
を
厭
わ
な
い
バ
セ
デ
ィ
夫
人

収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
の
で
、
売
画
や
弟
子
へ
の
教
育
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
た
の

で
は
な
い
。
高
は
何
の
官
職
も
得
て
い
な
か
っ
た
が
、
日
々
の
生
活
は
充
分
に
快
適
で
あ
っ
た
。」

（
43
）
一
九
一
九
年
双
十
節
（
十
月
十
日
）
発
刊
の
『
時
報
』
美
術
週
刊
。
こ
の
文
章
は
ス
ツ
ラ
ヘ
ル

ネ
ク
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
譲
渡
さ
れ
た
い
き
さ
つ
に
関
し
て
、

従
来
の
説
と
食
い
違
う
記
述
を
見
せ
る
。
も
し
も
そ
れ
が
呉
衡
之
の
把
握
し
て
い
た
内
幕
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
古
画
出
洋
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
よ
り
史
実
に
近
い
可
能
性
が
あ
る
。

（
44
）
こ
の
時
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
は
京
都
に
行
っ
て
い
た
。
布
衣
書
局
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
拍
好

書
に
出
品
さ
れ
た
『
中
華
名
画
』（w

w
w.paihaoshu.com

/detail/4267.htm
l

）
は
、
一
九
一
九
年

九
月
二
十
二
日
に
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
が
京
都
で
其き

日じ
つ

庵あ
ん

な
る
人
物
に
宛
て
贈
呈
し
た
英
文
及
び
和

文
の
署
名
本
で
あ
る
。
受
領
者
は
近
藤
廉
平
（
一
八
四
八
〜
一
九
二
一
、
号
其き

日じ
つ

庵あ
ん

、
日
本
郵
船

会
社
第
三
代
社
長
、
貴
族
院
男
爵
議
員
）、
あ
る
い
は
杉
山
茂
丸
（
一
八
六
四
〜
一
九
三
五
、
戯

号
其そ

の

日ひ

庵あ
ん

、
政
治
運
動
家
、
実
業
家
、
夢
野
久
作
の
父
）
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
受
領
者
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
後
藤
亮
子
が
協
力
し
た
。

（
45
）
洪
再
新
「
時
人
画
、
古
画
的
現
代
市
場
：
買
弁
収
蔵
家
劉
松
甫
事
跡
考
略
」、『
芸
術
史
研
究
』

第
十
一
輯
、
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
四
八
三
〜
五
一
一
頁
。

（
46
）C

hinese Paintings by M
adam

e W
u H

sing-fen T
he m

ost distinguished paintress of m
odern 

C
hina, edited by C

h’en K
uo-C

h’uan. Shanghai, A
ugust 15. 1915.

（
47
）
陳
国
権
は
明
ら
か
に
『
中
華
名
画
』
掲
載
作
品
の
真
偽
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
い
た
。
贋

作
制
作
の
一
般
的
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
陳
は
『
中
華
名
画
』
の
真
偽
に
つ
い
て
、
直
接
間

接
に
論
じ
て
い
る
。
一
面
で
は
陳
は
隠
喩
的
な
表
現
を
用
い
、
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
が
中
国
古
画
に

つ
い
て
の
国
際
市
場
の
無
知
を
利
用
し
、
大
量
の
贋
作
で
世
を
欺
い
た
こ
と
を
批
評
し
た
。
別
の

面
で
は
、
彼
は
『
中
華
名
画
』
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
ず
、
た
だ
イ
ギ
リ
ス
の
中
国
学
者
ハ
ー

バ
ー
ト
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ
（H

erbert G
iles

、
一
八
四
五
〜
一
九
三
五
）
のAn Introduction to the 

H
istory of C

hinese Pictorial Art

と
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
中
国
学
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヒ
ル
ト

（Friedrich H
irth

、
一
八
四
五
〜
一
九
二
七
）
のScraps from

 a C
ollector’s N

ote Book

だ
け
を
認

め
、
中
国
人
の
眼
か
ら
見
て
、
彼
ら
の
著
述
は
一
分
の
隙
も
な
く
正
確
で
信
頼
で
き
る
と
述
べ

た
。

（
48
）
「
我
が
中
国
の
古
画
は
早
く
か
ら
欧
米
の
人
々
に
尊
重
さ
れ
、
巨
額
で
買
い
求
め
ら
れ
て
き
た
。

名
品
が
手
に
入
ろ
う
も
の
な
ら
宝
物
を
得
た
と
ば
か
り
著
書
を
出
版
し
て
そ
の
い
わ
れ
を
説
明

し
、
作
品
写
真
を
撮
影
し
て
こ
れ
を
広
め
、
同
好
の
士
に
公
開
す
る
。
そ
の
珍
蔵
す
る
も
の
は
極

め
て
豊
富
、
唐
宋
の
名
画
、
古
代
の
青
緑
山
水
か
ら
元
四
大
家
ま
で
、
数
多
を
網
羅
し
広
く
蒐

集
、
当
代
名
手
の
作
も
ま
た
探
し
求
め
て
蓄
え
る
。
実
に
多
彩
で
無
い
も
の
は
な
い
。
こ
れ
に

よ
っ
て
知
れ
る
の
は
外
国
人
に
よ
る
我
が
国
の
古
画
嗜
好
の
深
さ
で
あ
る
が
、
も
し
そ
の
変
化
の
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美
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研
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に
、
会
の
人
間
を
代
表
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
、
と
。」

（
54
）
こ
れ
は
陳
国
権
の
「
中
国
文
芸
復
興
観
」（『
中
国
近
世
女
界
大
画
家
呉
杏
芬
画
』
序
文
）
と
も

符
合
す
る
。
呉
衡
之
は
『
中
華
名
勝
図
説
』
序
文
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
更
に
、
現
今
中

国
の
女
性
芸
術
家
は
非
常
に
少
な
い
た
め
、
彼
女
た
ち
を
激
励
し
、
ま
た
こ
の
重
要
な
テ
ー
マ
に

取
り
組
む
よ
う
人
々
を
促
す
た
め
に
、
本
書
は
英
語
と
中
国
語
の
二
つ
の
言
語
で
出
版
さ
れ
て
き

た
。
一
国
の
将
来
は
そ
の
理
想
の
実
現
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
真
な
る
芸
術
家
が
最
高

に
し
て
最
良
の
理
想
を
魅
力
的
な
形
で
生
み
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
が
行
動
す
る
よ
う
啓
発

し
、
人
々
を
現
状
よ
り
改
善
す
べ
く
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

現
時
点
の
中
国
は
突
然
の
変
化
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
真
な
る
芸
術
家
の
義
務
は

大
き
い
。
中
国
に
お
け
る
文
芸
復
興
の
実
現
は
、
中
国
の
思
想
文
学
芸
術
に
精
通
し
た
芸
術
家
に

か
か
っ
て
い
る
。
中
国
芸
術
は
常
に
倫
理
的
な
教
え
を
課
し
、
人
格
的
理
想
を
示
し
て
き
た
。
そ

し
て
こ
の
目
的
は
新
し
い
芸
術
流
派
に
お
い
て
も
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
原
文
英
語
）

（
55
）
「
我
々
は
卓
越
し
た
芸
術
に
敬
意
を
表
し
、
ま
た
中
国
人
学
者
で
あ
るH

.C
.W

olfe

（
呉
衡
之
）

氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
こ
の
作
品
群
は
同
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
人
々
に
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。」（
原
文
英
語
）

（
56
）
同
書
英
文
に
よ
るN

ote

。

（
57
）
「
壬
戌
仲
春

呉
佩
孚

洛
陽
軍
官
署
に
て
記
す
」

（
58
）
上
海
総
領
事
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
の
在
任
期
間
（
一
九
一
八
年
十
月
〜
二
〇
年
九
月
、
二
一
年
三
月

〜
二
六
年
十
一
月
、
三
一
年
四
月
〜
三
五
年
十
二
月
の
三
回
）
か
ら
、
呉
衡
之
と
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム

の
交
際
の
時
期
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
呉
衡
之
は
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
（
一
般
的
中
国
語

表
記
：
克
寧
翰
、
字
義
はpeace

m
aker

）
の
中
国
語
名
を
「
克
銀
漢
（
字
義
はm

oney
m

aker

）」

と
訳
し
た
。
翻
訳
者
と
し
て
商
業
へ
の
愛
着
を
強
調
し
、
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
の
職
務
が
確
実
に
果
た

さ
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
59
）
呉
杏
芬
の
作
品
は
多
く
の
国
際
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
国
現
代
絵
画
が
世
界
に
向

か
う
一
つ
の
新
形
式
で
あ
っ
た
。

（
60
）
チ
ャ
ピ
ン
は
早
く
も
一
九
二
二
年
に
学
術
誌
『
ア
ー
ト
・
ブ
レ
テ
ィ
ン
』
に
日
本
の
根
付
を
論

じ
る
文
章
を
発
表
し
（
“Them

es
of

the
Japanese

N
etsuke

C
arver

”,Th
e Art Bulletin,

Vol5,

N
o.1

（1922

）,pp.1021

）、
一
九
四
〇
年
に
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
王
朝

の
護
符
と
し
て
の
宝
剣
の
研
究
に
よ
り
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
（Tow

ard the study of the 

sw
ord as dynam

ic talism
an: the Feng-ch’eng pair and the sw

ord of H
an K

ao Tsu, Ph.D
. Th

esis/

dissertation in D
epartm

ent of O
riental Languages and Literatures, U

niversity of C
alifornia, 

Berkeley, 1940

）。
チ
ャ
ピ
ン
は
仏
教
絵
画
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
残
し
て
お
り
、
特
に

大
理
国
の
張
勝
温
に
よ
る
梵
画
像
長
巻
の
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
（
“A long roll of Buddhist 

im
ages”, R

evised by A
lexander C

. Soper. Forew
ord and excuses on the text of the N

an C
hao 

t’u-chuan by A
lexander C

. Soper. Artibus A
siae. 1972, p.142

）。

（
61
）
「
呉
杏
芬
夫
人
に
よ
る
山
水
画
は
本
書
で
再
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
中
国
古
代
絵
画
の
伝
統
的

様
式
に
合
致
し
て
い
る
。
そ
の
作
品
は
作
家
精
神
に
お
い
て
も
ま
た
格
調
高
い
詩
文
に
お
い
て
も

過
去
と
の
継
続
性
を
も
つ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
生
き
生
き
と
生
命
力
を
も
っ
て
描
か
れ

て
い
る
。
ご
つ
ご
つ
し
た
山
や
そ
び
え
る
松
、
瀑
布
や
繊
細
な
竹
叢
な
ど
、
中
国
山
水
画
の
美
し

い
要
素
が
名
高
い
物
語
の
景
を
見
る
者
の
た
め
に
そ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
描
か
れ
た
景
に
は
、
優

れ
た
中
国
人
学
者
で
あ
る
呉
衡
之
氏
に
よ
っ
て
中
国
語
と
英
語
の
説
明
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

呉
氏
は
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
様
式
と
そ
の
様
式
の
創
始
者
の
簡
潔
な
伝
記
的
説
明
も
付
し
て

い
る
。」（
原
文
英
語
）

（
62
）
胡
適
は
一
九
二
一
年
七
月
二
十
三
日
の
日
記
（『
胡
適
日
記
全
集
』、
聯
経
出
版
公
司
、
台
北
、

二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
王
雲
五
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。「
王
氏
は
昔
私
に
英
語
を
教
え
て
く

れ
た
。
氏
は
完
全
に
独
学
に
よ
っ
て
成
功
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
読
書
量
は
最
も
多
く
最
も
博

識
で
あ
る
。
自
宅
に
所
蔵
す
る
西
洋
の
本
は
一
万
二
千
冊
、
中
国
語
の
本
も
少
な
く
な
い
。
氏
は

道
徳
も
極
め
て
高
く
、（
中
略
）そ
の
学
問
道
徳
は
今
日
に
お
い
て
比
類
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

氏
は
今
年
三
十
四
歳
で
、
毎
日
必
ず
百
頁
、
外
国
語
の
本
を
読
む
と
い
う
。」

（
63
）
王
中
秀
が
抄
写
し
た
『
商
務
印
書
館
編
訳
所
職
員
名
録
』
の
コ
ピ
ー
（
原
本
は
一
九
〇
五
年
か

ら
一
九
三
〇
年
の
間
に
在
職
し
た
全
人
分
の
人
事
記
録
）
に
よ
れ
ば
、
商
務
印
書
館
が
同
社
入
社

後
に
各
人
に
対
し
て
作
成
し
た
人
事
記
録
は
、
社
員
本
人
が
記
入
し
た
も
の
で
は
な
い
。「
五
七

六

呉
秉
鈞
、
号
衡
之
、
年
齢
五
十
一
歳
。
広
東
省
香
山
県
籍
。
到
着
年
月
日
：
十
一
年
一
月
三

日
。
紹
介
者
：
王
岫
盧
（
雲
五
）。
給
与
額
：
一
百
元
。
住
所
：
閘
北
華
興
里
四
弄
一
七
〇
号
。

記
事
：
惜
余
中
西
学
校
、
南
洋
商
業
公
学
校
長
を
二
十
八
年
間
歴
任
、
ま
た
『
華
英
合
文
報
』
主

筆
を
務
め
る
。」『
華
英
合
文
報
』
に
つ
い
て
は
不
詳
。
王
中
秀
は
こ
れ
に
つ
い
て
王
雲
五
が
恩
師

を
入
所
さ
せ
る
た
め
に
偽
装
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
説
を
と
る
が
、
そ
の
当
否
は
い
ま
だ
不

明
で
あ
る
。

（
64
）
王
中
秀
の
二
〇
〇
九
年
八
月
十
八
日
付
筆
者
宛
書
簡
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
黄
賓
虹
の
子
息
の
配

偶
者
、
羅
時
敏
（
一
九
〇
七
〜
二
〇
一
八
）
の
言
葉
で
あ
る
。
羅
は
『
商
務
印
書
館
編
訳
所
職
員

名
録
』
の
最
後
に
記
載
さ
れ
た
職
員
で
あ
っ
た
。

（
65
）
註
63
に
同
じ
。
ま
た
『
商
務
印
書
館
総
公
司
同
人
録
』（
一
九
二
三
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
雑

纂
部
：
何
公
敢
、
黄
幼
希
、
江
練
百
、
沅
淑
清
、
戴
俊
甫
、
呉
衡
之
、
兪
韌
之
、
朱
時
隽
、
唐
旦

初
、
程
選
公
、
林
滬
生
、
高
晴
川
、
童
卓
漢
、
銭
漱
六
、
孟
紫
瑚
、
孫
衛
瞻
、
高
九
香
、
夏
粋

若
、
何
崇
齢
。『
涵
芬
楼
書
話
』

︱
孔
夫
子
旧
書
網w

w
w.kongfz.com

/blog/blog.

php?do=show
one&

tid=2674

︱
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
日
訪
問
。（
二
〇
二
〇
年
現
在
確
認
不
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商
務
、
翻
訳
、
中
国
美
術
と
世
界
文
学

77

G
olden Lion, C

hicago: A
.C

. M
cC

lurg &
 C

o., 1923.

以
下
の
電
子
版
も
参
照
。

http://gutenberg.net.au/ebooks01/0100271h.htm
l

（
72
）
一
九
二
八
年
六
月
十
六
日
『
申
報
』
第
七
頁
の
商
務
印
書
館
広
告
に
は
、
三
冊
、
二
六
二
頁
、

定
価
七
角
と
あ
る
。

（
73
）
「
陳
黙
盦
と
呉
衡
之
、
招
飲
し
賦
を
贈
る
」
と
し
て
『
胡
懐
琛
詩
歌
叢
稿
』（
商
務
印
書
館
、
一

九
二
六
）
に
収
録
。
ま
た
「
陳
黙
盦
と
呉
衡
之
に
再
示
す
」
の
詩
も
あ
る
。「
独
搔
短
鬂
問
蒼
天

／
乱
世
能
狂
已
算
賢
。
双
十
韶
華
真
艸
艸
／
重
陽
風
雨
自
年
年
。
琴
樽
聊
与
抒
孤
憤
／
蔬
果
無
妨

証
夙
縁
。
疏
散
我
慚
詩
筆
拙
／
墨
痕
黯
淡
不
能
鮮
。」

（
74
）
胡
憲
生
の
他
に
も
一
九
四
六
年
に
上
海
百
新
書
店
は
章
鐸
声
（
一
九
一
〇
〜
一
九
八
四
）
訳
の

『
人
猿
泰
山
（
タ
ー
ザ
ン
）』
シ
リ
ー
ズ
第
一
集
の
第
四
回
『
泰
山
之
子
（
タ
ー
ザ
ン
の
子
）』
を

出
版
し
た
。
奥
付
に
あ
る
同
シ
リ
ー
ズ
第
一
集
の
目
次
は
以
下
の
通
り
。『
人
猿
泰
山
（
タ
ー
ザ

ン
）』『
泰
山
情
侶（
タ
ー
ザ
ン
の
恋
人
）』『
泰
山
伏
虎（
タ
ー
ザ
ン
虎
を
倒
す
）』『
泰
山
之
子（
タ
ー

ザ
ン
の
子
）』『
泰
山
得
宝
（
タ
ー
ザ
ン
の
宝
探
し
）』『
獣
王
泰
山
（
獣
の
王
タ
ー
ザ
ン
）』『
泰
山

蒙
難
（
タ
ー
ザ
ン
受
難
）』『
泰
山
出
険
（
タ
ー
ザ
ン
危
機
一
髪
）』『
泰
山
調
獅
（
ラ
イ
オ
ン
を
従

え
る
タ
ー
ザ
ン
）』『
泰
山
漫
画
小
人
国
（
小
人
の
国
の
タ
ー
ザ
ン
）』。

（
75
）
香
港
の
『
泰
山
野
人
記
（
タ
ー
ザ
ン
）』
は
一
九
六
一
年
に
泰
山
書
局
よ
り
八
編
出
版
さ
れ
た
。

各
編
の
タ
イ
ト
ル
は
一
九
三
八
年
の
商
務
印
書
館
『
野
人
記
（
タ
ー
ザ
ン
）』
十
編
の
始
め
の
八

編
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
台
湾
で
は
、
翻
訳
偵
探
事
務
所
の
ブ
ロ
グ
「
タ
ー
ザ
ン
の
来
歴
の
謎

︱
啓
明
書
局
の
泰
山
伏
虎
」（http://tysharon.blogspot.com

/2013/04/blog-post_8585.htm
l

）

と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
記
事
「
野
人
記
か
ら
泰
山
故
事
へ
」（https://w

w
w.facebook.com

/

FanYiZ
henTanShiW

uSuo/posts/1005630779527152/

）
が
タ
ー
ザ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
中
国
語
訳

版
本
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
76
）
「
故
事
中
国
網
」二
〇
一
八
年
六
月
二
十
七
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
中
国
大
陸
で
は
初
の
シ
リ
ー

ズ
完
訳
挿
画
本
と
な
る
「
人
猿
泰
山
（
タ
ー
ザ
ン
）」
全
二
十
五
編
が
上
海
文
芸
出
版
社
と
上
海

故
事
会
文
化
メ
デ
ィ
ア
有
限
会
社
の
編
集
に
よ
り
出
版
さ
れ
る
運
び
と
い
う
。

http://w
w

w.storychina.cn/frm
O

nlineStory_D
etail.aspx?ID

=2734

（
77
）
胡
憲
生
は
『
新
学
制
初
級
中
学
教
科
書
：
英
文
法
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
六
年
）
を
編
集
。

こ
れ
を
一
九
二
三
年
に
胡
とH

.
L.

H
argrove

が
共
同
編
集
し
た
『
新
学
制
初
級
中
学
：
英
文
文

法
合
編
』（
王
雲
五
序
文
、
商
務
印
書
館
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
はhttp://w

w
w.bookinlife.net/book-

293503-view
pic.htm

l

）
と
比
較
す
る
と
、
中
国
の
英
文
教
育
の
進
展
が
見
て
と
れ
る
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
白
話
の
普
及
に
役
立
っ
た
。

（
78
）
張
中
良
『
五
四
文
学
：
新
与
旧
』
秀
威
資
訊
科
技
出
版
、
台
北
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
九
頁
。

陳
慶
『
従
帝
国
叙
事
到
“
美
猴
王
”
奇
観

︱
論
「
人
猿
泰
山
」
的
早
期
中
訳
本
「
野
人
記
」』、『
文

可
）

（
66
）
兪
剣
華
（
一
八
九
五
〜
一
九
七
九
）
は
一
九
四
八
年
一
月
に
『
美
術
年
鑑
』
序
文
に
お
い
て
回

顧
し
た
。「
欧
米
諸
国
や
日
本
で
は
よ
く
こ
の
種
の
美
術
年
鑑
の
出
版
が
あ
る
が
、
中
国
で
は
ま

だ
見
ら
れ
ぬ
よ
う
だ
、
否
、
ま
る
で
聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
民
国
十
八
、
九
年
（
一
九
二
九
、
三

〇
）
頃
か
、
老
友
黄
賓
虹
氏
が
神
州
国
光
社
を
引
き
継
ぎ
、『
美
術
年
鑑
』
の
編
集
出
版
を
提
議

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
も
無
償
で
編
集
計
画
に
参
与
し
た
も
の
だ
が
、
編
集
が
困
難
だ
っ
た
の

と
、
神
州
国
光
社
も
そ
の
う
ち
変
質
し
黄
氏
が
同
社
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
美
術
年
鑑
の
出

版
計
画
は
束
の
間
の
あ
だ
花
さ
え
咲
か
す
こ
と
な
く
、
影
も
形
も
な
く
消
え
て
し
ま
っ
た
。」
王

扆
昌
主
編
『
美
術
年
鑑
』、
一
九
四
八
年
本
の
翻
刻
、
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、

一
三
〜
一
四
頁
。

（
67
）
編
集
者
の
顔
ぶ
れ
は
、
文
元
模
、
李
希
賢
、
呉
衡
之
、
周
昌
寿
、
林
癸
、
胡
嘉
詔
、
程
選
公
、

鄭
貞
文
、
謝
六
逸
、
戴
鴻
儒
、
羅
鼎
、
顧
寿
白
。

（
68
）
張
明
華
『
中
国
字
典
詞
典
史
話
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
八
年
）
第
六
章
「
近
現
代
字
典
詞

典
的
変
遷
和
革
新
」
を
参
照
。

（
69
）
退
翁
呉
衡
之
訳
述
、
胡
寄
塵
懐
琛
校
訂
『
最
近
名
家
小
説
訳
叢
』
上
下
冊
、
商
務
印
書
館
、
小

説
世
界
叢
刊
、
一
九
三
一
年
。
訳
本
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
英
文
で
の
説
明
は
以
下
の
通
り
。Th

e 

story W
orld Series. Translations From

 the Best C
ontem

porary Short Stories. Translated by 

Tui W
eng. Edited by H

u H
uai C

hen. Published by Y. W
. W

ong. 1st ed., M
ay, 1931.

原
書
はTh

e best continental short stories of 1923-1924: and the yearbook of the continental short 

story. Edited by R
ichard Eaton, Boston: Sm

all, M
aynard, 1924. 452 pages.

こ
の
訳
本
は
『
中
国
現
代
文
学
総
書
目

翻
訳
文
学
巻
』（
賈
植
芳
編
、
知
識
産
権
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
総
書
目
は
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で

に
中
国
で
翻
訳
出
版
さ
れ
た
外
国
文
学
作
品
を
詩
歌
・
散
文
・
小
説
・
戯
曲
の
四
種
に
分
け
て
収

録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
70
）
安
徳
森
著
、
退
翁
呉
衡
之
訳
述
『
帰
来
』、
商
務
印
書
館
、
小
説
世
界
叢
刊
一
、
一
九
三
一
年
。

原
書
はO

. H
enry M

em
orial Aw

ard Prize Stories of 1925, C
hosen by the Society of A

rts and 

Sciences, G
arden C

ity, N
Y: D

oubleday, Page &
 C

om
pany, 1926; Th

e Best short stories of 1925: 

and the Yearbook of the Am
erican short story, edited by Edw

ard J O
’brien, B

oston: Sm
all. 

M
aynard &

 C
o., 1926.

当
資
料
は
筆
者
が
所
属
す
る
ピ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
サ
ウ
ン
ド
大
学
図
書
館

の
副
館
長LoriR

icigliano

女
史
の
御
教
示
に
よ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
71
）Tarzan and the G

olden Lion, N
ew

 York: G
rosset &

 D
unlap, 1923, 333 pages. 

こ
れ
は
最
初
に

出
版
さ
れ
た
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
、J.

A
llen

St.
John

（
一
八
七
二
〜
一
九
五
七
）
に
よ
る
八
枚
の

挿
画
を
収
め
る
。
同
年
の
う
ち
に
他
社
か
ら
も
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
が
出
た
。Tarzan and the 
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guilar

In
the

w
inter

ofw
ar

/
H

er
M

ajesty,M
arie,Q

ueen
ofR

um
ania

Th
e

violoncello
/

J.A
.Bratesco-Voinesti

Th
e

child
/

Vsevolod
Ivanoff

C
aptain

Rybnikoff
/

A
lexandre

K
uprine

Bielokonskoie
/

Boris
Pilniak

Sunset
/

V.Blasco
Ibanez

Th
eodore

/
G

ustav

（G
ustaf

）H
ellström

Th
e

peach
garden

/
R

esik
H

alid

Th
e

grey
donkey

/
R

esik
H

alid

Th
e

Beggar
ofA

lcazar
/

K
onrad

Bercovici

（
84
）
一
九
四
七
年
、
ベ
ル
コ
ヴ
ィ
チ
は
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
（C

harlie C
haplin

、
一
八

八
九
〜
一
九
七
七
）
と
映
画
『
独
裁
者
』
の
脚
本
の
著
作
権
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
し
勝
訴
し
た
。

C
haplin, M

y Autobiography, N
ew

 York: Sim
on &

 Schuster,1964.

（
85
）
編
者
イ
ー
ト
ン
に
よ
る
翌
年
（
一
九
二
四
年
七
月
〜
二
五
年
七
月
）
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
序
言
、

短
編
小
説
を
出
版
す
る
雑
誌
社
の
住
所
、
重
要
な
短
編
小
説
作
家
の
略
伝
、
こ
の
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
の
短
編
小
説
の
索
引
を
付
し
、
こ
こ
で
も
「
世
界
文
学
」
の
理
念
を
体
現
し
て
い
る
。

（
86
）
前
註
、
一
六
頁
。

（
87
）
前
註
、
一
二
〜
一
三
頁
。

（
88
）
註
70
参
照
。

（
89
）
註
58
、
60
参
照
。

（
90
）
『
時
報
』
一
九
一
四
年
六
月
五
日
、「
務
商
中
学
祖
餞
薩
督
弁
志
盛
（
務
商
中
学
に
よ
る
薩
督
弁

の
壮
行
会
盛
大
に
）」。

（
91
）
『
時
報
』
一
九
一
四
年
六
月
一
日
「
務
商
中
学
第
一
回
運
動
会
志
」。

（
92
）
『
時
報
』
一
九
一
四
年
十
一
月
十
一
日
の
記
事
「
精
武
体
操
会
卒
業
式
」
と
同
月
十
四
日
の
運

動
会
に
つ
い
て
の
十
三
日
の
予
告
記
事
「
務
商
中
学
第
二
回
運
動
会
」
か
ら
、
武
術
を
愛
好
す
る

広
東
人
の
気
風
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
「
精
武
」
の
語
は
身
体
鍛
錬
を
広
く
指
す

こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
「
精
武
会
」
と
直
接
の
関
連
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
指
摘
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
は
一
九
三
四
年
六
月
の
申
報
の
記
事
「
潘
飛
声
葬
儀
費
用
調
達
の
た
め
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
代
理
売
却
記
念
券
発
行
」
に
施
徳
之
の
名
が
出
る
一
方
、
名
声
あ
る
呉
衡
之
の
名
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
点
で
呉
は
逝
去
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
註
1
を
参
照
。

（
93
）
註
32
を
参
照
。

（
94
）
同
号
に
は
黄
賓
虹
「
桂
游
日
記
」（
未
完
）
が
発
表
さ
れ
、
呉
衡
之
と
老
友
黄
賓
虹
の
関
係
が

学
評
論
』、
二
〇
一
八
年
五
期
、
六
七
〜
七
四
頁
。

（
79
）
『
野
人
記
（
タ
ー
ザ
ン
）』
各
編
の
物
語
は
、
各
回
に
内
容
概
略
風
の
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
中
国

文
学
の
章
回
体
の
形
式
で
中
国
語
訳
す
る
の
に
適
し
て
い
た
。
例
え
ば
李
毓
芬
訳『
獣
王
豪
傑
録
』

（
邦
題
タ
ー
ザ
ン
の
密
林
物
語
）
第
一
回
「
醋
海
風
波
幾
成
巨
敵

情
場
潦
倒
頓
悟
前
因
」、
張
碧

梧
訳
『
重
圓
記
』（
恐
怖
王
タ
ー
ザ
ン
）
第
一
回
「
茹
苦
含
辛
天
涯
覓
妻
子

出
生
入
死
林
畔
救

奇
人
」、
張
桐
館
訳
『
倭
城
歴
険
記
』（
タ
ー
ザ
ン
と
蟻
人
間
）
第
九
回
「
忽
小
忽
大
聞
言
驚
妙
策

是
虚
是
実
刺
臂
探
真
情
」
等
、
そ
れ
ぞ
れ
対
句
形
式
で
字
数
を
揃
え
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
80
）
中
国
国
家
数
字
図
書
館
︱
民
国
図
書
︱
『
宝
窟
生
還
記
』

http://m
ylib.nlc.cn/w

eb/guest/search/m
inguotushu/m

edaD
ataD

isplay?m
etaD

ata.

id=4957837&
m

etaD
ata.lId=2392038&

IdLib=40283415347ed8bd0134834eef150010

（
81
）http://w

w
w.erbzine.com

/m
ag5/0591.htm

l

（
82
）https://w

w
w.douban.com

/group/topic/42878702/

（
83
）
註
69
参
照
。
全
三
十
一
編
の
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
通
り
。
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三
五

商
務
、
翻
訳
、
中
国
美
術
と
世
界
文
学

79

N
um

ber 10, June 2014.

https://arthistoriography.files.w
ordpress.com

/2014/06/hong.pdf

（
2
）
原
文
「
別
文
氏
」、
こ
こ
で
は
別
発
印
書
館
即
ち
ケ
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
商
会
（K

elly
&

W
alsh,Ltd.

）
を
指
す
。
同
商
会
は
一
八
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
洋
書
出
版
社
で
、
上
海
を
中
心

に
、
香
港
や
横
浜
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
拠
点
を
置
き
、
多
方
面
に
わ
た
る
欧
文
（
主
に
英
文
）

書
籍
を
出
版
し
た
。
著
者
の
教
示
に
よ
れ
ば
呉
衡
之
は
同
社
と
の
関
係
が
深
く
、
後
述
の
『
中
華

名
画
』
の
世
界
各
地
へ
の
流
通
も
同
社
が
担
当
し
た
と
い
う
。

（
3
）
原
文
で
は
重
商
主
義
で
あ
る
が
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
政
策
を
指
す
の
で
は
な
い
た
め
、

誤
解
を
避
け
る
た
め
に
「
文
化
的
重
商
主
義
」
と
訳
し
た
。
筆
者
の
議
論
の
大
前
提
と
し
て
、
商

業
が
中
国
社
会
の
中
で
卑
し
い
も
の
汚
い
も
の
と
し
て
蔑
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
文
脈
が
あ
る
。
当

時
の
中
国
の
儒
教
的
世
界
観
に
お
い
て
は
、
商
人
は
士
農
工
商
の
最
下
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
蔑

視
さ
れ
、
商
人
に
対
す
る
眼
差
し
は
日
本
以
上
に
厳
し
く
冷
た
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
呉
衡

之
の
行
動
原
理
が
商
業
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
て
、
筆
者
は
こ
の
用
語
を

意
識
的
に
用
い
て
い
る
。

（
4
）
ラ
ト
ビ
ア
国
籍
のStrehlneek

（
中
国
語
表
記
：
史
徳
匿
）
の
日
本
語
表
記
に
つ
い
て
は
、
一

九
二
九
年
の
東
京
美
術
俱
楽
部
の
「
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
氏
所
蔵
品
展
観
」
目
録
に
基
づ
き
ス
ツ
ラ

ヘ
ル
ネ
ク
と
す
る
が
、
当
論
考
註
44
に
示
さ
れ
た
一
九
一
九
年
の
英
語
自
署
の
あ
る
資
料
に
は
日

本
語
で
「
ス
ツ
ラ
イ
ネ
ー
ク
」
と
墨
書
（
お
そ
ら
く
自
署
）
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
同
著
者
に
よ
る
以
下
の
先
行
研
究
を

参
照
さ
れ
た
い
。
洪
再
新
著
、
塩
谷
純
訳「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
東
京
へ

︱
二
〇
世
紀
初
頭
、

中
国
古
画
の
国
際
市
場
に
お
け
るE

・A

・
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
の
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
東
京

文
化
財
研
究
所
編『
う
ご
く
モ
ノ
：「
美
術
品
」の
価
値
形
成
と
は
何
か
』平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
、

一
八
五
〜
二
一
四
頁
。

（
5
）
呉
衡
之
に
よ
る
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
「
弁
言
」
の
訳
文
は
簡
潔
か
つ
古
雅
な
文
語
体
で
書
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
訳
出
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
漢
文
の
書
き
下
し
文
で
は
な
く
現
代

日
本
語
に
翻
訳
し
た
。
な
お
抽
象
的
な
内
容
の
た
め
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
に

よ
る
英
文
原
文
も
参
照
し
て
適
宜
訳
語
あ
る
い
は
英
語
を
補
い
、
呉
衡
之
の
用
語
そ
の
ま
ま
で
は

現
代
日
本
語
で
意
味
が
異
な
る
場
合
は
他
の
語
に
言
い
換
え
た
。
角
括
弧
内
は
訳
者
に
よ
る
補
記

で
あ
る
。

（
6
）
中
国
近
代
の
翻
訳
家
、
厳
復
（
一
八
五
三
〜
一
九
二
一
）
が
主
張
し
た
翻
訳
の
三
原
則
。
原
文

に
忠
実
に
（
信
）、
わ
か
り
や
す
く
（
達
）、
美
し
く
適
切
な
言
葉
で
（
雅
）
訳
す
こ
と
を
理
想
と

し
た
。
こ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
呉
衡
之
の
訳
文
は
こ
の
三
原
則
に
忠
実
で
あ
り
、
特
に
リ
ズ
ム

良
く
簡
潔
な
文
語
文
で
の
表
現
能
力
に
は
高
い
文
学
的
素
養
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
現
代
日
本

依
然
良
好
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
95
）
呉
衡
之
『
欧
米
著
名
探
検
家
列
伝
』
序
文
「
友
声
旅
行
団
月
刊
発
行
、
そ
の
撰
述
は
余
に
属
す

…
民
国
一
九
年
六
月
一
日
中
山
県
呉
退
翁
滬
北
退
蔵
盧
に
て
謹
ん
で
記
す
。」
文
の
後
に
呉
杏
芬

夫
人
が
黄
海
松
風
図
に
古
律
詩
を
題
し
、
付
記
し
て
「
図
は
拙
作
『
中
華
名
勝
図
説
』
に
見
ゆ
。

画
法
は
蒼
古
で
黄
鶴
山
樵
の
筆
致
あ
り
。」
ま
た
「
虞
山
に
て
言
子
の
墓
を
謁
し
、
虞
山
を
下
り

尚
湖
に
至
り
て
三
峰
を
回
望
す
（
詩
は
省
略
）。
本
詩
二
章
は
老
友
潘
蘭
史
徵
君
が
虞
山
に
遊
ん

だ
旧
作
で
あ
り
、
続
け
て
著
録
し
た
。
虞
山
の
精
彩
を
一
層
引
き
立
て
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。」
関

連
資
料
に
つ
い
て
は
友
声
旅
行
団
編
『
友
声
旅
行
団
簡
史
』（
友
声
旅
行
団
、
一
九
四
七
年
）
を

参
照
。

（
96
）
趙
元
任
『
従
家
郷
到
美
国

︱
趙
元
任
早
年
回
憶
』（
学
林
出
版
社
、
一
九
九
七
）
最
終
章
「
閑

話
常
州
」、
商
務
印
書
館
経
営
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
論
説
を
参
照
。

http://w
w

w.shuku.net:8082/novels/oversea/jiaxiangm
g/jiaxiangm

g03-08.htm
l

（
二
〇
一
九
年

八
月
一
日
訪
問
）。

訳
者
註

（
1
）
「
ク
ロ
ス
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
は
本
論
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
中
国
語
原
語
は
「
跨
語
境
」、

英
語
で
はcross-context

で
、
共
に
筆
者
洪
再
新
の
重
要
な
キ
ー
タ
ー
ム
で
あ
る
。
十
年
以
上
の

議
論
の
蓄
積
に
よ
り
、「
跨
語
境
」は
中
国
語
世
界
で
は
よ
く
見
か
け
る
術
語
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

日
本
語
へ
の
翻
訳
は
お
そ
ら
く
初
出
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。「
ク
ロ
ス
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
と
は
、

あ
る
言
葉
が
異
な
る
文
脈
（
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
の
中
に
置
か
れ
た
場
合
に
発
生
す
る
意
味
を
捉
ま

え
る
概
念
で
あ
る
。
我
々
は
事
物
・
事
象
を
捉
え
る
と
き
文
脈
化
を
行
う
が
、
そ
れ
は
往
々
に
し

て
単
一
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
過
ぎ
な
い
。
我
々
を
取
り
巻
く
現
実
は
よ
り
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
複

雑
性
を
捉
え
る
た
め
に
、
我
々
は
異
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
政
治
的
に
は
保
守
派
で
あ
っ
た
羅
振
玉
が
人
文
科
学
に
お
い
て
は
最
新
の

学
識
を
備
え
て
い
た
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
扱
う
に
は
、「
ク
ロ
ス
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
有
効
で
あ
る
。
原
語
の
「
跨
」
の
字
義
が
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
で
あ
る
こ
と
は
漢
字
文
化

を
共
有
す
る
日
本
の
読
者
に
も
理
解
さ
れ
や
す
い
が
、「
語
境
」
の
語
感
は
日
本
語
で
は
伝
わ
り

に
く
い
。
む
し
ろ
英
語
のcross-context

と
い
う
概
念
の
方
が
理
解
に
繫
が
る
と
考
え
、
こ
こ

で
は
「
ク
ロ
ス
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
と
し
た
。
た
だ
し
英
語
で
の
議
論
で
は
独
立
し
た
名
詞
と
し
て

で
な
く
、
形
容
詞
的
にcross-contextual approach / perspective / paradigm

な
ど
の
形
で
使
わ

れ
る
概
念
で
あ
る
。
適
切
な
訳
語
に
つ
い
て
は
今
後
の
議
論
を
待
ち
た
い
。

同
概
念
の
更
な
る
理
解
の
た
め
に
は
筆
者
に
よ
る
以
下
の
文
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

H
ong Z

aixin ʻ Jam
es C

ahill and the Study of C
hinese Painting

,̓ Journal of Art H
istoriography, 
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美

術

研

究

四

三

二

号

80

州
立
大
学
図
書
館
蔵

挿
図
14
、
15

呉
衡
之
編
訳
『
中
華
名
勝
図
説
』（
修
訂
版
）、
私
家
出
版
、
一
九
二
六
年

挿
図
16
『
第
一
回
中
国
年
鑑
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
二
四
年
。
香
港
中
文
大
学
図
書
館
蔵

挿
図
17

バ
ロ
ー
ズ
著
・
呉
衡
之
訳
『
宝
窟
生
還
記
（Tarzan and the G

olden Lion

）』
重
版
本
、
奥

付
な
し
、
香
港
中
文
大
学
図
書
館
蔵
。
初
版
本
は
商
務
印
書
館
、
一
九
二
八
年

挿
図
18

バ
ロ
ー
ズ
著
・
胡
憲
生
訳
「
野
人
記
（Tarzan of the A

pes

）」、『
小
説
世
界
』
一
巻
十
二
期
、

商
務
印
書
館
、
一
九
二
三
年
三
月
二
十
三
日

挿
図
19

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
）

挿
図
20

退
翁
呉
衡
之
訳
・
胡
懐
琛
校
訂
『
最
近
名
家
小
説
訳
叢
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
一
年
、

筆
者
蔵

挿
図
21

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
著
・
退
翁
呉
衡
之
訳
『
帰
来
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
一
年
、
香
港
大
学

図
書
館
蔵

挿
図
22

フ
ラ
ン
ス
国
家
図
書
館
蔵

挿
図
23

上
海
図
書
館
上
海
科
学
技
術
情
報
研
究
所「
全
国
報
刊
索
引
」（
民
国
時
期
期
刊
全
文
数
据
庫
）

［
付
記
］

本
研
究
の
調
査
は
二
〇
〇
一
年
に
始
ま
り
、
十
八
年
間
、
筆
者
は
王
中
秀（
一
九
四
〇
〜
二
〇
一
八
）

と
の
交
流
で
切
磋
琢
磨
し
、
得
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
っ
た
。
中
国
語
と
外
国
語
の
文
献
資
料
を
調
査
校

勘
す
る
中
で
驚
き
も
喜
び
も
あ
っ
た
。
呉
衡
之
の
業
績
は
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
早
年
と
晩
年
の
状
況
に

つ
い
て
は
今
も
ま
だ
詳
細
が
不
明
で
あ
る
が
、
呉
が
関
わ
っ
た
範
囲
は
広
く
、
そ
の
影
響
は
深
く
ま
で

及
ん
で
お
り
、
更
に
掘
り
下
げ
る
価
値
が
あ
る
。
研
究
の
完
全
を
期
す
た
め
今
後
も
内
外
の
専
門
家
各

位
に
関
連
情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
資
料
収
集
に
あ
た
り
、
王
曼
隽
、
後
藤
亮

子
、
陶
喩
之
、
曾
四
凱
、
易
東
華
、
張
書
彬
、
童
宇
、Peter W

iedehage

（
林
山
石
）、
蔡
涛
、
王
霖
、

李
若
晴
ら
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
を
表
す
る
。

（Z
aixin H

ong

・
米
国
ピ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
・
サ
ウ
ン
ド
大
学

芸
術
・
美
術
史
学
部
教
授
）

（
ご
と
う

り
ょ
う
こ
・
東
洋
美
術
史
研
究
者
）

※
原
著

洪
再
新
「
務
商
、
翻
訳
、
中
国
芸
術
与
世
界
文
学

︱
中
西
文
化
交
流
的
推
手
呉
衡
之
考
略

（
上
）‒
（
下
）」（『
美
術
学
報
』、
広
州
美
術
学
院
、
二
〇
一
九
年
第
五
期
（
六
〇
〜
七
三
頁
）、
第
六

期
（
七
六
〜
八
五
頁
）。
本
文
は
い
く
つ
か
の
修
訂
を
含
む
改
訂
版
で
あ
る
。

（
本
論
文
は
令
和
二
年
度
海
外
編
集
委
員
に
よ
る
推
薦
論
文
で
あ
る
）

語
へ
の
再
翻
訳
に
よ
っ
て
冗
長
な
表
現
に
変
じ
て
し
ま
っ
た
（「
雅
」
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
）

の
は
日
本
語
翻
訳
者
の
能
力
の
問
題
で
あ
る
。

（
7
）
タ
ー
ザ
ン
シ
リ
ー
ズ
は
日
本
で
も
早
川
書
房
と
創
元
社
か
ら
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
以
下
の
邦
題
の
訳
文
と
し
て
早
川
書
房
版
を
採
用
し
た
（
但
し
註
74
に
関
し
て
は
中
国
語
か

ら
の
直
訳
で
あ
る
）。
な
お
早
川
書
房
版
で
の
作
家
名
の
表
記
は
バ
ロ
ウ
ズ
で
あ
る
。

（
8
）
こ
こ
で
挙
げ
た
各
回
の
邦
訳
は
、
高
橋
豊
訳
『
タ
ー
ザ
ン
と
黄
金
の
獅
子
』（
ハ
ヤ
カ
ワ
Ｓ
Ｆ

文
庫
特
別
版
、
早
川
書
房
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
呉
衡
之
の
訳
に
よ
る
中
国
語
の
タ

イ
ト
ル
は
敢
え
て
原
文
の
ま
ま
掲
出
し
た
。

（
9
）
易
経
で
は
「
旅
于
處

得
其
資
斧

我
心
不
快
」（
火
山
旅
、
四
爻
）
と
続
く
。
易
学
に
お
け

る
こ
の
卦
象
の
一
般
的
な
解
釈
は
、
本
文
で
示
し
た
解
釈
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

文
脈
に
従
い
、
文
意
に
沿
う
よ
う
に
読
ん
だ
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（
10
）
本
論
文
は
、
多
方
面
に
わ
た
る
呉
衡
之
の
活
動
を
総
合
的
に
捉
え
た
基
礎
研
究
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
筆
者
は
前
掲
註
16
の
論
文
に
お
い
て
、
特
に
美
術
方
面
に
つ
い
て
の
議
論
を
展
開
し
て

い
る
。
黄
賓
虹
と
呉
衡
之
の
関
係
を
軸
に
、
世
界
芸
術
と
い
う
概
念
が
い
か
に
中
国
絵
画
の
市
場

形
成
に
寄
与
し
た
か
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
も
の
で
あ
る
。
興
味
の
あ
る
向
き
は
参
考
に
さ
れ
た

い
。

【
挿
図
出
典
】

挿
図
1

郭
建
鵬
、
陳
穎
編
著
『
南
社
社
友
録
』
上
海
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
二
一
三
七
頁

挿
図
2
『
学
術
世
界
』
上
海
学
術
世
界
編
訳
社
、
一
九
三
六
年
第
一
巻
第
八
期
第
九
八
頁

挿
図
3
、
6

筆
者
蔵

挿
図
4

ト
ー
リ
ル
ド
・
ウ
ル
フ
「
コ
レ
ク
タ
ー
フ
ァ
ー
レ
ウ
ス
、
中
国
に
て
」、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、

一
九
一
二
〜
三
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
図
書
館
蔵

挿
図
5
『
中
華
名
画

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
所
蔵
作
品
影
印
本
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
一
四
年
。
筆
者

蔵

挿
図
7

H
arley Farnsw

orth M
acN

air, ed. Th
e Incom

parable Lady: Tributes  and O
ther M

em
orabilia 

Pertaining to Florence W
heelock A

yscough M
acN

air. C
hicago: printed for the author by 

U
niversity of C

hicago Press, 1946, before p. 71 

挿
図
8

杭
州
高
氏
カ
メ
ラ
博
物
館
蔵

挿
図
9

浙
江
省
博
物
館
蔵

挿
図
10

個
人
蔵
、
李
若
晴
提
供
画
像

挿
図
11

ア
イ
ス
コ
フ
編
訳
『
中
国
古
今
名
人
図
画
録
』、
私
家
出
版
、
一
九
一
五
年

挿
図
12
、
13

陳
国
権
編
訳
『
中
国
近
世
女
界
大
画
家
呉
杏
芬
画
』
一
九
一
五
年
、
上
海
。
オ
ハ
イ
オ
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商
務
、
翻
訳
、
中
国
美
術
と
世
界
文
学

81

七
月
二
日
よ
り
一
週
間
連
続
で
『
神
州
日
報
』『
申
報
』『
時
報
』
に
「
二
十
世
紀
の
新
発
明
：
中
英
両
語
完

備
『
中
華
名
画
集
』
現
る
」「
中
華
呉
衡
之
君
、
黄
樸
存
君
校
訂
」
な
る
広
告
を
掲
載
。

七
月
九
日
『
神
州
日
報
』
に
汪
允
宗
の
署
名
「
圓
照
」
で
掲
載
さ
れ
た
社
説
「
中
国
美
術
の
西
洋
へ
の
輸
出
」

に
「
黄
樸
存
、
呉
衡
之
の
二
名
が
資
金
援
助
」
の
記
述
。

八
月
二
十
二
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
、
新
入
生
募
集
」
の
広
告
。

八
月
二
十
二
日
『
神
州
日
報
』「
務
商
中
学
新
入
生
採
用
案
」
広
告
、「
務
商
中
学
編
入
生
募
集
」
広
告
。

九
月
二
日

上
海
務
商
中
学
秋
期
始
業
式
（『
時
報
』
九
月
三
日
、『
神
州
日
報
』
九
月
五
日
「
務
商
中
学
秋

期
始
業
式
」）。

十
一
月
十
一
日
『
時
報
』「
精
武
体
操
会
卒
業
式
」。

十
一
月
十
三
日
『
時
報
』
十
一
月
十
四
日
務
商
中
学
第
二
回
運
動
会
の
予
告
。

十
一
月
二
十
日
『
時
報
』「
運
動
会
は
完
全
な
り
」
の
報
道
記
事
。

十
一
月
二
十
八
日

務
商
中
学
演
説（『
神
州
日
報
』十
一
月
二
十
九
日「
務
商
中
学
に
お
け
る
昨
日
の
演
説
」）。

十
二
月
十
日
『
時
報
』「
高
級
生
殖
辺
銀
行
を
見
学
」、『
神
州
日
報
』「
務
商
中
学
、
銀
行
を
見
学
」。

一
九
一
五
年
（
民
国
四
）
乙
卯

四
十
四
歳

一
月
二
十
一
日
『
時
報
』
広
告
「
務
商
中
学
学
生
募
集
」。

二
月
十
八
日
『
時
報
』
広
告
「
務
商
中
学
夜
間
部
学
生
募
集
」。

二
月
二
十
一
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
教
員
募
集
」。

四
月
二
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
、
王
文
典
理
事
を
歓
迎
」。

四
月
二
十
六
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
ク
ラ
ブ
成
立
記
事
」。

六
月
二
十
日
『
時
報
』
広
告
「
務
商
中
学
学
生
募
集
」。

七
月
四
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
成
績
」。

七
月
十
三
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
第
一
回
成
績
懇
親
会
記
事
」。

七
月
十
四
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
夏
期
休
暇
休
業
式
」。

七
月
二
十
二
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
銀
行
予
科
、
学
生
募
集
」
広
告
。

十
一
月

呉
衡
之
、
年
齢
を
理
由
に
務
商
中
学
校
長
職
を
辞
す
（
十
一
月
二
十
八
日
『
時
報
』
広
告
）。

一
九
一
六
年
（
民
国
五
）
丙
辰

四
十
五
歳

二
月
八
日
『
時
報
』
通
告
「
黄
戴
、
務
商
中
学
を
引
き
継
ぐ
」。

五
月
三
日
『
時
報
』
時
評
「
務
商
中
学
、
継
続
の
資
金
な
し
」（（
戈
）
公
振
）。

北
浙
江
路
の
南
洋
商
業
公
学
の
校
長
に
就
任
。

五
月
二
十
八
日

ア
メ
リ
カ
の
児
童
教
育
者
バ
セ
デ
ィ
夫
人
を
招
待
し
そ
の
演
説
を
翻
訳
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
教
育
法
を
広
め
る
（
同
年
五
月
二
十
九
日
『
申
報
』「
バ
セ
デ
ィ
夫
人
講
演
盛
況
記
」。
ま
た
『
香
艶
雑
誌
』

同
年
六
月
第
十
二
期
の
「
女
界
新
聞
」
バ
セ
デ
ィ
夫
人
の
講
演
の
項
を
参
照
）。

六
月
十
日
『
時
報
』「
工
商
会
で
の
絵
画
展
示
盛
況
」。

六
月
十
七
日
『
時
報
』「
商
務
通
信
教
育
学
校
は
十
七
日
、
工
商
研
究
会
を
機
に
校
友
懇
親
会
を
開
催
、
来

賓
の
呉
衡
之
が
演
説
を
し
た
」。

七
月
十
七
日
『
時
報
』「
工
商
研
究
会
南
洋
商
業
公
学
開
学
記
事
。
呉
衡
之
は
病
に
よ
り
出
席
せ
ず
。」

一
九
一
七
年
（
民
国
六
）
丁
巳

四
十
六
歳

潘
飛
声
の
六
十
歳
誕
生
日
を
祝
う
対
聯
を
撰
文
。

一
九
一
九
年
（
民
国
八
）
己
未

四
十
八
歳

南
洋
商
業
公
学
営
業
停
止
（『
申
報
』
一
九
三
一
年
一
月
十
八
日
「
教
育
部
、
未
認
可
私
立
学
校
の
卒
業
生
資

格
を
否
認
」）。

十
月
十
日
『
時
報
』「
美
術
週
刊
」
黄
賓
虹
が
「
古
画
出
洋
」
で
再
び
『
中
華
名
画

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
蔵

品
影
本
』
に
触
れ
る
。「
ま
た
中
国
人
で
あ
る
呉
衡
之
が
翻
訳
に
あ
た
り
、
沈
冶
生
、
郁
載
生
の
二
名
が
印
刷

を
担
当
し
た
。」

十
一
月

許
黙
斎
（
一
八
七
三
〜
一
九
二
五
）、
滬
北
二
悲
室
寓
盧
に
て
呉
衡
之
編
訳
漢
英
両
語
『
中
華
名
勝

図
説
』
に
序
を
寄
せ
る
。

付
録
：
呉
衡
之
重
大
事
項
年
譜
稿

一
八
七
一
年
（
清
同
治
十
）
辛
未

出
生
、
本
籍
広
東
香
山
県
。

一
八
九
八
年
（
清
光
緒
二
十
四
）
戊
戌

二
十
七
歳

「
惜
余
英
文
学
塾
」
学
生
募
集
記
事
掲
載
開
始
、
以
後
毎
年
春
秋
の
学
生
募
集
時
期
は
毎
回
募
集
広
告
を
出
し

た
（『
申
報
』
二
月
十
日
）。

一
八
九
九
年
（
清
光
緒
二
十
五
）
己
亥

二
十
八
歳

上
海
河
南
路
天
津
路
章
東
明
酒
店
の
上
階
で
英
語
補
習
ク
ラ
ス
を
開
講
、
呉
培
初
が
そ
の
学
生
と
な
る
（『
旧

上
海
の
外
商
と
買
弁
』、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
九
頁
）。

一
九
〇
二
年
（
清
光
緒
二
十
八
）
壬
寅

三
十
一
歳

王
雲
五
が
同
校
で
学
ぶ
。
学
校
住
所
は
や
は
り
天
津
路
（『
岫
廬
八
十
自
述
』
台
北
、
商
務
印
書
館
、
一
九
六

七
年
、
二
〇
〜
二
一
頁
）。

一
九
〇
六
年
（
清
光
緒
三
十
二
）
丙
午

三
十
五
歳

秋
、
惜
余
英
文
学
塾
、
北
京
路
清
遠
里
に
移
転
。

一
九
〇
九
年
（
清
宣
統
元
）
己
酉

三
十
八
歳

上
海
で
開
業
し
た
ド
イ
ツ
人
Ｆ
・
フ
ォ
ル
ベ
ル
ク
と
Ｆ
・
フ
ォ
ー
ク
ツ
の
法
律
事
務
所
の
通
訳
を
務
め
る
（
商

務
印
書
館
編
訳
所
編
『
上
海
指
南
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
〇
九
年
、
一
九
一
四
年
）。

一
九
一
二
年
（
民
国
元
）
壬
子

四
十
一
歳

「
惜
余
英
文
学
塾
」
を
譲
渡
。

同
校
、「
漢
英
務
商
学
校
」
に
改
名
。『
神
州
日
報
』
学
生
募
集
広
告
。

二
月
四
日
『
時
報
』「
漢
英
務
商
学
校
授
業
開
始
」
広
告
。

三
月
十
四
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
」
広
告
。

七
月
七
日
『
時
報
』「
上
海
務
商
中
学
（
旧
名
漢
英
務
商
学
校
）
学
生
募
集
」
広
告
。

八
月
八
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
学
生
募
集
」
広
告
。

八
月
二
十
八
日
『
神
州
日
報
』「
務
商
中
学
附
属
高
等
小
学
学
生
募
集
」
広
告
。

十
二
月
二
十
八
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
学
生
募
集
」
広
告
。

一
九
一
三
年
（
民
国
二
）
癸
丑

四
十
二
歳

一
月
四
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
新
年
休
暇
休
業
式
」。

十
二
月
二
十
日

黄
埔
灘
上
海
博
物
院
で
中
国
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
広
東
の
呉
衡
之
が
各

画
の
故
実
に
つ
い
て
通
訳
と
解
説
を
行
っ
た
こ
と
を
黄
賓
虹
が
報
道
（『
神
州
日
報
』
十
二
月
二
十
三
日
「
西

洋
紳
士
収
蔵
の
中
国
名
画
の
展
覧
会
」）。

十
二
月
二
十
九
、
三
十
一
日
『
神
州
日
報
』
が
広
東
呉
衡
之
の
訳
に
よ
る
ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
『
中
国
名
画
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
序
文
』
を
連
載
。

一
九
一
四
年
（
民
国
三
）
甲
寅

四
十
三
歳

四
月

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
『
中
華
名
画
』
自
序
に
「
呉
衡
之
が
単
独
で
翻
訳
を
担
当
し
特
に
尽
力
し
た
」
と

記
す
。

五
月
三
十
日

務
商
中
学
第
一
回
運
動
会
を
開
催
、
来
賓
二
千
人
超
。
薩
鎮
氷
（
鼎
銘
）、
王
寵
恵
、
李
登
輝

ら
招
待
を
受
け
到
着
（
六
月
一
日
『
時
報
』「
務
商
中
学
第
一
回
運
動
会
記
録
」）。

六
月
四
日

務
商
中
学
校
長
呉
衡
之
、
薩
鼎
銘
よ
り
資
金
借
入
（『
時
報
』
一
九
一
四
年
六
月
五
日
「
務
商
中

学
に
よ
る
薩
督
弁
の
壮
行
会
盛
大
に
」。

七
月

中
英
両
語
『
中
華
名
画

ス
ツ
ラ
ヘ
ル
ネ
ク
所
蔵
作
品
印
影
』
上
海
商
務
印
書
館
よ
り
出
版
。



三
八

美

術

研

究

四

三

二

号

82

角
（『
申
報
』
六
月
十
六
日
第
七
頁
商
務
印
書
館
広
告
）。

一
九
三
〇
年
（
民
国
十
九
）
庚
午

五
十
九
歳

春
四
月

呉
衡
之
編
『
旅
行
月
刊
』
雑
誌
、
黄
賓
虹
に
旅
行
記
の
寄
稿
を
求
め
、
黄
の
「
黄
山
前
海
游
記
」

に
編
者
の
言
葉
を
添
え
て
第
五
巻
第
四
号
に
掲
載
。

同
号
に
「
中
国
人
と
西
洋
人
の
旅
行
概
念
の
相
違
」（
退
翁
）
を
発
表
。

同
号
に
も
と
南
洋
商
業
公
学
の
学
生
だ
っ
た
谷
徳
泉
（
徳
全
）
の
「
海
虞
游
記
」
に
編
者
の
言
葉
を
添
え
て

掲
載
。

七
月
「
桂
游
日
記
（
未
完
）」（
黄
賓
虹
）、『
旅
行
月
刊
』
第
五
巻
第
五
号
に
掲
載
。

同
号
に
「
欧
米
著
名
探
検
家
列
伝
」（
退
翁
訳
）
と
自
序
を
掲
載
。

同
号
に
付
録
と
し
て
呉
杏
芬
夫
人
題
・
画
の
黄
海
松
風
図
と
古
律
詩
を
掲
載
。

同
号
に
潘
蘭
史
「
虞
山
謁
言
子
墓
。
下
虞
山
至
尚
湖
回
望
三
峰
」
詩
二
首
を
掲
載
。

七
月
二
日
『
申
報
』
第
一
頁
、
商
務
印
書
館
の
広
告
、「『
宝
窟
生
還
記
』
呉
衡
之
訳
三
冊
七
角
」
の
記
載
。

一
九
三
一
年
（
民
国
二
十
）
辛
未

六
十
歳

一
月

江
蘇
教
育
庁
に
南
洋
商
業
公
学
一
九
一
六
年
の
商
科
学
生
十
二
名
、
一
九
一
七
年
の
商
科
学
生
二
十

八
名
銀
行
科
学
生
二
十
八
名
の
卒
業
資
格
の
追
加
認
定
を
請
求
し
、
妥
当
な
解
決
案
を
求
め
る
。（『
申
報
』

一
月
十
八
日
「
教
育
部
、
未
認
可
私
立
学
校
の
卒
業
生
資
格
を
否
認
」）。

四
月
『
帰
来
』
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
著
、
退
翁
呉
衡
之
訳
、
商
務
印
書
館
（
上
海
）、
小
説
世
界
叢
刊
。

五
月
『
最
近
名
家
小
説
訳
叢
』
上
下
冊
、
退
翁
呉
衡
之
訳
、
胡
寄
塵
懐
琛
校
訂
、
商
務
印
書
館
（
上
海
）、

小
説
世
界
叢
刊
。

十
月
十
八
日
『
申
報
』
第
一
頁
、
商
務
印
書
館
の
広
告
を
掲
載
、「『
宝
窟
生
還
記
』
定
価
五
角
五
分
、
呉
衡

之
訳
、
上
下
二
冊
」
の
記
載
。

一
九
三
三
年
（
民
国
二
十
二
）
癸
酉

六
十
二
歳

四
月
十
二
日
『
申
報
』「
遼
［
寧
］
吉
［
林
］
黒
［
竜
江
］
熱
［
河
］
義
勇
軍
後
援
会
、
寄
付
に
感
謝
」
呉

衡
之
は
十
元
を
寄
付
。

一
九
三
四
年
（
民
国
二
十
三
）
甲
戌

六
十
三
歳

春

こ
の
頃
呉
衡
之
は
既
に
逝
去
か
。
要
検
討
。

一
九
三
五
年
（
民
国
二
十
四
）
乙
亥

二
月
二
十
三
日
『
申
報
』
第
四
頁
に
商
務
印
書
館
の
広
告
、「『
宝
窟
生
還
記
』
呉
衡
之
訳
（
第
一
版
）
一
冊

五
角
五
分
」
の
記
載
。

六
月
七
日
『
申
報
』
第
一
頁
に
商
務
印
書
館
の
広
告
、「『
宝
窟
生
還
記
』
呉
衡
之
訳
（
第
二
版
）
一
冊
五
角

五
分
」
の
記
載
。

一
九
三
六
年
（
民
国
二
十
五
）
丙
子

黄
賓
虹
「
呉
衡
之
訳
某
女
史
画
譜
序
」
が
『
学
術
世
界
』
一
九
三
六
年
第
一
巻
第
八
期
、
第
九
八
頁
に
再
掲

載
さ
れ
る
。

十
一
月
二
十
八
日
『
申
報
』
第
二
頁
に
商
務
印
書
館
の
広
告
、「『
宝
窟
生
還
記
』E.R.Burroughs

著
、
呉

衡
之
訳
（
第
五
版
）
一
冊
五
角
五
分
」
の
記
載
。

一
九
三
七
年
（
民
国
二
十
六
）
丁
丑

『
総
合
英
漢
大
辞
典
』（A C

om
prehensive English-C

hinese D
ictionary

）
一
冊
に
合
本
。

一
九
四
八
年
（
民
国
三
十
七
）
戊
子

『
総
合
英
漢
大
辞
典
』（A C

om
prehensive English-C

hinese D
ictionary

）
合
本
第
八
版
刊
行
。

十
二
月

呉
衡
之
、『
中
華
名
勝
図
説
』
に
自
序
を
書
く
（
英
文
訳
）。

同
月

黄
賓
虹
、『
中
華
名
勝
図
説
』
に
題
字
を
書
く
。

同
年
、
ア
メ
リ
カ
の
在
上
海
教
会
モ
ー
ガ
ン
牧
師
『
中
華
名
勝
図
説
』
に
序
文
を
書
く
。

『
中
華
名
勝
図
説
』（Th

e eighteen fam
ous sceneries of C

hina, H
sing-fen W

u; H
 C

 W
olfe

）
初
版
、
コ
ロ
ー
版

印
刷
、
歙
邑
呉
淑
娟
［
杏
芬
］（
一
八
五
三
〜
一
九
三
〇
）
が
山
水
名
勝
を
十
八
幅
作
画
、
香
山
呉
衡
之
訳
述
。

一
九
二
一
年
（
民
国
十
）
辛
酉

五
十
歳

二
月
一
日

南
社
に
加
入
。
紹
介
者
蔡
哲
夫
、
謝
英
伯
、
高
剣
父
、
黄
樸
存
。
加
入
書
第
一
〇
九
五
号
。

一
九
二
二
年
（
民
国
十
一
）
壬
戌

五
十
一
歳

一
月
三
日

商
務
印
書
館
編
訳
所
に
加
入
、
紹
介
者
王
雲
五
。

仲
春

呉
佩
孚
、『
中
華
名
勝
図
説
』
増
訂
版
に
序
を
寄
せ
る
。

一
九
二
四
年
（
民
国
十
三
）
甲
子

五
十
三
歳

三
月
十
四
日
『
時
報
』
呉
衡
之
が
十
六
日
（
日
曜
）
午
後
二
時
に
自
宅
退
蔵
室
で
古
画
展
覧
会
を
行
う
と
の

予
告
記
事
。

三
月
十
六
日
『
申
報
』「
古
画
展
覧
会
本
日
開
催
」
の
記
事
。

三
月
十
九
日
『
申
報
』「
古
画
展
覧
会
を
参
観
し
て
」
の
記
事
。

三
月

黄
賓
虹
、
呉
衡
之
の
依
頼
に
よ
り
高
剣
父
へ
、
呉
衡
之
の
広
州
で
の
不
動
産
投
資
に
関
す
る
仲
裁
を

求
め
る
手
紙
を
送
る
。

三
月
二
十
六
日

高
剣
父
、
黄
賓
虹
へ
返
信
。
仲
裁
を
求
め
ら
れ
た
呉
衡
之
の
広
州
の
不
動
産
投
資
に
関
し

て
役
に
立
て
ず
に
い
る
事
情
を
説
明
す
る
。

四
月
六
日
『
時
報
』
商
務
印
書
館
『
第
一
回
中
国
年
鑑
』
主
編
：
阮
湘
、
編
集
：
李
希
賢
、
呉
秉
鈞
、
余
祥
森
、

何
崧
齢
、
范
寿
康
、
唐
敬
杲
、
徐
寿
齢
、
陳
掖
神
、
章
干
天
。

胡
懐
琛「
陳
黙
盦
、
呉
衡
之
の
招
飲
に
て
賦
を
贈
る
」「
陳
黙
盦
、
呉
衡
之
に
再
び
示
す
」（『
胡
懐
琛
詩
歌
叢
稿
』

一
九
二
六
年
）。

一
九
二
五
年
（
民
国
十
四
）
乙
丑

五
十
四
歳

三
月

雷
声
布
、
凱
密
弁
護
士
事
務
所
の
求
人
に
応
じ
事
務
員
と
な
る
（『
申
報
』
三
月
二
十
九
日
「
雷
声
布
、

凱
密
英
仏
弁
護
士
事
務
所
告
示
」。

三
月
三
十
一
日
『
申
報
』
同
一
広
告
。

一
九
二
六
年
（
民
国
十
五
）
丙
寅

五
十
五
歳

四
月
二
十
二
日

在
上
海
ア
メ
リ
カ
領
事
館
職
員
チ
ャ
ピ
ン
、『
中
華
名
勝
図
説
』
増
訂
版
に
序
文
を
書
く
。

四
月
二
十
三
日

在
上
海
ア
メ
リ
カ
領
事
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
、『
中
華
名
勝
図
説
』
増
訂
版
に
序
文
を
書
く
。

中
英
両
語
『
中
華
名
勝
図
説
』
増
訂
版
（Th

e Eighteen fam
ous C

hinese landscape painted by M
adam

e W
u 

H
sing-Fen, the m

ost distinguished paintress of m
odern C

hina. Th
is catalogue contains eighteen collotyped 

reproductions, w
ith descriptions in C

hinese and English by H
.C

. W
olfe. Second Edition. R

evised

）出
版
。

一
九
二
七
年
（
民
国
十
六
）
丁
卯

五
十
六
歳

一
月

招
聘
を
受
け
、
鄭
毓
秀
、
魏
道
明
法
律
事
務
所
支
所
の
仕
事
に
協
力
（『
申
報
』
一
月
二
十
六
日
「
鄭

毓
秀
、
魏
道
明
法
律
事
務
所
告
示
」）。

一
九
二
八
年
（
民
国
十
七
）
戊
辰

五
十
七
歳

一
月
一
日
『
総
合
英
漢
大
辞
典
』（A C

om
prehensive English-C

hinese D
ictionary

）
編
集
に
参
与
。
主
編
：

黄
士
復
、
江
鉄
、
校
正
：
王
雲
五
、
何
松
齢
、
陳
承
澤
、
編
集
者
：
文
元
模
、
李
希
賢
、
呉
衡
之
、
周
昌
寿
、

林
癸
、
胡
嘉
詔
、
程
選
公
、
鄭
貞
文
、
謝
六
逸
、
戴
鴻
儒
、
羅
鼎
、
顧
寿
白
。
初
版
は
二
冊
の
分
冊
、
そ
れ

ぞ
れ
正
編
、
補
編
に
分
か
れ
る
（『
申
報
』
第
七
頁
）。

『
宝
窟
生
還
記
』（Tarzan and the G

olden Lion

）
米
国
バ
ロ
ー
ズ
（Edgar R

ice Burroughs, 1875-1950

）
著
、

呉
衡
之
訳
、
商
務
印
書
館
（
上
海
）、
小
説
世
界
タ
ー
ザ
ン
シ
リ
ー
ズ
（
叢
刊
野
人
記
）
第
九
編
、
三
冊
、
七




